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プログラマブル AC/DC電源 APS-1102A 

本機器の正常な使用状態で発生する故障について，お買上げの日より 1年間に発

生した故障については無償で修理を致します。 

ただし，保証期間内でも次の場合は有償修理になります。 

 

1． 火災，天災，異常電圧等による故障，損傷。 

2． 不当な修理，調整，改造がなされた場合。 

3． 取扱いが不適当なために生ずる故障，損傷。 

4． 故障が本製品以外の原因による場合。 

5． お買上げ明細書類のご提示がない場合。 

 

お買上げ時の明細書（納品書，領収書など）は保証書の代わりとなりますので，大

切に保管してください。 

 

また，校正作業につきましては有償にて受け賜ります。 

 

この保証は日本国内で使用される場合にのみ有効です。 

This warranty is valid only Japan. 
 
 
 

本マニュアルについて 

ご使用に際しては，必ず本マニュアルを最後までお読みいただき，正しくご使用くだ

さい。また，いつでも見られるよう保存してください。 

本書の内容に関しましては万全を期して作成いたしましたが，万一不審な点や誤

り，記載漏れなどがございましたらご購入元または当社までご連絡ください。 

 
 
 

このマニュアルは著作権によって保護された知的財産情報を含んでいます。 当社

はすべての権利を保持します。 当社の文書による事前承諾なしに，このマニュア

ルを複写，転載，翻訳することはできません。 

このマニュアルに記載された情報は印刷時点のものです。製品の仕様，機器，お

よび保守手順は，いつでも予告なしで変更することがありますので，予めご了承く

ださい。 
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i  APS-1102A 

  は じ め に   

このたびは，APS-1102A プログラマブル AC/DC電源をお買い求めいただき，ありがとうございま

す。 

電気製品を安全に正しくお使いいただくために，まず次のページの［安全にお使いいただくために］を

お読みください。 

 

 この説明書の注意記号について 

この説明書では，次の注意記号を使用しています。機器の使用者の安全のため，また，機器の

損傷を防ぐためにも，この注意記号の内容は必ず守ってください。  

 

 

機器の取扱いにおいて，使用者が死亡又は重傷を負うおそれがある場合，その危険を避けるため

の情報を記載しております。 

 

 

機器の取扱いにおいて，使用者が傷害を負う，又は物的損害が生じるおそれを避けるための情

報を記載しております。 

 

 この説明書の章構成は次のようになっています。 

初めて使用する方は，1章からお読みください 

1. 概 説 

この製品の概要・特長・応用・機能及び簡単な動作原理を説明しています。 

2. 使用前の準備 

設置や操作の前にしなければならない大事な準備作業について説明しています。 

3. パネル面と基本操作の説明 

パネル面の各つまみの機能・動作及び基本的な操作について説明しています。 

機器を操作しながらお読みください。 

4. 応用操作例 

さらに幅広い操作説明をしています。 

5. メニューの説明 

LCD画面の構成・各メニューの設定項目について説明しています。 

6. リモート制御 

USB又は RS232 インタフェースを介して APS-1102Aを制御するコマンドについて説明し

ています。 

7. トラブルシューティング 

エラーメッセージや，故障と思われる現象が発生した場合の説明と対処方法について説明

しています。 

8. 保 守 

基本的な日常のお手入れの方法について説明しています。 

9. 仕 様 

仕様（機能・性能）について記載しています。 

 ！ 注 意

CAUTION 

 ！   

 

警 告 
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  安 全 に お 使 い い た だ く た め に   

 

安全にご使用いただくため，下記の警告や注意事項は必ず守ってください。 

これらの警告や注意事項を守らずに発生した損害については，当社はその責任と保証を負いかねま

すのでご了承ください。 

なお，この製品は，JISや IEC規格の絶縁基準 クラス I機器（保護導体端子付き）です。 

 

 取扱説明書の内容は必ず守ってください。 

取扱説明書には，この製品を安全に操作･使用するための内容を記載しています。 

ご使用に当たっては，この説明書を必ず最初にお読みください。 

この取扱説明書に記載されているすべての警告事項は，重大事故に結びつく危険を未然に防止

するためのものです。必ず守ってください。 

 必ず接地してください。 

この製品はラインフィルタを使用しており，接地しないと感電します。 

感電事故を防止するため，必ず「電気設備技術基準 D 種（100 Ω以下）接地工事」以上の接地

に確実に接続してください。 

3極電源プラグを，保護接地コンタクトを持った 3極電源コンセントに接続すれば，この製品は自

動的に接地されます。 

この製品には，3 極-2 極変換アダプタを添付しておりません。ご自身で 3 極-2 極変換アダプタを

使用するときは，必ずアダプタの接地線をコンセントのそばの接地端子に接続してください。 

 電源電圧を確認してください。 

この製品は，取扱説明書の“接地及び電源接続”の項に記載された電源電圧で動作します。電源

接続の前に，コンセントの電圧が本器の定格電源電圧に適合しているかどうかを確認してくださ

い。 

 おかしいと思ったら 

この製品から煙が出てきたり，変な臭いや音がしたら，直ちに電源コードを抜いて使用を中止し

てください。 

このような異常が発生したら，修理が完了するまで使用できないようにして，直ちにお求めの当

社又は当社代理店にご連絡ください。 

 ガス雰囲気中では使用しないでください。 

爆発などの危険性があります。 

 カバーは取り外さないでください。 

この製品の内部には高電圧の箇所があります。カバーは絶対に取り外さないでください。内部を

点検する必要があるときでも当社の認定したサービス技術者以外は内部に触れないでください。 

 改造はしないでください。 

改造は絶対に行わないでください。新たな危険が発生したり，故障時に修理をお断りすることが

あります  
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 ！

  

 

 

 出力電圧による感電防止 

APS-1102Aの最大出力は，440 Vです。 

感電事故が発生しないようにご注意ください。 

電源オンの状態で出力に直接触れたり，ケーブル接続を変更した場合，感電するおそれがあり

ます。 

 安全関係の記号 

製品本体や取扱説明書で使用している安全上の記号の一般的な定義は次のとおりです。 

 

  取扱説明書参照記号 

使用者に危険の潜在を知らせるとともに，取扱説明書を参照する必要がある

箇所に表示されます。 

 

  感電の危険を示す記号 

特定の条件下で，感電の可能性がある箇所に表示されます  

 

  保護接地端子記号 

感電事故を防止するために，必ず接地する必要のある端子に表示されます。 

機器を操作する前に，この端子を「電気設備技術基準 D種（100 Ω以下）接地

工事」以上の接地に必ず接続してください。 

 

警告記号 

機器の取扱いにおいて，使用者が死亡又は重傷を負うおそれがある場合，そ

の危険を避けるための情報を記載しております 

 

 

注意記号 

機器の取扱いにおいて，使用者が傷害を負う，又は物的損害が生じるおそれ

を避けるための情報を記載しております。 

 

 その他の記号 

電源スイッチのオン位置を示します。 

電源スイッチのオフ位置を示します。 

コネクタの外部導体が，ケースに接続されていることを示します。 

コネクタの外部導体が，信号グラウンドに接続されていることを示します。 

 

 廃棄処分時のお願い 

環境保全のため，本器を廃棄処分されるときは，下記内容に留意していただくようお願いいたし

ます。 

①本器はリチウム電池を内蔵しています。 

②LCDのバックライトには水銀が含まれています。 

③本器は産業廃棄物を取り扱う業者を通して廃棄処分してください。 

 

 ！   警  告 

 ！   WARNING 

 ！   注  意 

 ！   CAUTION 
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1.1 概 要 

『APS-1102A プログラマブル AC/DC 電源』は，卓上においても邪魔にならないコンパクトなボ

ディと，豊富な計測機能を併せ持った，交流も直流も出力できる電源です。 

定格出力電圧は 100 Vrms（100 Vレンジ）／200 Vrms（200 Vレンジ），最大出力電力 1 kVA（

AC200 V入力時）です。 

出力モードは 8つあり，直流出力，外部信号増幅，ライン同期出力も可能です。 

 

APS-1102A は，USB 又は RS232 インタフェースにより外部コンピュータからリモートコントロー

ルできます。また，添付のコントロールソフトウェアでは，以下の機能が利用可能です。 

 

 パネル操作 

 シーケンス編集／実行 

 任意波形編集／転送 

 データロガー（計測値取込み） 

 

電源入力はワールドワイド対応です。入力力率コントロール機能により，電源入力電流は最小に

抑えられています。 

 

1.2 特 長 

 大型液晶画面の操作パネル 

設定値や計測値を大きな画面に分かりやすく表示します。バックライトを内蔵しています。 

 

 多彩な出力モード 

出力モードは，二つの動作モード：交流(AC)／直流(AC+DC)と，4 つの信号源モード：内部

(INT)／外部(EXT)／内部+外部(ADD)／外部同期(SYNC)の組合せによる 8 つから選択

できます。交流モードでは直流分をキャンセルします。 

 

 各種計測機能付き 

以下の計測機能を搭載しています。 

・電圧（実効値，直流平均値，ピーク値） 

・電流（実効値，直流平均値，ピーク値，ピーク値ホールド） 

・電力（有効，無効，皮相） 

・周波数（外部同期周波数のみ） 

・負荷力率 

・負荷クレストファクタ 

・高調波電流（基本波 50 Hz／60 Hz，40次まで） 

注：本計測は IEC規格等に適合しておりません。 
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 交流重畳直流出力可能 

直流モード選択時は，直流分に交流分（正弦波，方形波，任意波）を重畳して出力すること

ができます。 

 

 コンデンサ入力負荷にも対応（クレストファクタ 4まで対応） 

ピーク電流は，最大電流（実効値）の 4倍まで出力できます。 

 

 外部信号増幅器として使用可能 

内部+外部信号源選択時は，外部信号入力に内部信号源を加算することができます。 

 

 シーケンス機能 

内部信号源使用時には，出力パラメタ（出力電圧，出力周波数など）を順次急変，又はス

イープすることができます。また，出力変化をあらかじめプログラムしておくことにより，特定

パターンの出力を供給できます。 

 

 出力電流リミッタ機能，電圧及び周波数上限・下限設定機能 

出力電流の最大値を設定（ピーク値リミッタは正負独立）することにより，出力電流を制限し

ます。出力電圧及び出力周波数については，設定範囲制限ができます。 

 

 USB インタフェース(USBTMC)，RS232 インタフェース標準装備 

USBインタフェース又はRS232インタフェースを介して，PC等から外部制御を行うことがで

きます。 

 

 フロントパネルに出力アウトレットを装備（ユニバーサルタイプ） 

世界中のいろいろな電源プラグを接続できます。 

 

 電源入力電圧範囲はワールドワイド対応 

AC90 V～250 Vまで対応，入力力率コントロール(PFC)機能により，電源入力電流は最小

に抑えられています。.   

 

1.3 応 用 

 

 各種小容量組込電源の研究・開発・試験に 

 各種小容量家電の研究・開発・試験に 

 バッテリ用電装品の試験に 

 リレー，スイッチの特性試験用電源として 

 各種部品の検査ラインにおける試験用電源として 
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1.4 機能一覧 

APS-1102Aの主な機能は下記のとおりです。 

 

表 1-1  機能一覧 (1/2) 

 機  能 説  明 

出力系 

出力モード選択 

全 8モード 

（動作モード×信号源モードの組み合わせ） 

交流-内部信号源 （AC-INTモード） 

交流-外部信号源 （AC-EXTモード） 

交流-内部+外部信号源 （AC-ADDモード） 

交流-外部同期               （AC-SYNCモード） 

直流-内部信号源 （AC+DC-INTモード） 

直流-外部信号源 （AC+DC-EXTモード） 

直流-内部+外部信号源 （AC+DC-ADDモード） 

直流-外部同期              （AC+DC-SYNCモード） 

出力オン／オフ切換  

出力電圧レンジ選択 100 V レンジ及び 200 V レンジ 

出力電圧波形 

（外部信号源モードを除く） 
正弦波，方形波，任意波（16種類） 

出力電流リミッタ 
電流ピーク値リミッタ機能 

及び電流実効値リミッタ機能（リミット値可変） 

設定範囲制限 

（外部信号源モードを除く） 

出力電圧及び出力周波数の設定範囲制限機能 

内部信号源モード(AC-INT，AC+DC-INT) 

及び 

内部+外部信号源モード(AC-ADD，AC+DC- 

ADD) 

出力電圧の設定範囲制限機能 

外部同期モード(AC-SYNC，AC+DC-SYNC) 

シーケンス出力 出力パラメタを順次，急変又はスイープさせます。 

同期出力 外部同期信号又はライン周波数に同期可能 

計測 

基本計測 

電圧 ：実効値，直流平均値，ピーク値 

電流 ：実効値，直流平均値，ピーク値， 

 ピーク値ホールド 

電力 ：有効，無効，皮相 

その他 

同期周波数：外部同期のみ 

負荷力率 

負荷クレストファクタ 

高調波電流：基本波 50 Hz／60 Hz，40次まで 
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表 1-2. 機能一覧 (2/2) 

 機  能 説  明 

外部制御 

外部制御入出力 

外部制御動作モード：有効，無効 

 

制御入力 

入力レベル：ハイレベル：+4.0 V以上， 

 ローレベル：+1.0 V以下 

非破壊最大入力：+10 V／-5 V 

入力インピーダンス： 

 47 kで+5 Vにプルアップ 

制御項目：出力オン／オフ，シーケンス開始／停止，

 ホールド，ブランチ 

 

状態出力 

出力レベル：0 V／+5 V（開放） 

出力インピーダンス：100  

状態項目：電源オン／オフ状態，出力オン／オフ， 

 リミッタ動作，ソフトウェアビジー， 

 シーケンス動作ステップ同期出力 

 

端子： D-sub 25-pinマルチコネクタ 

USB インタフェース 標準装備 

RS232 インタフェース 標準装備 
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1.5 動作原理 

図 1-1に APS-1102Aのブロックダイアグラムを示します。 
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図 1-1. ブロックダイアグラム 

 

APS-1102Aは，大きく分けて以下の 4つのブロックに分かれます。 

 

① 直流電源部 

力率改善機能を持つ直流電源部です。電源入力に対し力率改善を行いながら，各種制御電源と

増幅部に供給する直流電源を作ります。 

 

② 信号源，システムコントロール部 

シーケンス機能を持つ交流+直流出力が可能な内部信号源です。外部入力と内部信号源を加算

して使用することも可能です。また，ユーザインタフェースなどを担当します。 

 

③ 絶縁部 

一次側（主電源回路）と二次側を絶縁します。 

 

④ 増幅部 

保護回路機能を持つ増幅部です 
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2.1 使用前の確認 

設置してご使用いただく前に，輸送中の事故による損傷が無いこと，附属品や本体がすべて正

しく添付されていることをご確認ください。不足の場合は，ご購入いただいた当社又は当社代理

店までご連絡ください。 

 

 安全の確認 

使用者の安全を確保するため，取扱説明書の次の項を必ず最初にお読みください。 

 [安全にお使いいただくために] （このユーザマニュアルの最初の方に記載されていま

す。） 

［2.3 接地及び電源接続］ 

 

 外観及び附属品の確認 

段ボール箱の外側に異常な様子（傷やへこみなど）が見られましたら，製品を箱から取り出

すときに，製品に影響していないかどうか十分に確認してください。 

 

段ボール箱から中身を取り出しましたら，内容物を確認してください。 

製品の外観に異常な傷があったり，附属品が不足しているときは，当社又は当社代理店に

ご連絡ください。 

 

 外観チェック 

パネル面やつまみ，コネクタなどに傷やへこみがないことを確認してください。 

 

 附属品のチェック 

この製品の附属品は，次のとおりです。数量不足や傷がないことを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

この製品の内部には，高電圧の箇所があります。カバーは取り外さないでください。 

内部を点検する必要があるときでも，当社の認定したサービス技術者以外は内部に触れないで

ください。 

 

・取扱説明書（APS-1102Aユーザマニュアル） ·····························································1 

・コントロールソフトウェア(CD-ROM) ·········································································1 

・電源コードセット 1（仕向地別，国内向けは 15 A/125 V，約 2 m） ·····································1 

・電源コードセット 2（10 A/250 V，プラグ無し，日本，北米，欧州向けのみ 約 1.5 m） ·······························1 

 ！   

 

警  告 
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2.2 設置環境について 

安全にご使用いただき，信頼性を維持するため次の各項目の内容にご配慮ください。 

 

 設置位置 

 床や机の上に，背面・側面・上面を下にして置かないでください。 

 底面のゴム足が，四つとも机などの平らな床面に乗るように置いてください。 

 転倒の危険を避けるため，本器の質量（1台当たり約 9.7 kg）に十分に耐えられる，傾

斜や振動のない床面に設置してください。 

 

 運搬時の注意 

運搬する場合は，左側面の取っ手を持って機器が水平になるように運んでください。 

台車などに乗せて運搬する場合は，底面のゴム足が四つとも平らな面に乗るようにしてくだ

さい。 

  

 

冬期の輸送時などのように周囲温度・湿度が急に変化すると，内部に結露が発生することがあ

ります。 

このような場合は，そのまま室温に放置して，結露がなくなってから電源に接続してください。 

 

 

 ！   注  意 
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 設置場所の条件 

 APS-1102Aは，高度 2000 m以下の屋内で使用してください。 

 APS-1102A は，ファンによる強制空冷を行っています。吸気口，排気口のある正面，

背面及び側面は，壁面から 50 cm以上離し，空気の流通を確保してください。 

 積み上げたり，前後（他の装置の排熱を吸い込んでしまう配置）に並べたりしないでくだ

さい。 

 温度及び湿度範囲は，次の条件に合う場所に設置してください。 

  

動作保証 0 ℃～+40 ℃ 
5 %～85 %RH 

ただし，絶対湿度は 1～25 g/m3。結露はないこと。 

性能保証 -5 ℃～+35 ℃ 
5 %～85 %RH 

ただし，絶対湿度は 1～25 g/m3。結露はないこと。 

保管条件 -10 ℃～+50 ℃ 
5 %～95 %RH 

ただし，絶対湿度は 1～29 g/m3。結露はないこと。 

 

温湿度が著しく高いところでは，信頼性が低下します。25℃50%RH 程度の環境でのご使

用を推奨します。 

図 2-1に周囲温度，湿度範囲を示します 
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図 2-1. 周囲温度・湿度範囲  
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 次のような場所には設置しないでください。 

・可燃性ガスのある場所 

→爆発の危険があります。絶対に設置・使用しないでください。 

・屋外や直射日光の当たる場所，火気や熱の発生源の近く 

→この製品の性能を満足しなかったり，故障の原因になります。 

・腐食性ガスや水気のある場所，湿度の高い場所 

→この製品の腐食・故障の原因になります。 

・電磁界発生源や高電圧機器，動力線の近く 

→誤動作の原因になります。 

・振動の多い場所 

→誤動作や故障の原因になります。 

・ほこりの多い場所 

→特に導電性のほこりの場合，機器の故障の原因になります。 
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2.3 接地及び電源接続 

 必ず接地してください。 

 

 

この製品はラインフィルタを使用しています。接地しないと感電することがあります。 

感電事故を防止するため，必ず「電気設備技術基準 D種(100 Ω以下)接地工事」以上の接地に

確実に接続してください。 

 

電源入力がAC100 Vの場合，電源コードセット 1を使用してください。3極電源プラグを，保護接

地コンタクトを持った 3極電源コンセントに接続すれば，この製品は自動的に接地されます。電

源コードセット 1（国内向け）は，定格 AC125 V品です。 

電源入力が AC200 Vの場合は，使用するコンセントに合わせたプラグや圧着端子を付けた電

源コードセット 2を使用してください。電源コードセット 2を使用する場合も必ず接地してください。

電源コードセット 2は，定格 AC250 V品です。 

 

この製品には，3極-2極変換アダプタを添付しておりません。ご自身で 3極-2極変換アダプタを

使用するときは，必ず変換アダプタの接地線をコンセントのそばの接地端子に接続してください。 

 

電源コードセットは緊急時に商用電源から本製品を切り離すために使用できます。電源コネクタ

を本体インレットから抜くことができるように，インレット周囲に十分な空間を確保してください。電源

プラグをコンセントから外すことができるように，容易に手の届く場所にあるコンセントを使用し，コ

ンセント周囲は十分な空間を確保してください。 

 

 この製品の電源条件は，次のとおりです。 

電圧範囲： AC100V～230V10%（ただし 250V以下） 

過電圧カテゴリ II 

周波数範囲： 50 Hz2 Hz 又は 60 Hz2 Hz（単相） 

消費電力： 1.4 kVA以下 

 

 ！   

 

警  告 

 

 ！   注  意 
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 電源は次の手順で接続します。 

1.接続する商用電源電圧が，APS-1102Aの電圧範囲内であることを確認します。 

2.APS-1102Aの電源スイッチをオフにします。 

3.APS-1102Aの背面のインレットに附属の電源コードを差し込みます。 

 

インレット 

 

図 2-2. 電源入力端子 

 

4.電源コードのプラグを 3 極電源コンセントに差し込みます（附属の電源コードセット 1 の場

合） 

 

 

附属品の電源コードセット2を用いて接触可能な端子に接続する場合は，作業前に必ず端子へ

の電源供給を遮断してください。感電する恐れがあります。 

 

附属品の電源コードセット1（国内向け）は，電気用品安全法適合品で，国内専用です。定格電

圧はAC 125 Vで，耐電圧はAC 1250 Vです。AC 125 Vを超える電圧及び国外では使用できませ

ん。 

 

附属品の電源コードセット2は，国内，北米及び欧州向けです。定格電圧はAC 250 Vで，耐電圧

はAC 2000 Vです。使用する環境に合わせてプラグあるいは圧着端子を付けてください。なお日本

国内で使用する場合は，必ず電気用品安全法適合プラグをご使用ください。 

 

附属品の国内向け電源コードセットは，この製品の専用品です。他の製品及び用途には使用し

ないでください。商用電源との接続には必ず附属品の電源コードセットを使用してください。 

 

なお，本体だけの耐電圧は，AC 1500 Vです。 

 ！   

 

警  告 

 

 ！   注  意 

 ！   注  意 

 ！   注  意 
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2.4 簡単な動作チェック 

ここでは，新規購入された場合や，長期保存された場合に行う簡単な動作チェック方法を説明し

ます。 

 

 

この製品の内部には，高電圧の箇所があります。カバーは取り外さないでください。 

内部を点検する必要があるときでも，当社の認定したサービス技術者以外は内部に触れないで

ください。 

 

正常に電源が入り，操作パネルで設定したとおり MEASURE 画面に測定値が表示されるか確

認します。 

 

 操作手順 

1. APS-1102Aの電源スイッチをオンにします。 「3.4.1 電源オン／オフ」参照。 

⇒電源が投入され，動作を開始します。 

   

 

 

 

<1> 電源スイッチの上側 ( | ) を押す。 <2> LCD が点灯し、起動画面が表示されます。 

 

 

 

 電源オン直後の基本操作画面では，前回電源オフしたときと同じ設定値となっています。購

入して初めてオンにした場合は，初期設定（工場出荷時設定）になっています。 

⇒ 初期設定について 「3.2電源投入時の表示及び初期設定」参照。 

 

 ！   

 

警  告 
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2. パネル設定  

APS-1102Aを次のように設定します。設定方法  「3.4 基本操作例」参照。 

 

表2-1. 動作チェック時のパネル設定 

項  目 設  定 

出力モード AC-INTモード 

出力電圧レンジ 100 V 

交流出力電圧 100 Vrms 

計測表示選択 RMS 

 

3. 
OUTPUT

 キーを押して出力をオンにします。 

 

 

 

 

OUTPUT

 
OUTPUT

 

出力オフ 出力オン 
 

 

⇒交流出力電圧が 100 Vrms 出力されていることを，操作パネルの MEASURE 画面で確

認します。 

 

 

図 2-3. 動作確認 

 

⇒正常な値が表示されない場合は，故障のおそれがあります。当社又は当社代理店に連

絡してください。 

 

4. 電源をオフにする場合は，OUTPUTオフの状態を確認してから，電源スイッチの下側（○） 

を押します。電源が遮断され，オフになります。 

 

電源をオフする場合は，必ず出力オン／オフLEDが消灯していることを確認してください。 

 

 出力オン／オフ LED が点灯 

表示を確認します。 

す。 

 ！   注  意 
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2.5 校 正 

APS-1102Aの校正が必要な場合は，当社又は当社代理店へご連絡ください。 
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3. パネル面と基本操作の説明 
 

  

3.1 パネル各部の名称と動作 .................................................................................. 3-2 

3.1.1 操作パネル部 .............................................................................................. 3-2 

3.1.2 フロントパネル .......................................................................................... 3-3 

3.1.3 リアパネル ................................................................................................. 3-4 

3.2 電源投入時の表示及び初期設定 ....................................................................... 3-5 

3.3 入出力端子 ...................................................................................................... 3-8 

3.3.1 出力端子（フロント及びリア） .................................................................. 3-8 

3.3.2 RS232 コネクタ ........................................................................................ 3-11 

3.3.3 USB コネクタ .......................................................................................... 3-12 

3.3.4 外部制御入出力 ........................................................................................ 3-13 

3.3.5 外部信号入力／外部同期信号入力端子 ...................................................... 3-15 

3.4 基本操作例 .................................................................................................... 3-16 

3.4.1 電源オン／オフ ........................................................................................ 3-17 

3.4.2 出力モードを設定する .............................................................................. 3-19 

3.4.3 出力電圧レンジを設定する ....................................................................... 3-21 

3.4.4 波形の設定 ............................................................................................... 3-23 

3.4.5 出力電圧を設定する ................................................................................. 3-24 

3.4.6 出力周波数を設定する .............................................................................. 3-26 

3.4.7 リミッタ機能を使う ................................................................................. 3-28 

3.4.8 出力のオン／オフ ..................................................................................... 3-32 

3.4.9 計測機能を使う ........................................................................................ 3-33 

3.5 出力特性 ........................................................................................................ 3-36 
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3.1 パネル各部の名称と動作 

3.1.1 操作パネル部  

図の各名称の後の数字は，詳細説明をしている項番号です。 

 

 
  

ショートカットキー  5.2.6 

DIGIT キー  5.2 

UP/DOWN キー  5.2 

LCD  5.1 

MODIFY ダイヤル  5.2 

出力オン/オフ LED 

 3.4.8 

ENTER キー  5.2 

OUTPUT キー 

 3.4.8 

CANCEL キー  5.2 

 

 

図 3-1. APS-1102A操作パネル 
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3.1.2 フロントパネル 

図の各名称の後の数字は，詳細説明をしている項番号です。 

 

 電源スイッチ  3.4.1 

 

出力アウトレット(ユニバーサルタイプ)  3.3.1 

 

吸気口  8.2 

 

 

図 3-2. APS-1102A フロントパネル  
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3.1.3 リアパネル 

 

 外部信号入力／外部同期信号入力コネクタ  3.3.5 

外部制御入出力コネクタ  3.3.4 

出力端子  3.3.1 

LINE INPUT  2.3 

 USB コネクタ  3.3.3 

 

排気口 

RS232 コネクタ  3.3.2 

 

 

 

図 3-3. APS-1102A リアパネル 
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3.2 電源投入時の表示及び初期設定 

 

 電源投入時の表示 

電源スイッチをオンにすると，自動的に故障診断を行い，正常なら動作状態になります。 

パネル面の設定値は，前回電源オフしたときと同じ設定値となっています。購入して初めてオ

ンにした場合は，内部に用意されたデフォルトの設定状態になっています。 

メモリに保存した設定値を読み出す場合の操作方法 「4.8 メモリ機能を使う」参照。”  

 

エラーメッセージが表示されたときは，何らかの異常が発生しています。エラーメッセージを確

認したら，ただちに電源をオフにしてください。 

エラーメッセージの意味とその対処方法 「7.2.1 電源投入時のエラー」参照。 

 

 初期設定 

表 3-1～表 3-3に APS-1102Aの初期設定を示します。リセット操作を行うと，表 3-1～表 3-3

の“○”の付いた項目は，初期設定の値に設定されます。 

 

表 3-1. 設定メモリ (1/3) 

 

機 能 設定項目 Initial Setting リセット 

出力モード選択 出力モード  AC-INT ○ 

出力電圧レンジ選択 出力電圧レンジ  100 V ○ 

外部同期信号源選択 外部同期信号源  LINE × 

交流モード出力 

(AC-INT,  
AC-ADD,  
AC-SYNC) 

 交流電源  

100 V レンジ  
SIN/SQU 0.0 Vrms 

○ 

ARB1～ARB16 0.0 Vp-p 

200 V レンジ 
SIN/SQU 0.0 Vrms 

ARB1～ARB16 0.0 Vp-p 

交流電圧周波数 50.0 Hz 

出力オン時位相 0.0 

交流電圧波形 正弦波 (SIN) 

直流モード出力 

(AC+C-INT,  
AC+DC-ADD,  
AC+DC-SYNC) 

直流電圧  
100 V レンジ  0.0 V 

○ 

200 V レンジ  0.0 V 

交流電圧 

100 V レンジ  
SIN/SQU 0.0 Vrms 

ARB1～ARB16 0.0 Vp-p 

200 V レンジ 
SIN/SQU 0.0 Vrms 

ARB1～ARB16 0.0 Vp-p 

交流電圧周波数 50.0 Hz 

出力オン時位相 0.0 

交流電圧波形 正弦波 (SIN) 
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表 3-2. 設定メモリ (2/3) 

 

機 能 設定項目 初期設定 リセット 

電流リミッタ 

電流ピーク値 

リミッタ（正） 

100 V レンジ +42.0 A 

○ 

200 V レンジ +21.0 A 

電流ピーク値 

リミッタ（負） 

100 V レンジ -42.0 A 

200 V レンジ -21.0 A 

電流実効値 

リミッタ 

100 V レンジ 10.5 A 

200 V レンジ 5.3 A 

設定範囲制限 

正電圧設定制限 
100 V レンジ +220.0 V 

○ 

200 V レンジ +440.0 V 

負電圧設定制限 
100 V レンジ -220.0 V 

200 V レンジ -440.0 V 

周波数上限設定制限 550.0 Hz 

周波数下限設定制限 1.0 Hz 

外部入力ゲイン設定 外部入力ゲイン 
100 V レンジ 100 

× 
200 V レンジ 200 

計測表示選択 計測表示 RMS × 

シーケンス出力 

ステップ時間 0.1000 s 

× 

ステップ動作種別 一定(CONST) 

ステップ終了位相有効／無効 無効(DISABLE) 

ステップ終了位相 0.0 ° 

ステップ終端 終了(STOP) 

ジャンプステップ 0 

ジャンプ回数 1 

ブランチステップ 0 

DCオフセット調整 

交流モード 
100 V レンジ 0.0 mV 

○ 
200 V レンジ 0.0 mV 

直流モード 
100 V レンジ 0.0 mV 

200 V レンジ 0.0 mV 

システム設定 

キーロック OFF × 

ビープ ON × 

LCD コントラスト 55 
× 

LCD表示色 白基調(WHITE) 

時間単位 s × 

電源投入時出力オン／オフ OFF × 

外部制御入力有効／無効 無効(DISABLE） × 
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表 3-3. 設定モモリ(3/3) 

 

機 能 設定項目 初期設定 リセット 

リモート 

インタフェース USB × 

RS232 

ボーレート 9600 bps 

× 

ターミネータ “CR” ”LF” 

パリティ 無し 

ストップビット 1 bit 

データビット 8 bit 

フロー制御 無し 
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3.3 入出力端子  

3.3.1 出力端子（フロント及びリア） 

 出力アウトレットへの接続（フロント） 

フロントパネルには，各国の電源プラグに対応したユニバーサルタイプの出力アウトレットを

装備しています。出力は電源入力及び筐体（アース）から絶縁されています。このアウトレット

は交流のみでの使用とし，直流又は交流+直流では，リアの出力端子を使用してください。 

また，極性は日本向けの極性となっています。出力オン時位相など，極性が影響する場合は

リアの出力端子を使用してください。 

 
出力アウトレット(ユニバーサルタイプ) 

 

図 3-4. 出力アウトレット(フロント) 
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 出力端子への接続（リア） 

出力は電源入力及び筐体（アース）から絶縁されています。出力端子への接続には，出力電

流に対応した容量のケーブルに，スリーブ付き丸形圧着端子を付けて使用してください。 

直流出力は Loを基準に+極性設定時は Hiがプラス，-極性設定時は Hiがマイナス電位とな

ります。 

 

 

出力ターミナル 

 

図 3-5.  出力端子（リア） 

 

 

 

出力時は，絶対に出力端子部に触れないようにしてください。 

安全のため，必ず附属の端子カバーを装着して使用してください。 

 

 

 

 ！   

 

警  告 
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 出力端子部へのケーブル接続方法は次のとおりです。 

出力は電源入力及び筐体との間で絶縁されています。 

 

1. 出力端子部に付いているねじを取り外します。 

2. ケーブルに装着した丸型圧着端子に，取り外したねじを差し込みます。 

3. ケーブルがねじから抜けないように抑えながら，OUTPUT端子に差し込みます。 

4. 端子が固定されるまで，しっかりねじを締め込みます。適正な締め付けトルクは

1.2 Nmです。 

5. Hi，Lo 及びアース端子にケーブルを接続したら，附属の端子カバーを取り付けま

す。 

 

 

   

締め付け方向:時計方向に回します。 

ゆるめる方向:反時計方向に回します。 
 

図 3-6. 出力端子への接続 

 

 

 

安全のため，必ず電源をオフにしてからケーブルを接続してください。 

 

 

APS-1102Aを直流電源として使用する場合，コンデンサやインダクタなど，負荷によっては保護用

ダイオードを接続していただく必要があります。 

保護用ダイオードの接続については 「4.1.1直流出力時の出力端子から負荷までの接続」参

照。 

 

 

 ！   

 

警  告 

 

 ！   注  意 
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3.3.2 RS232 コネクタ 

APS-1102Aは外部コンピュータからの制御を行うために，RS232インタフェースを備えています。  

「6. リモート制御」参照。 

 

RS232 コネクタ 

 

 

図 3-7.  RS232 コネクタ 

 

---- コメント ----------------------------------------------------------------- 

 バイナリ転送には対応していません。 

 任意波のデータ転送は，USB インタフェース経由で行なってください。 

 クロスケーブルを使用してください。 

---------------------------------------------------------------------------- 

 

RS232 インタフェースの仕様を表 3-4. RS232 インタフェース仕様に示します。 

 

表 3-4. RS232 インタフェース仕様 

項目 説明・選択値 

端子 D-sub 9-pin（オス， UNC # 4-40 ねじ） 

ボーレート 9600 bps/ 19200 bps 

ターミネータ ”CF””LF”/”CR”/”LF” 

パリティ 無し / 奇数 / 偶数 

ストップビット 1 / 2 

データビット 7 / 8 

フロー制御 無し / ハード / ソフト 
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3.3.3 USB コネクタ  

市販の USBケーブルを使用して，リア部の USB コネクタと PCを接続します。USB経由での外

部 PCからの制御について  「6. リモート制御」参照 

 

USB コネクタ 

 

 

図 3-8. USB コネクタ  

 

----コメント ------------------------------------------------------------------------  

 USB ケーブルは，市販のタイプ A（オス）-タイプ B（オス）ケーブルを使用してください。 

 USB ハブを使用した場合，通信不具合が出る場合があります。充分シールドされた短い

ケーブルのご使用を推奨します。 

---------------------------------------------------------------------------------

- 

 

USB インタフェースの仕様を表 3-5. USB インタフェース仕様に示します   

 

表 3-5. USB インタフェース仕様 

項目 説明 

インタフェース USB1.1，USBTMC 

ID 機器毎に割振済 

ターミネータ “LF” 
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3.3.4 外部制御入出力  

APS-1102A は，外部からのディジタル信号入力による制御，及びディジタル信号で状態を出力

するための外部制御入出力（各 8ビット）を備えています。コネクタは，D-sub 25-pinです。 

 

 

外部制御入出力
コネクタ 

 

 

図 3-9. 外部制御入出力コネクタ 

 

各端子の信号を「表 3-6. 外部制御入出力コネクタ端子一覧」に示します。 
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表 3-6. 外部制御入出力コネクタ端子一覧 

ピン番号 入出力 機  能 備  考 

1 出力 電源オン／オフ状態 
0：オフ 

1：オン 

2 出力 出力オン／オフ状態 
0：オフ 

1：オン 

3 出力 リミッタ動作 注 
0：動作なし 

1：動作中 

4 出力 ソフトウェアビジー 
0：定常 

1：ビジー 

5 出力 シーケンス同期出力 0  

6 出力 シーケンス同期出力 1  

7 出力 未定義  

8 出力 未定義  

9 GND -  

10 入力 未定義  

11 入力 出力オフ 立ち下がり検出 

12 入力 出力オン 立ち下がり検出 

13 入力 シーケンス開始 立ち下がり検出 

14 入力 シーケンス停止 立ち下がり検出 

15 入力 シーケンスホールド 立ち下がり検出 

16 入力 シーケンスブランチトリガ 0 立ち下がり検出 

17 入力 シーケンスブランチトリガ 1 立ち下がり検出 

18 GND -  

19 出力 +5 V 50 mA以下 

20 出力 予約  

21 出力 予約  

22 出力 予約  

23 出力 予約  

24 出力 予約  

25 出力 予約  

注：電流ピーク値リミッタ（正），電流ピーク値リミッタ（負），電流実効値リミッタ又は出力電力リ

ミッタのいずれかが動作した場合は，リミッタ動作中と認識されます。 

 

外部制御入出力は，制御を有効にした場合に使用できます。 

「5.6.7 外部制御入力の有効／無効設定」参照。 
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3.3.5 外部信号入力／外部同期信号入力端子 

信号源として外部からの信号入力を使用する場合及び外部同期をとる場合，リアパネルの外部

信号入力／外部同期信号入力端子(EXT SIG IN／EXT SYNC IN)に接続します。 

接続には，BNC同軸ケーブルを使用してください。 

外部信号入力／外部同期信号入力端子の仕様を以下に示します 

 

 共通仕様 

入力端子：  BNC コネクタ（外部信号入力／外部同期信号入力を兼用） 

入力インピーダンス： 10 kΩ 

非破壊最大入力電圧： 10 V 

 

 外部信号入力 

周波数範囲：  DC～550 Hz（正弦波） 

DC～100 Hz（正弦波以外） 

利得設定範囲：  100 V レンジ：0.0倍～220.0倍（初期値 100.0） 

200 Vレンジ：0.0倍～440.0倍（初期値 200.0） 

利得設定分解能：  0.1倍 

利得確度：  5%（DC又は 45 Hz～65 Hz，利得は初期値，定格出力電 

     圧時， 無負荷） 

入出力間位相：  同相 

入力電圧範囲：  -2.2 V～+2.2 V 

 

 外部同期 

同期周波数範囲 ： 40 Hz～500 Hz ※ライン同期選択時は外部同期信号不要 

入力電圧しきい値 ： TTL 

最小パルス幅 ： 3 ms 

 

外部信号入力／ 

外部同期信号入力端子 

 

図 3-10. EXT SIG IN/EXT SYNC IN 端子 
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3.4 基本操作例 

ここでは，基本的な操作について以下の順で説明します。 

 

■電源オン    3.4.1 電源オン／オフ  

↓ 

■出力モードを設定する  3.4.2 出力モードを設定する  

↓ 

■出力電圧レンジを設定する  3.4.3 出力電圧レンジを設定する  

↓ 

■波形を設定する   3.4.4 波形の設定  

↓ 

■出力電圧を設定する   3.4.5 出力電圧を設定する 

↓ 

■出力周波数を設定する  3.4.6 出力周波数を設定する 

↓ 

■電流リミッタ及び設定範囲制限を使う 3.4.7 リミッタ機能を使う  

↓ 

■出力オン    3.4.8 出力のオン／オフ 

↓ 

■計測値を確認する   3.4.9 計測機能を使う  

↓ 

■出力オフ    3.4.8 出力のオン／オフ 

↓ 

■電源オフ    3.4.1 電源オン／オフ 
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3.4.1 電源オン／オフ  

電源スイッチの「|」を押すと電源が入り，「○」を押すと電源が切れます。 

 

電源スイッチ 

 

図 3-11. 電源スイッチ  

  

a) 電源オン 

電源スイッチの「|」を押します   

 

 

 起動画面が表示されます 
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基本操作画面を表示します。.   

 

 

 

 

 

図 3-12. 基本操作画面例（AC-INT モード時） 

 

電源オン直後の基本操作画面では，前回電源オフしたときと同じ設定値となっています。購入し

て初めてオンにした場合は，初期設定（工場出荷時設定）になっています。 

⇒ 初期設定について 「3.2 電源投入時の表示及び初期設定」参照。 

⇒ メモリに保存した設定値を読み出す場合の操作方法 「4.8 メモリ機能を使う」参照。 

⇒ ワーニング，エラーが表示された場合の対処方法 「7.トラブルシューティング」参照。 

 

 

b)電源オフ 

出力オフの状態を確認してから，電源スイッチの下側「○」を押します。 

 

 

 

 

 

OUTPUT

 

 

OUTPUT

 

出力オン 出力オフ 
 

 

⇒ 電源が遮断され，オフになります。 

 

電源を切る場合は，必ず出力オン／オフ LEDが消灯していることを確認してください。 

 

電源を切る前に，必ずAPS-1102Aのリモート制御を終了させて下さい。リモート制御を行なって

いる際に電源オフすると，内部メモリ状態に不整合が発生する可能性があります。 

出力モード 3.4.2 

出力電圧レンジ 3.4.3 

出力電圧 3.4.5 

出力周波数 3.4.6 

波形 3.4.4 

 

リミッタ機能 3.4.7 

計測表示選択 3.4.9 

 

 ！   注  意 

 ！   注  意 
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3.4.2 出力モードを設定する 

APS-1102Aには，表 3-7に示す8つの出力モードがあります。出力オン時にモードの切り換えを

行うことはできません。出力オフの状態で設定してください。 

 

表 3-7. 出力モード一覧 

動作モード 信号源モード 出力モード 参照先 

AC 

（交流） 

INT 

（内部） 
AC-INT 「3.4.2 出力モードを設定する」 

EXT 

（外部） 
AC-EXT 「4.9 外部信号を増幅する」 

ADD 

（内部+外部） 
AC-ADD 「4.10 外部信号と内部信号を加算する」 

SYNC 

（外部同期） 
AC-SYNC 「4.7 出力を外部信号に同期させる」 

AC+DC 

（直流） 

INT 

（内部） 
AC+DC-INT 「4.1 直流電源として使う」 

EXT 

（外部） 
AC+DC-EXT 「4.9 外部信号を増幅する」 

ADD 

（内部+外部） 
AC+DC-ADD 「4.10 外部信号と内部信号を加算する」 

SYNC 

（外部同期） 
AC+DC-SYNC 「4.7 出力を外部信号に同期させる」 

 

ここでは，AC-INTモードを例に説明します。 
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 操作手順 

出力モードは，SET メニューの  で選択します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

3. ，  キーを押して，設定するモードまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，選択しているモードに設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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3.4.3 出力電圧レンジを設定する  

100 V又は 200 Vから選択します。出力オン時に出力電圧レンジを切り換えることはできません。

出力電圧レンジにより各設定範囲が異なります。 

 

表 3-8. 出力電圧レンジ別設定範囲の一覧 

設定項目 
設定範囲 

100 V レンジ 200 V レンジ 単位 

直流電圧   -220.0 ～ +220.0 -440.0 ～ +440.0 V 

交流電圧 波形 
SIN／SQU 0.0  ～ 155.0 0.0 ～ 310.0 Vrms 

ARB1～16 0.0  ～ 440.0 0.0 ～ 880.0 Vp-p 

電流ピーク値リミッタ（正） +10.0 ～ +42.0 +5.0 ～ +21.0 A 

電流ピーク値リミッタ（負） -42.0 ～ -10.0 -21.0 ～ -5.0 A 

電流実効値リミッタ 1.0 ～ 10.5 1.0 ～ 5.3 A 

正電圧設定制限 +0.1 ～ +220.0 +0.1 ～ +440.0 V 

負電圧設定制限 -220.0 ～ -0.1 -440.0 ～ -0.1 V 

外部入力ゲイン 0.0 ～ 220.0 0.0 ～ 440.0 倍 

 

 操作手順 

出力電圧レンジは，SET メニューの   で選択します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

ENTERCANCEL

 

カーソル 
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2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，選択する出力電圧レンジにカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，ステータスウインドウに が点灯します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

ステータスウインドウ 

 

 

⇒ が消灯し，選択した出力電圧レンジに表示が変わります。 
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3.4.4 波形の設定  

APS-1102A は，出力する波形を正弦波，方形波，任意波（16 種類）の中から選択可能です。任

意波は，USB インタフェースによるデータ転送で作成します。 

任意波形の詳細について 「4.6 任意波形を出力する」参照。 

表 3-9に示す波形が選択可能です。 

 

表 3-9. 交流電圧波形，交流電流波形一覧 

操作パネル内の表記 種 類 

SIN 正弦波 

SQU 方形波 

ARB1～ARB16 任意波（16種類） 

 

 

 操作手順 

波形は，SET メニューの  で選択します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 
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3. ，  キーを押して，出力する波形までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，選択している波形に設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

3.4.5 出力電圧を設定する 

AC-INTモードの場合，以下に示す出力電圧の設定が可能です。 

 

表 3-10. 出力電圧設定 

出力モード 設定項目 設定範囲 分解能 

AC-INT 

（交流モード） 
交流電圧 

100 V レンジ 
SIN／SQU 0.0～155.0 Vrms 0.1 Vrms 

ARB1～16 0.0～440.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

200 V レンジ 
SIN／SQU 0.0～310.0 Vrms 0.1 Vrms 

ARB1～16 0.0～880.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

 

 

出力電圧の設定範囲制限を使用する場合は 「3.4.7 リミッタ機能を使う」参照。 

その他の出力モード時の出力電圧の設定範囲については 「5.3.3 出力電圧の設定」参照。 
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 操作手順 

出力電圧は，SET メニューの  で数値を設定します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数

値を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

 

 

増 減 

 

4. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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3.4.6 出力周波数を設定する  

交流電圧の周波数は，下記の範囲で設定が可能です。 

 

表 3-11. 出力周波数設定 

設定範囲 分解能 設定確度 

1.0 Hz～550.0 Hz 0.1 Hz 0.01% （1.0 Hz～550.0 Hz，235 ℃） 

 

出力周波数の設定範囲制限を使用する場合は 「3.4.7  リミッタ機能を使う」参照。 

 

AC-INTモードで40 Hz以下の周波数を設定した場合，出力電圧波形がひずんだり，直流オフ

セット電圧が出力される場合があります。 

 

 操作手順 

出力周波数は，SET メニューの  で数値を設定します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

 ！   注  意 
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3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数値

を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

 

 

増 減 

 

4. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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3.4.7 リミッタ機能を使う 

a) 電流リミッタを使う 

APS-1102Aは，電流ピーク値リミッタ機能及び電流実効値リミッタ機能を備えています。 

リミッタ設定値は，100 V／200 V レンジで別々に保持します。 

出力電圧及び出力周波数については設定範囲の制限が可能です。 

「5.3.7 電流ピーク値リミッタの設定」参照。 

「5.3.8 電流実効値リミッタの設定」参照。 

 

表 3-12. 電流リミッタ設定範囲 

設定項目 設定範囲 分解能 初期値 

電流ピーク値 

リミッタ（正） 

100 V レンジ +0.0 A～+42.0 A 0.1 A +42.0 A 

200 V レンジ +5.0 A～+21.0 A 0.1 A +21.0 A 

電流ピーク値 

リミッタ（負） 

100 V レンジ -42.0 A～-10.0 A 0.1 A -42.0 A 

200 V レンジ -21.0 A～  -5.0 A 0.1 A -21.0 A 

電流実効値 

リミッタ 

100 V レンジ 1.0 A～  10.5 A 0.1 A 10.5 A 

200 V レンジ 1.0 A～    5.3 A 0.1 A 5.3 A 

 

電流ピーク値リミッタは，容量性，誘導性負荷の場合，設定電流値からのオーバシュート，アンダ

シュートの発生や，リミッタ動作中ギザギザした出力電流波形になるなど設定値どおりのピーク

電流値にならない場合があります。 

また，誘導性負荷の場合は，リミッタが動作したことにより電流が変化し，その結果，出力過電圧

となる場合があります。 

 

電流ピーク値リミッタは，負荷によってはオーバシュートになるなど，設定値どおりのピーク電流

値にならない場合がありますので，注意してください。 

また，誘導性負荷の場合は，リミッタが動作したことにより出力過電圧となり，過電圧保護が働く

場合があります。その場合は，電流ピーク値リミッタ設定値を正負共に小さくしてください。 

 

 

出力短絡など，急激に出力電流が流れた場合や，周波数が高い場合などは，リミッタの応答が

間に合わず，出力過電流保護が働く場合があります。 

 

 ！   注  意 

 ！   注  意 
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 操作手順 

設定項目に応じて SET メニューから以下のアイコンを選択し，数値を設定します。 

・電流ピーク値リミッタ（正）：    

・電流ピーク値リミッタ（負）：    

・電流実効値リミッタ ：    

 

1. ，  キーを押して，  又は  又は  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して，

数値を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

 

 

増 減 

 

4. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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b) 設定範囲制限を使う 

APS-1102A は，信号源モードが内部信号源モード(AC-INT，AC+DC-INT)及び内部 外部

信号源モード(AC-ADD，AC+DC-ADD)の場合，出力電圧及び出力周波数の設定範囲制限

機能を備えています。また，外部同期モード(AC-SYNC，AC+DC-SYNC)の場合，出力電圧

の設定範囲制限機能を備えています。 

詳細について 「5.5.5 設定範囲制限 (LIMIT)」参照。 

 

表 3-13. 電圧／周波数設定範囲制限 

設定項目 設定範囲 分解能 初期値 

正電圧設定制限 
100 V レンジ +0.1 V～+220.0 V 0.1 V +220.0 V 

200 V レンジ +0.1 V～+440.0 V 0.1 V +440.0 V 

負電圧設定制限 
100 V レンジ -220.0 V～-0.1 V 0.1 V -220.0 V 

200 V レンジ -440.0 V～-0.1 V 0.1 V -440.0 V 

周波数上限設定制限 1.0 Hz～550.0 Hz 0.1 Hz 550.0 Hz 

周波数下限設定制限 1.0 Hz～550.0 Hz 0.1 Hz 1.0 Hz 

 

 操作手順 

設定範囲制限は，MISC メニュー  の LIMIT画面で設定します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 
カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

  ，  キーを押して，「LIMIT」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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3. 
ENTER

 キーを押して，LIMIT画面を表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. ，  キーを押して，設定する項目までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

5. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

6. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数値

を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

 

 

増 減 

 

7.  すべての桁を設定したら，
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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3.4.8 出力のオン／オフ  

APS-1102は，
OUTPUT

 キーを押すだけで出力のオン／オフが制御可能です。 

 

出力オンにすると出力オン／オフ LEDが点灯し，出力オフにすると消灯します。 

 

 

 

 

OUTPUT

 
OUTPUT

 

出力オフ 出力オン 
 

 

 

安全のため，必ず電源をオフにしてから出力を接続してください。 

 

電源をオフする場合は，必ず出力オン／オフ LEDが消灯していることを確認してください。 

 

操作パネルの MISC メニューからも出力オン／オフの制御が可能です。 

「5.5.8 出力オン／オフ」参照。 

 ！   注  意 

出力オン／オフ LED 点灯 

 ！   

 

警  告 
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3.4.9 計測機能を使う 

APS-1102Aは，以下の計測機能を備えています。 

・電圧（実効値，直流平均値，ピーク値） 

・電流（実効値，直流平均値，ピーク値，ピーク値ホールド） 

・電力（有効，無効，皮相) 

・同期周波数（外部同期のみ） 

・負荷力率 

・負荷クレストファクタ 

・高調波電流（基本波 50 Hz／60 Hz，40次まで） 

 

計測値は，計測値ウインドウの MEASURE 画面に表示され，出力状態をモニタすることが可能

です。 

 

a) 計測値ウインドウ 

 

 

図 3-13. 計測値ウインドウ（AC-INT モード時）の表示例 

 

計測オーバレンジが発生した場合は，数値部分に“”が表示されます。 

 

b) 計測表示選択 

表示する電流及び電圧計測値を，実効値(RMS)，直流平均値(AVG)，ピーク値(PEAK)，高

調波電流から選択可能です。 

⇒ 高調波電流の測定について 「4.3 高調波電流を測定する」参照。 
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 操作手順 

計測表示選択は，MISC メニュー  の「MEASURE」で選択します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 
カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

，  キーを押して，「MEASURE」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 セレクトボックス 
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4. ，  キーを押して，選択する計測表示までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

HC1～HC4は高調波電流測定用です。 

「4.3 高調波電流を測定する」参照。 

 

5. 
ENTER

 キーを押すと，選択している計測表示に設定されます。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

選択した計測表示になります 

 

 

6. TOP MENUキー又は CANCELキーを押すと，SET メニュー画面に戻ります。 
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3.5 出力特性  

以下に APS-1102Aの出力電圧 対 出力電流特性図（抵抗負荷，45 Hz～65 Hz又は DC，参考

図）を示します。 

交流の場合は図 3-14及び図 3-15，直流の場合は図 3-16及び図 3-17 となります。 
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図 3-14. 出力電圧（AC） 対 出力電流特性（AC100 V入力，AC-INT） 
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図 3-15. 出力電圧（AC） 対 出力電流特性（AC200 V入力，AC-INT） 
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図 3-16. 出力電圧（DC） 対 出力電流特性（AC100 V入力，AC+DC-INT，AC=0） 
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図 3-17. 出力電圧（DC） 対 出力電流特性（AC200 V入力，AC+DC-INT，AC=0） 
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4. 応用操作例 
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4.1 直流電源として使う  

APS-1102A を直流電圧源として使用する場合は，直流-内部信号モード(AC+DC-INT)を選択し，

表 4-1のように設定します。 

直流分に交流分（正弦波，方形波，任意波）を重畳して出力することができます。 

負荷がコンデンサやインダクタなどの場合，保護ダイオードの接続が必要となる場合がありま

す。 

表 4-1. 直流電源として使用時のパネル設定 

設定項目 設定範囲 分解能 初期値 

直流電圧 
100 V レンジ  -220.0～+220.0 V 0.1 V 0.0 V 

200 V レンジ  -440.0～+440.0 V 0.1 V 0.0 V 

交流電圧 

100 V レンジ 
SIN／SQU 0.0～155.0 Vrms 0.1 Vrms 0.0 Vrms 

ARB1～16 0.0～440.0 Vp-p 0.1 Vp-p 0.0 Vp-p 

200 V レンジ 
SIN／SQU 0.0～310.0 Vrms 0.1 Vrms 0.0 Vrms 

ARB1～16 0.0～880.0 Vp-p 0.1 Vp-p 0.0 Vp-p 

交流電圧周波数  1.0～550.0 Hz 0.1 Hz 50.0 Hz 

出力オン時位相  0.0～359.9 ° 0.1 ° 0.0 ° 

 

交流電圧設定の単位は，交流電圧波形の設定によって異なります。 

 

4.1.1 直流出力時の出力端子から負荷までの接続 

APS-1102A から直流+交流，または直流のみを出力する場合は，リアパネルの出力端子を使

用してください。 

また，負荷が容量性あるいは誘導性負荷の場合，APS-1102A 出力端子と負荷の間に，以下の

仕様を満たす保護用ダイオードを接続してください。 

・最大逆電圧：600 V以上 

・最大順方向電流：15 A以上（100 V レンジ），7.5 A以上（200 V レンジ） 

 

a) コンデンサ（目安 50 F以上），DC-DC コンバータなど容量性負荷の場合 

容量性負荷を充電する場合，電圧変化が大きいほど充電電流が大きくなります。 

負荷によっては，APS-1102A の電流ピーク値リミッタが働いたとしても，出力電流にオーバ

シュートが発生し，過電流保護によって出力がオフになることがあります。 

単位時間あたりの電圧変化が小さくなるよう徐々に設定電圧を上げるか，シーケンスのス

イープ機能をご利用下さい。 
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さらに，出力電圧を下げても負荷から APS-1102A出力端子に電流が流れ込まないように，

阻止ダイオードが必要です。 

図 4-1のように，ダイオードを負荷と直列に接続して下さい。 

なお，ダイオードを接続すると，電力を消費しない負荷の場合には充電したまま電圧が低下

しません。また，オーバシュートした電圧によって高めの電圧になることがあります。負荷の

電圧には充分ご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1. 阻止ダイオードの接続 

 

b) インダクタなど誘導性負荷の場合 

誘導性負荷は，出力オフのときのように電流が急に流れなくなると，逆起電力を発生します。

これを吸収させるために，環流ダイオードが必要になります。 

図 4-2のように，ダイオードを負荷と並列に接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2. 環流ダイオードの接続 

 

 

 

 

APS-1102A 阻止ダイオード 

コンデンサなど 

Lo 

Hi 

APS-1102A 還流ダイオード 

Inductor 

Lo 

Hi 
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4.1.2 出力モード (AC+DC-INT モード)を選択する 

出力モードは，SET メニューの  で選択します。 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

3. ，  キーを押して，「AC+DC-INT」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，AC+DC-INTモードに設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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4.1.3 出力電圧レンジを設定する 

出力電圧レンジは，100 V又は 200 Vから選択してください。 

表 4-2に示すとおり，選択する出力電圧レンジによって，出力電圧の設定可能範囲が異なりま

す。 

 

表 4-2. 出力電圧レンジ別の各項目設定範囲 

設定項目 
設定範囲 

100 V レンジ 200 V レンジ 単位 

直流電圧   -220.0 ～ +220.0 -440.0 ～ +440.0 V 

交流電圧 
SIN／SQU 0.0 ～ 155.0 0.0 ～ 310.0 Vrms 

ARB1～16 0.0 ～ 440.0 0.0 ～ 880.0 Vp-p 

電流ピーク値リミッタ（正） +10.0 ～ +42.0 +5.0 ～ +21.0 A 

電流ピーク値リミッタ（負） -42.0 ～ -10.0 -21.0 ～ -5.0 A 

電流実効値リミッタ 1.0 ～ 10.5 1.0 ～ 5.3 A 

正電圧設定制限 +0.1 ～ +220.0 +0.1 ～ +440.0 V 

負電圧設定制限 -220.0 ～ -0.1 -440.0 ～ -0.1 V 

外部入力ゲイン 0.0 ～ 220.0 0.0 ～ 440.0 倍 

出力電圧レンジは，SET メニューの  で選択します。 

出力オン時に出力電圧レンジを切り換えることはできません。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 
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3. ，  キーを押して，100 V又は 200 Vにカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，ステータスウインドウに が点灯します。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

 

 

⇒ が消灯し，選択した出力電圧レンジに表示が変わります。 

. 
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4.1.4 出力電圧を設定する  

設定可能範囲は以下のとおりです。 

 

表 4-3. 直流モード選択時の出力電圧設定範囲 

設定項目 設定範囲 分解能 

直流電圧 
100 V レンジ  -220.0～+220.0 V 0.1 V 

200 V レンジ  -440.0～+440.0 V 0.1 V 

交流電圧 

100 V レンジ 
SIN／SQU 0.0～155.0 Vrms 0.1 Vrms 

ARB1～16 0.0～440.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

200 V レンジ 
SIN／SQU 0.0～310.0 Vrms 0.1 Vrms 

ARB1～16 0.0～880.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

 

直流電圧に交流電圧を重畳して出力するよう設定できます。 

交流電圧設定の単位は，交流電圧波形の設定によって異なります。 

交流電圧波形選択が SIN／SQUの場合，交流電圧設定は Vrms単位で行い，ARB1～ARB16

の場合は Vp-p単位で行います。 

 

出力電圧は，SET メニューの 「直流電圧」又は 「交流電圧」を選択し，数値を設定しま

す。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して， アイコン又は アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 
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3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数値

を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

 

 

増 減 

 

4. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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4.1.5 重畳交流の出力周波数を設定する 

出力周波数は，SET メニューの  で数値を設定します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数

値を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

  

増 減 

 

4. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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4.1.6 重畳交流波形を設定する  

正弦波(SIN)，方形波(SQU)，任意波(ARB)×16種類の中から選択可能です。 

任意波は，USB インタフェースによるデータ転送で作成します。 

任意波形の詳細について 「4.6 任意波形を出力する」参照。 

波形は，SET メニューの  で選択します。 

 

操作手順 

1. ，  キーを押して， アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，出力する波形までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 



 4 応用操作例 

 

APS-1102A 4-11 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，選択した波形に設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

4.1.7 計測機能を使う 

計測値は，計測値ウインドウの MEASURE 画面に表示され，出力状態をモニタすることが可能

です。 

 

a) 計測値ウインドウ 

 

図 4-3. 計測値ウインドウ（直流モード時）の表示例 

 

計測オーバレンジが発生した場合は，数値部分に“が表示されます。 

直流分のみを計測したい場合は AVG を，重畳交流分と合わせて計測したい場合は RMS を

選択してください。 

ピーク電圧，ピーク電流，高調波電流の計測値は参考値です。 
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b) 計測値の算出方法 

演算に用いる出力電圧/電流計測データは，それぞれA/D変換され，定常時は50 kS/s，シー

ケンス実行時は 5 kS/s のレートで取得したサンプルを用います。アナログ計測部（A/D 変換

器に入るまで）の周波数特性は 50 kHzです。 

実効電圧/電流（計測表示モード RMS 選択），直流平均電圧/電流（計測表示モード AVG 選

択），ピーク電圧/電流（計測表示モード PEAK選択）及び有効電力は，100 msにもっとも近

い整数倍周期分の計測データを用いて下式より算出します。 

周期については，周波数設定値（INT/ADD モード）もしくは外部同期信号周波数計測値（

SYNCモード）を使用します。EXTモード及び 10 Hz未満の場合は，100 ms固定としていま

す。 

実効電圧：

  





1

0

21
N

n

rms nV
N

V

  実効電流：

  





1

0

21
N

n

rms nI
N

I

 

直流平均電圧：

 





1

0

arg

1
N

n

nV
N

V

  直流平均電流：

 





1

0

arg

1
N

n

nI
N

I

 

Max電圧：
  nVMAXV peak    Min電圧：

  nVMINV peak   

Max電流：
  nIMAXI peak    Min電流：

  nIMINI peak   

有効電力：

    





1

0

1
N

n

nInV
N

W

  

ただし  nV ，  nI ：サンプル出力電圧/電流計測データ 

N ：サンプル数 

 

 

皮相電力，無効電力，力率，クレストファクタ及びピーク電流ホールドは，先の演算結果を用

いて下式より算出します。 

皮相電力： rmsrms IVVA 
   無効電力：

  22
WVAVar 

 

力率：  VA
WPF 

 

クレストファクタ：  

 
rms

peakpeak

I

IIMAX
CF




,

 

電流ピークホールド： 
  peakpeakph IIMAXholdI ,
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c)計測表示選択 

表示する電流及び電圧計測値を，実効値(RMS)，直流平均値(AVG)，ピーク値(PEAK)から

選択可能です。 

 

計測表示選択は，MISC メニュー  の「MEASURE」で選択します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

，  キーを押して，「MEASURE」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 セレクトボックス 
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4. ，  キーを押して，選択する計測表示までカーソルを移動します。 

 直流分のみ計測したい場合は，「AVG」を選択します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

5. 
ENTER

 キーを押すと，選択した計測表示に設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

高調波電流計測（HC1～HC4）がセレクトボックスに表示されますが，AC+DC モードで

は選択できません。交流内部信号源モード(AC-INT)で周波数設定が 50.0 Hz又は 60.0 

Hzのときのみ選択可能になります。 

 「4.3 高調波電流を測定する 」参照。 

 

6. TOP MENUキー又は CANCELキーを押すと，SET メニュー画面に戻ります。 
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4.2 突入電流を測定する 

4.2.1 突入電流  

電源入力にコンデンサインプット型整流回路を使用している電気製品などは，電源スイッチを入

れた直後，定格状態に比べてかなり大きな電流が，短時間流れます。この電流を，突入電流と

呼びます。 

この電流を十分に供給できない電源の場合，製品によっては必要な電力が得られず，起動しな

いときもあります。 

また，このような大きな電流が流れると，電源ラインのインピーダンスで電圧降下を生じ，供給電

圧が低下するおそれがあるため，この影響を一定レベル以下に制限する規格もあります。 

この試験は，十分な供給能力のある電源で行う必要があります。 

 

 

※突入電流の例 

電気ドリル 

（定格 AC 100 V／350 W） 

上：電圧（100 V／div） 

下：突入電流(10 A／div) 

 

小型の電気ドリルでも，電源投入直後には 14 Apk の突入電流が流れます。定格電流は 3.5 A 

なので，定格電流に対して約 4 倍のピーク電流が流れていることになります。 

 

 

APS-1102A では，このような使用形態に対応して，最大電流の 4 倍のピーク電流供給能力を

持っています（CF = 4以内のコンデンサインプット回路に対して）。突入電流を供給するために，

過大な容量の電源を用意する必要がありません。 

出力オン時の交流電圧位相を，0.0°から 359.9°まで 0.1°単位で設定できるので，負荷に流れる

突入電流の様子を，条件を変えて観測できます。また，計測機能の「電流ピーク値ホールド」に

より，そのとき流れた電流の最大ピーク値を測定できます。ピーク電流計測値は参考値です。 

 

突入電流を測定する場合，電流ピーク値リミッタ設定値を最大設定にしてください。リミッタ設定

値を下げた場合は，正しい突入電流測定にならない場合があります。 



     APS-1102A ユーザマニュアル 

APS-1102A 4-16 

 

4.2.2 出力オン時位相を設定する 

出力オン時位相は，SET メニューの  「出力オン時位相」で数値を設定します。 

出力オン時位相の変更は，出力オフの状態で行ってください。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して

数値を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

  

増 減 

 

4. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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4.2.3 計測表示をピーク値に設定する 

表示する電流計測値を，ピーク値(PEAK)に設定します。 

 

計測表示選択は，MISC メニュー  の「MEASURE」で選択します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

⇒ MISC メニューが表示されます。 

 

2. ，  キーを押して「MEASURE」までカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒ セレクトボックスが表示されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して「PEAK」へカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒ 計測表示がピーク値(PEAK)に設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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4. TOP MENUキー又は CANCELキーを押すと，SET メニュー画面に戻ります。 

⇒ 計測値ウインドウは計測表示がピーク値に設定されます。 

 

 

 

 

ピーク値 

ピーク値ホールド計測値 

 

 

 

4.2.4 電流ピークホールド値をリセットする  

APS-1102Aは，電流ピーク値ホールド計測値のリセット機能を備えています。 

リセット操作により，電流ピーク値ホールド計測値が 0 Apkになり，その後再びリセットされるまで

最大ピーク電流を更新していきます。 

なお，電源オン時，電流ピーク値はリセットされます。 

 

電流ピーク値ホールド計測値のリセットは，MISC メニュー  の「MEASURE」で選択します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

⇒MISC メニューが表示されます。 
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2. ，  キーを押して「RESET Ipkh…」までカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒エグゼボックスが表示されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

エグゼボックス 

 

3. 「EXEC」が表示されている状態で，
ENTER

 キーを押します。 

⇒ 電流ピーク値ホールド計測値がリセットされます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. TOP MENUキー又は CANCELキーを押すと，SET メニュー画面に戻ります。 

⇒ 計測値ウインドウで電流ピーク値ホールド計測値の表示が 0 Apkになります。 
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4.3 高調波電流を測定する  

家庭用・産業用機器には，スイッチング電源が多く使用されています。その電源入力部に使われ

るコンデンサインプット型整流回路は，入力電流が大きくひずみ，多量の高調波を含んだものに

なる欠点があります。この電流が大量に電源ラインに流れた場合，電圧にひずみを生じて他の

機器を誤動作させたり，変圧器が過熱して事故につながるなどの問題が生じます。 

APS-1102A は，この高調波を測定する機能を備えています。なお，本計測は IEC 規格等に適

合しておりません。 

 

測定は，AC-INTモード，基本波（パネルの周波数設定）が 50 Hz又は 60 Hzのときのみ可能で

す。40次（50 Hzの場合は 2 kHz）までの高調波電流を，実効値及び基本波に対するパーセント

で表示します。高調波電流計測値は参考値です。 

高調波電流計測を選択した場合は，実効値／直流平均値／ピーク値の計測を行いません。また，

実効値／直流平均値／ピーク値のいずれかを設定した場合は，高調波電流計測を行いませ

ん。 

 

a) 高調波計測ウインドウに切換える 

高調波計測ウインドウは，MISC メニュー  の「MEASURE」で選択します。 

 

操作手順 

1. ，  キーを押して  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

⇒ MISC メニューが表示されます。 

 

2. ，  キーを押して「MEASURE」までカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒ セレクトボックスが表示されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 
セレクトボックス 
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3. ，  キーを押して表示する次数へカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

⇒計測表示で HC1～HC4を選択した場合，以下の次数の計測値を表示します。 

 計測設定によって表示される次数 XXthは変化し，全部で 10行の計測データが表示され 

ます。 

HC1：  1次～10次 

HC2：11次～20次 

HC3：21次～30次 

HC4：31次～40次 

 

 

図 4-4. 高調波計測ウインドウの表示例 

 

4. ，  キーを押すことにより HC1／HC2／HC3／HC4画面の切り換えを行います。 

5.  キーを押すと高調波計測を終了し，TOP MENU（通常表示）に戻ります。 
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4.4 シーケンス機能を使う  

4.4.1 シーケンス動作の仕様  

APS-1102Aは，シーケンス機能を使用することにより，出力のパターンを自在にプログラムする

ことが可能です。 

例えば，電装品等の電圧変動試験に用いる一連の電圧変化パターンをあらかじめプログラムし

ておけば，手順通りに順序立てて出力が移り変わりますので，一回の操作でテストを終えること

ができます。 

 

シーケンス動作には，APS-1102Aに内蔵の直流(DC)，正弦波，方形波と，USB インタフェース

を介して取り込んだ任意波（16種）を利用することができます。設定は，最大 255ステップ（1ス

テップ最小 0.1 ms）で，各ステップごとに波形，レベル，持続時間や一定／保持又はスイープの

選択ができます。さらに，1～999回（又は無限回）の繰り返しを指定できます。また，シーケンス

動作中に指定されたステップへ移るブランチ（分岐）動作や，シーケンス開始，停止，ホールド動

作などの機能も装備しています。 

シーケンスメモリへの保存は自動的に行われます。 

シーケンス機能は，AC-INT又は AC+DC-INTモードにて利用可能です。 

 

シーケンス数 ：動作モード(AC／AC+DC)かつ出力電圧レンジ(100 V／200 V)で別々に保

持します。 

ステップ数 ：1～255（1シーケンス内） 

ステップ時間 ：0.1 ms～999.9999 s（分解能 0.1 ms又は 0.0001 s） 

ステップ内動作 ：一定，保持又はリニアスイープ 

パラメタ ：直流電圧注，交流電圧注，周波数，波形，位相（開始，終了），ステップ同

期出力 2ビット 

ジャンプ回数 ：1～999又は無限回  

シーケンス制御 ：開始 ：シーケンスを開始します。 

 停止 ：シーケンスを停止します。 

 ホールド ：その時点での設定を維持します。シーケンス開始

により再開します。 

 ブランチ ：指定のステップに分岐します。 

 

注：交流電圧及び直流電圧の設定範囲は，シーケンスデータ編集時の出力電圧レンジ設定によ

り決まります。 

シーケンスコントロールは出力オフ状態では実行できません。 
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a. シーケンス 

シーケンスは，最小単位をステップとし，2つ以上のステップの組合せにより実現します。 

 

b. ステップ 

各ステップには，ステップ実行パラメタとステップ遷移パラメタが記述されています。シーケ

ンスを実行していない状態，つまり定常出力においてもステップと同様のパラメタを保持して

います。以降これを定常出力ステップとします。また，以降の説明では，ステップパラメタを

【 】で囲って示します。 

 

ステップ実行パラメタは，各ステップにおける出力及びその挙動を指定します。 

 

表 4-4. ステップ実行パラメタ 

【出力パラメタ】 

・直流電圧 

・交流電圧 

・周波数 

・波形(SIN／SQU／ARB1～16) 

・位相（開始位相） 

・ステップ同期出力 

【ステップ動作種別】 

ステップにおける出力の挙動指定には以下のものを用意しています。 

・一定  （CONST： 出力パラメタで指定した値を出力します。） 

・スイープ（SWEEP： 
 
 

前のステップ終了値から出力パラメタで指定

した値までを，ステップ時間でリニアスイープ

します。） 

・保持  （KEEP 注： 前のステップの終了値のまま出力します。） 

 

注：【ステップ動作種別】が KEEPの場合，【出力パラメタ】の設定は無視されます。   
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ステップ遷移パラメタは，次に遷移するステップ及びそのタイミングを指定します。 

 

表 4-5. ステップ遷移パラメタ 

【ステップ時間】 時間で指定します。 

【ステップ終了位相】 ステップ終了位相の有効／無効を設定します。 

【ステップ終端】 

ステップ終了時の挙動指定には以下のものを用意しています。 

・シーケンス継続(CONT) 

・Hold状態になる(HOLD) 

・Idle状態になる(STOP) 

【ジャンプステップ】 

ステップ終了後に遷移するステップの指定には以下のものを用意して

います。 

・任意のステップ番号に遷移(1～255) 

・次のステップ番号へ遷移(0) 

【ジャンプ回数】 

【ジャンプステップ】で指定したステップへ指定回数ジャンプすることで

ループを実現しています。 

ジャンプ回数の指定には以下のものを用意しています。 

・指定回数(1～999) 

・無限回(0) 

【ブランチステップ】 

ブランチ制御によって遷移するステップの指定には以下のものを用意

しています。 

・任意のステップ番号に遷移(1～255) 

・ステップ処理をそのまま継続(0) 

 

Idle 状態で定常出力している状態でスタート制御されると，ステップ 1 が実行され，以降順に遷

移していきます。 

【ジャンプステップ】が指定されていない場合(0)は，ステップ番号順に遷移していきますが，【ジャ

ンプステップ】が指定されている場合(1～255)は，そのステップへ遷移します。 

ステップ終了は【ステップ時間】が経過した時とします。【ステップ終了位相】が有効に指定されて

いる場合は，【ステップ時間】経過後に【ステップ終了位相】（0 °）になった時点とします。 

【ステップ終端】と【ジャンプステップ】が両方指定されている場合は，【ステップ終端】の指定が優

先されます。 
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以下に基本的なステップの遷移例を示します。 

 

<START> 

出力パラメタ 

時間 
定常出力 

ステップ 
Step1 Step2 Step3 

Step1,2 

Step3 

 

図 4-5. 基本的なステップ遷移例 

 

c. シーケンス状態 

図 4-6.にシーケンス動作の状態遷移図を示します。 

 

Idle状態 

(定常出力) 

出力オン 

Run状態 

（シーケンス実行） 

Hold状態 

（一時停止） 

<Start> 

<Stop> 

<Stop> 

<Hold> 

<Start> 

 

図 4-6. シーケンス状態遷移ブロック図 

 

----  コメント  --------------------------------------------------------------------- 

【ステップ終端】の指定によっても，状態が遷移します。 

 ----------------------------------------------------------------------------------  

 

表 4-6. シーケンス状態 

Idle状態 定常出力を行っている状態。 

Run状態 シーケンスの実行状態。 

Hold状態 
シーケンスの一時停止状態。 

<Hold>された時点での出力を維持。 
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d. シーケンス制御 

シーケンス動作の制御について，以下に記述します。以降，シーケンス制御は< >で囲みま

す。 

 

表 4-7. シーケンス制御 

<Start> 

Run状態に移行します。 

Idle状態からの場合，<Start>と同時にステップ 1に遷移して，シーケンスを開

始します。 

Hold状態の場合，<Hold>された時点からシーケンスを再開します。 

【ステップ終端】で<Hold>状態になっている場合は，<Start>と同時に【ジャン

プステップ】に移行してシーケンスを再開します。 

<Hold> Run状態から Hold状態に移行します。 

<Stop> 

Idle状態に移行します。 

ただちに定常出力ステップに移行します。 

このとき，定常出力ステップの【出力パラメタ】には，<Stop>時の値が保持さ

れます。 

<Stop>時の電圧が設定範囲制限を超えている場合は 0 V に設定されます。

周波数設定が設定範囲制限を越えている場合は，設定範囲制限の下限値に

設定されます。いずれの場合も出力オフになります。 

<Branch> 
【ブランチステップ】で指定されたステップに遷移します。 

<Branch>された時点の出力状態から，【ブランチステップ】に遷移します。 

 

 

<Hold> 

<Start> 

STEP2の設定 
・ 最終値 
・ ステップ時間 

 Step1  Step2  時間  Step3 

出力パラメタ 

 

図 4-7. Hold 状態から<Start>するときのシーケンス動作例 

 

 

 Step1  Step2  Step5 

出力パラメタ 

Step2の設定 

・ 最終値 

・ ステップ時間 

・ ブランチステップ 5 

 時間 

Step5の設定 

・前のステップの終了値のまま 

<Branch> 

 

図 4-8. <Branch>時のシーケンス動作例 
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e) シーケンスのループ 

シーケンスのループは，シーケンス全体，及びシーケンス内の任意のステップブロックをルー

プすることも可能です。各ステップに指定された，【ジャンプステップ】及び【ジャンプ回数】に

よって実現します。ジャンプ回数をカウントするためのジャンプカウンタは，各ステップでそれ

ぞれ内部に保持していますので，多重ループも実現可能です。 

ループの指定方法とステップ遷移について，図 4-9に示します。 

 

 

Step4 

・【ジャンプステップ】0 

・【ジャンプ回数】  NoCare 

   ： 

Step5 

・【ジャンプステップ】0 

・【ジャンプ回数】  NoCare 

   ： 

Step6 

・【ジャンプステップ】5 

・【ジャンプ回数】  10 

   ： 

Step7 

・【ジャンプステップ】4 

・【ジャンプ回数】  3 

   ： 

指定回数（10 回） 

【ジャンプステップ】へ遷

移する 

指定回数（10 回） 

ジャンプした後は次のス

テップ番号へ遷移 

指定回数（3回） 

【ジャンプステップ】へ遷

移する 

 

 

図 4-9. ループの指定方法とステップ遷移例 

 

----  コメント  ------------------------------------------------------------------ 

【ジャンプ回数】は，ジャンプする回数を示します。そのため，ループ回数はジャンプ回数+1 とな

ります。 

上記の例で Step6 にジャンプ回数 10 が指定されていますが，このとき Step5，Step6 が実行さ

れる回数は 11回になります。 

----------------------------------------------------------------------------- 
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f)ステップ同期出力 

実行中のステップに記述されたコードを，外部制御入出力コネクタに出力します。ただし，定

常出力ステップでは「L」を出力します。 

 

 

Step1 Step2 Step3 

ステップ同期出力 

 

 時間 Step4 Step5 

L 

H 

【ステップ同期出力】 L H L L H 
 

 

図 4-10. ステップ同期出力例 

 

g)ステップ終了位相の設定 

ステップ終了位相を有効(ENABLE)に設定した場合，ステップの実行時間は以下のようにな

ります。 

実行時間＝設定したステップ時間+重畳交流位相が 0 °になるまでの時間 

 

また，設定したステップ時間経過後の動作は，そのステップでの設定値で保持されます。 

 

このステップに設定した値

SWEEP

設定値で保持

「ステップ時間」で設定した時間 位相0度待ちの時間 
 

図 4-11. 位相 0度待ち発生時のシーケンス動作 
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4.4.2 シーケンスの設定 

シーケンスの設定は，以下のいずれかの方法で行います。 

 

・操作パネルでステップごとに入力 

・PCでプログラミングして，リモートインタフェース経由で APS-1102Aに送信 

・添付のコントロールソフトウェアでシーケンスデータを編集し実行 

 

シーケンス動作のプログラムメッセージの詳細について  「4.4.3 シーケンスのプログラミン

グ」参照。 

コントロールソフトウェアについて   コントロールソフトウェアの取扱説明書を参照。 

 

 

操作パネルでのシーケンスメニューの表示方法を，以下に示します。 

 

 操作手順 

シーケンスメニューは，MISC メニュー  の「SEQUENCE」で選択します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

 ，  キーを押して，「SEQUENCE」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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3. 
ENTER

 キーを押して，SEQUENCE画面を表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. ，  キーを押して，行う動作を選択します。 

・シーケンスの動作を制御する場合  ：「CONTROL…」を選択します。 

（ 「4.4.4 シーケンス動作の制御」参照） 

注：出力オフの状態では，選択できません。 

 

・シーケンスをプログラミングする場合：「PROGRAM」を選択します。 

（ 「4.4.3 シーケンスのプログラミング」参照） 

 

・シーケンスメモリを制御する場合  ：「MEMORY…」を選択します。 

（  「4.4.5 シーケンスメモリのクリア」参照） 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

e. 
ENTER

 キーを押して，各画面を表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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4.4.3 シーケンスのプログラミング 

SEQUENCE 画面で「PROGRAM 」を選択すると，PROGRAM 画面を表示されます。

PROGRAM画面の各項目を設定することにより，シーケンスのプログラミングを行います。 

SEQUENCE画面へ移動するためには，出力モードを，AC-INT又は AC+DC-INTにしておく必

要があります。 

ステップの設定は，1ステップごとに行います。 

表 4-8から表 4-10に PROGRAM画面の各項目を示します。 
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表 4-8. PROGRAM 画面の項目一覧（1/3） 

項目名 項 目 動 作 

STEP ステップ番号 
設定するステップ番号を指定します。 

設定範囲：1～255 

TIME ステップ時間 

指定したステップの継続時間を設定します。 

設定範囲 ：0.0001 s～999.9999 s 

設定分解能 ：0.0001 s (0.1 ms) 

※時間単位は，SYSTEM メニューの「TIME UNIT」で「s」

と「ms」を変更できます。 

「5.6.5時間単位の設定」参照。 

DC VOLT 

（AC+DC-INT 

のみ） 

直流電圧値 

直流モード時，直流電圧値を設定します。 

設定範囲はシーケンスデータ編集時のレンジ設定により

決まります。 

設定範囲：100 V レンジ：-220.0 V～+220.0 V 

200 V レンジ：-440.0 V～+440.0 V 

設定分解能：0.1 V 

直流動作種別 

指定した直流電圧値への変化の仕方を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONST ：指定値で出力 

・KEEP  ：前ステップの終了値のまま出力 

・SWEEP ：前ステップの終了値で出力開始し，ステップ

終了時に指定値で出力するようにリニアス

イープ 

AC VOLT 

交流電圧値 

交流電圧値を設定します。 

設定範囲はシーケンスデータ編集時のレンジ設定により

決まります。 

設定範囲：100 V レンジ：0.0 Vrms～155.0 Vrms 

0.0 Vp-p～440.0 Vp-p 

200 V レンジ：0.0 Vrms～310.0 Vrms 

0.0 Vp-p～880.0 Vp-p 

設定分解能：0.1 Vrms／0.1 Vp-p 

※電圧値は，任意波選択時のみ「Vp-p」で設定可能で

す。 

交流動作種別 

指定した交流電圧値への変化の仕方を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONST ： 指定値で出力 

・KEEP ： 前ステップの終了値のまま出力 

・SWEEP ： 前ステップの終了値で出力開

始し，ステップ終了時に指定値で出力するようにリニアス

イープ 
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表 4-9. PROGRAM 画面の項目一覧（2/3） 

項目名 項 目 動 作 

FREQ 

交流周波数 

交流周波数を設定します 

設定範囲 ：1.0 Hz～550.0 Hz 

設定分解能：0.1 Hz 

交流周波数動作種

別 

指定した周波数への変化の仕方を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONST ：指定値で出力 

・KEEP  ：前ステップの終了値のまま出力 

・SWEEP ：前ステップの終了値で出力開始し，ステップ

終了時に指定値で出力するようにリニアス

イープ 

WAVE 

波形 
出力する任意波形を選択します。 

設定範囲：SIN／SQU／ARB1～ARB16 

波形動作種別 

指定した波形への変化の仕方を設定します。 

以下の 2種類から選択します。 

・CONST :指定した波形で出力 

・KEEP  ：前ステップの波形のまま出力 

PHS 

位相 

出力開始位相を設定します。 

設定範囲：0.0 °～359.9 ° 

設定分解能：0.1 ° 

位相動作種別 

指定した位相への変化の仕方を設定します。 

以下の 2種類から選択します。 

・CONST：指定した位相で出力 

・KEEP ：前ステップの位相のまま出力 

SYNC CODE 

ステップ同期出力 

ステップ実行中に，同期して出力するコード（2 ビット）を設

定します。ステップ同期出力を観測することにより，シーケ

ンスのステップ遷移が確認可能です。 

 外部制御入出力コネクタのピン 5(DOUT5)からビット 0，

ピン 6(DOUT6)からビット 1が出力されます。 

ステップ同期出力は，以下の 4種類から選択します（H／L

は，ビット 1，ビット 0の順で示します）。 

Idle状態時は，LLになります。 

・LL 

・LH 

・HL 

・HH 

ステップ同期出力 

動作種別 

ステップ同期出力の出力方法を指定します。 

以下の 2種類から選択します。 

・CONST：指定したコードを出力 

・KEEP ：前ステップと同じコードを出力 

STOP PHS 

ステップ終了位相 

有効／無効 

ステップ終了位相の有効／無効を指定します。以下の 2

種類から選択します。 

・DISABLE：無効（位相はステップ時間に依存します。） 

・ENABLE：有効 

ステップ終了位相 

ステップ終了位相を設定します。 

設定範囲 ：0.0 °～359.9 ° 

設定分解能：0.1 ° 
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表 4-10. PROGRAM 画面の項目一覧（3/3） 

項目名 項 目 動 作 

STEP TERM ステップ終端 

ステップ終了後の動作を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONT ：シーケンス継続 

・STOP ：Idle状態に移行 

・HOLD ：Hold状態に移行 

JUMP STEP ジャンプステップ 

ステップ終了後に，ジャンプするステップ番号を設定しま

す。 

・0 ：次のステップ番号に移行 

・1～255 ：指定したステップ番号にジャンプ 

JUMP NUM ジャンプ回数 

JUMP STEPで指定したジャンプ動作を行う回数を設定し

ます。 

・0 ：無限回ジャンプ 

・1～999 ：指定した回数ジャンプ 

BRANCH0 ブランチステップ 0 

トリガ入力があった場合に，ジャンプするステップ番号を設

定します。 

ブランチステップは，BRANCH0とBRANCH1の 2種類を

設定可能です。 

［設定例］ 

ジャンプ先のステップで，低い数値に SWEEP させた後

STOP に設定することにより，何か起こった場合に安全

な領域まで退避させて停止させるといった応用が可能

です。 

・0 ：ブランチ無効 

・1～255 ：指定したステップ番号にジャンプ 

BRANCH1 ブランチステップ 1 

 

以下に PROGRAM画面での各項目の操作手順を示します。 

 

 操作手順① 

ステップ番号(STEP)，ステップ時間(TIME)，直流電圧（DC VOLT，直流モードのみ），交流

電圧(AC VOLT)，交流周波数(FREQ)，位相(PHS)，ステップ終了位相(STOP PHS)，ジャン

プステップ(JUMP STEP)，ジャンプ回数(JUMP NUM)，ブランチ(BRANCH0／BRANCH1)

は，以下の手順で数値を入力します。 

 

ここでは，ステップ時間(TIME)の設定を行う場合を例に説明します。 
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1. SEQUENCE画面を開いて，PROGRAM画面を表示させます。 

 PROGRAM画面を表示させるまでの手順について 「4.4.2 シーケンスの設定」参照。 

 

2. ，  キーを押して，「TIME」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

4. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数値

を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

  

増 減 

 

 

5. 同様の手順ですべての桁を設定します。 

 

6. すべての桁を設定したら，
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押して，モディファイボックスを閉じます。 
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 操作手順② 

直流電圧動作種別（直流モードのみ），交流電圧動作種別，周波数動作種別，波形(WAVE)，

波形動作種別，位相動作種別，ステップ同期出力(SYNC CODE)，ステップ同期出力動作種

別，ステップ終了位相有効／無効(STOP PHS)，ステップ終端(STEP TERM)は，以下の手

順で設定を選択します。 

 

ここでは，ステップ終端(STEP TERM)の設定を行う場合を例に説明します。 

 

1. SEQUENCE画面を開いて，PROGRAM画面を表示させます。 

 PROGRAM画面を表示させるまでの手順について 「4.4.2 シーケンスの設定」参照。 

 

2. ，  キーを押して，「STEP TERM」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 カーソル 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 セレクトボックス 

 

 

4. ，  キーを押して，設定する動作までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

5. 
ENTER

 キーを押すと，ステップ終端時の動作を設定できます。 
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4.4.4 シーケンス動作の制御  

シーケンス動作の制御は，SEQUENCE画面の CONTROLから行います。 

出力がオンのときのみ，シーケンスを開始できます。そのため，シーケンス制御のセレクトボック

スは，出力オンのときのみ選択可能です。 

表 4-11に CONTROL セレクトボックスの項目を示します 

 

表 4-11. CONTROL セレクトボックスの項目一覧 

セレクトボックスの項目 動 作 

START シーケンス動作の開始。Run状態に移行します。 

STOP シーケンス動作の停止。Idle状態に移行します。 

HOLD シーケンス動作の一時停止。Hold状態に移行します。 

BRAN0 ブランチステップで指定されたステップに分岐します。 

ブランチステップが指定されていない場合は無視されます。 BRAN1 

 

以下に操作手順を示します。 

 

a) メニューから操作する場合 

 操作手順 

1. 出力オンの状態で，SEQUENCE 画面を開いて，CONTROL セレクトボックスを表

示させます。 

CONTROLセレクトボックスを表示させるまでの手順について 

「4.4.2 シーケンスの設定」参照。 

 

2. ，  キーを押して，設定する動作を示す項目までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押すと，選択した動作を行います。 
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b) ショートカットキーで操作する場合 

 操作手順 

シーケンス動作の制御は，操作パネル下部のショートカットキーでも可能です。 

「SEQUENCE」と書かれている箇所の START，STOP，HOLDキーが，CONTROLセレク

トボックスの各項目に対応しています。なお，ショートカットキーではブランチの制御はできま

せん。 

 

  

 

シーケンスのショートカットキー  5.2.6 

 

図 4-12.  シーケンスのショートカットキー 
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4.4.5 シーケンスメモリのクリア  

シーケンスメモリへの保存は自動的に行われます。AC-INTモードの 100 Vレンジ及び 200 Vレ

ンジ，AC+DC-INTモードの 100 Vレンジ及び 200 Vレンジでそれぞれ 1つずつシーケンスを保

存可能です。 

シーケンスメモリをクリアする場合は，SEQUENCE画面の「MEMORY…」で設定します。 

 

以下に操作手順を示します。 

 

 操作手順 

 

1. SEQUENCE画面を開いて，MEMORYエグゼボックスを表示させます。 

 MEMORYエグゼボックスを表示させるまでの手順について 「4.4.2 シーケンスの設定」

参照。 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，エグゼボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

エグゼボックス 

 

 

3. 「CLEAR」が選択されている状態で
ENTER

キーを押すと，すべてのシーケンスメモリがクリ

アされます。 

クリア中（5～6秒間）はキー入力を受け付けますが，実行はクリア後になります。 

⇒ クリアされると，初期値が入ります。 

（ 「3.2 電源投入時の表示及び初期設定」参照）。 
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4.4.6 シーケンス動作の設定例 

ここでは，表 4-12.に示すシーケンス遷移を例に，新規にシーケンス動作を設定する手順を説明し

ます。TIME UNITは秒(s)とします。（TIME UNITの変更方法は  「5.6.5時間単位の設定」参 

照 

ステップ1

（0.1s）

25.0V

50.0V

0.0V

75.0V

100.0V

出力電圧

ブランチ0入力シーケンス開始

ステップ5の設定値

SWEEP

SWEEP SWEEP
SWEEP

SWEEP

CONST CONST

① ②

③

STOP

KEEP

KEEP

ステップ2

（0.2s）

ステップ3

（0.1s）

ステップ4

（0.2s）

時間経過

ステップ2

（0.2s）

ステップ3

（0.1s）

ステップ4

（0.2s）

ステップ5

（0.2s） ステップ6

（0.3s）

ブランチ0により、
ステップ6にジャンプ

ステップ2にジャンプ
“KEEP ”の設定が有効

ステップ1

（0.1s）

25.0V

50.0V

0.0V

75.0V

100.0V

出力電圧

ブランチ0入力シーケンス開始

ステップ5の設定値

SWEEP

SWEEP SWEEP
SWEEP

SWEEP

CONST CONST

① ②

③

STOP

KEEP

KEEP

ステップ2

（0.2s）

ステップ3

（0.1s）

ステップ4

（0.2s）

時間経過

ステップ2

（0.2s）

ステップ3

（0.1s）

ステップ4

（0.2s）

ステップ5

（0.2s） ステップ6

（0.3s）

ブランチ0により、
ステップ6にジャンプ

ステップ2にジャンプ
“KEEP ”の設定が有効

 

図 4-13. ステップ遷移例（AC+DC-INT モード時） 

 

表 4-12. PROGRAM の設定一覧 

ステップ番号 1 2 3 4 5 6 

ステップ時間(TIME) 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2 0.3 

直流電圧(DC VOLT) 25. 0 75. 0 75. 0 50. 0 100. 0 0.0 

直流電圧動作種別 SWEEP KEEP CONST SWEEP SWEEP SWEEP 

ステップ終端(STEP TERM) CONT CONT CONT CONT CONT STOP 

ジャンプステップ(JUMP STEP) 0 0 0 2 0 0 

ジャンプ回数(JUMP NUM) 1 1 1 1 1 1 

ブランチ 0(BRANCH0) 0 0 0 0 6 0 

 

ステップ 2は直流電圧値＝75.0 Vに設定されていますが，直流電圧動作種別が KEEPになって

いるため，直前のステップ（ステップ 1）の直流電圧値＝25.0 V を維持します。 

ステップ 4のジャンプステップが 2に設定されているため，ステップ 4の終了後はステップ 2にジャ

ンプします（図 4-13の①）。ステップ 2は直流電圧動作種別が KEEPであるため，直前のステップ

（ステップ 4）の直流電圧値＝50.0 V を維持します。 

ステップ 4のジャンプ回数が 1に設定されているため，ジャンプ後にステップ 4が終了したあとは，

次のステップ＝ステップ 5に移行します（図 4-13の②）。 

ステップ 5はステップ時間＝0.2 sに設定されていますが，ブランチ 0によるジャンプ先がステップ

6となっているため，ステップ時間内にブランチ 0入力があった時点でステップ 6にジャンプします（

図 4-13の③）。 
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以下に操作手順を示します。 

 

 操作パネルでの操作手順 

1. PROGRAM画面を開きます。 

 PROGRAM画面を開く手順について 「4.4.2 シーケンスの設定」参照。 

 

ステップ 1の設定 

 

2.  キーを押して，「DC VOLT」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. ，  キーを押して，10の位までカーソルを移動し，MODIFYダイヤルを回して「2」に設 

定，1の位までカーソルを移動し，MODIFYダイヤルを回して「5」に設定します。 

⇒「25.0 V」に設定されます。 

 

 

 

  

増 減 

 

 

5. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押して，モディファイボックスを閉じます。 
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6.   キーを押して，上から 4番目の「CONST」と表示されている行までカーソルを移動 

します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

7. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

8. ，  キーを押して，「SWEEP」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

9. 
ENTER

 キーを押して設定を確定させます。 

 

そのほかの項目はデフォルトの設定値と同じですので，変更しません。 

 

セレクトボックス 
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ステップ 2の設定 

 

10. ，  キーを押して，「STEP」までカーソルを移動します。 

 

11. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

12. ，  キーを押して，1 の位までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して，「2」に

設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

13. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押して，モディファイボックスを閉じます。 

 

14.  キーを押して，「TIME」までカーソルを移動します。 

 

15. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

16. ，  キーを押して，0.1 の位までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して，「2」

に設定します（「0.2秒」に設定）。設定した値は直ちに反映されます。 

 

17. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押して，モディファイボックスを閉じます。 

 

18. 手順 2.～5.と同様の操作で，DC VOLT = 25，手順 7.～9.と同様の操作で，直流電圧動

作種別を「KEEP」に設定します。 

 

同様の手順で，ステップ 3以降も設定します。 



     APS-1102A ユーザマニュアル 

APS-1102A 4-44 

 

4.4.7 シーケンス動作の実行  

シーケンスのプログラミングが完了したら，シーケンスを開始します。 

以下に，シーケンス動作の実行手順を示します。 

 

a) MISC メニューから操作する場合 

 操作手順 

1. TOP MENU キー（ショートカットキー）を押して，トップメニューまで戻ります。トップメ

ニューは，メニューウインドウ上部に「SET」と表示されています。 

 シーケンスの実行は，出力オンの状態で行います。SET 画面であらかじめ出力オン時の設

定を行っておいてください。 

 

 

 

 

 

 

2. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

 ，  キーを押して，「OUTPUT」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

カーソル 
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4. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

5.  キーを押して，「ON」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

6. 
ENTER

 キーを押すと，出力がオンになり，出力オン／オフ LEDが点灯します。 

 

 

 

OUTPUT

 
OUTPUT

 

出力オフ 出力オン  

 

7. 「SEQUENCE」を選択し，
ENTER

キーを押して SEQUENCE画面を表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

出力オン／オフ LED 点灯 
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8.  キーを押して「CONTROL」を選択し，
ENTER

キーを押してセレクトボックスを表示させ

ます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

9. 「START」を選択して
ENTER

キーを押すと，シーケンスが開始します。 

 

b) 操作パネル上のキーで操作する場合 

 操作手順 

1. TOP MENU キーを押して TOP メニューに戻り，設定内容を確認後，操作パネルの

OUTPUT

 キーを押します。 

⇒出力がオンになり，出力オン／オフ LEDが点灯します。 

 

 

 

OUTPUT

 
OUTPUT

 

出力オフ 出力オン 
 

 

2. ショートカットキーの STARTキーを押すと，シーケンスが開始します。 
 

 

 

 

 

セレクトボックス 

出力オン／オフ LED 点灯 
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c) シーケンス開始後の動作 

シーケンスが開始されると，ステータスウインドウにシーケンス実行中を表す状態アイコン 

（  ）が表示されます。また，メッセージボックスが現れ，実行中のステップ番号を表示

します。 

なお，SET 画面に戻ってシーケンスを実行しても，実行ステップの内容は SET 画面に反映さ

れません。シーケンス終了時に終了ステップの設定が反映されます。終了ステップ時の電圧

が設定範囲制限を超えている場合は，直流，交流ともに 0 Vに設定されます。周波数設定が

設定範囲制限外の場合は，設定範囲制限の下限値となります。いずれの場合も出力オフに

なります。 

 

 シーケンス実行中を示す 

状態アイコン 

実行中のステップ番号 

 
 

図 4-14. シーケンス実行時の LCD画面 
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4.5 外部制御入出力コネクタによる制御 

外部制御入出力コネクタにディジタル信号を入力することにより，出力オン／オフや，シーケンス

を制御できます。（検出周期 2 ms） 

また，外部制御入出力コネクタからの出力信号を読み出すことにより，APS-1102A の状態を監

視できます。（切替周期 0.1 ms） 

シーケンスのステップ同期出力信号は，外部制御入出力コネクタから出力されます。 

「3.3.4 外部制御入出力」参照 

外部からの入力に対し，内部CPUが状態の変化を認識し，実際の動作に反映させるまで，最大

数十msの時間を要する場合があります。リレー動作の場合には，リレーの応答時間が十数 ms

程度加算されます。これらの時間はばらつきを生じることがあります。 

表 4-13.に，各ピンの機能を示します。 

 

 

表 4-13. 外部制御入出力コネクタの機能 

ピン番号 
入力／

出力 
機  能 

1 出力 
電源のオン／オフ状態を出力します。 

0がオフ，1がオンを示します。 

2 出力 
出力のオン／オフ状態を出力します。 

0がオフ，1がオンを示します。 

3 出力 
リミッタ動作の状態を出力します。 

0が動作なし，1が動作中を示します。 

4 出力 
ソフトウェアビジーの状態を出力します。 

0が定常動作，1がビジーを示します。 

5 出力 
ステップ同期出力 0。 

ステップ同期出力のビット 0を出力します。 

6 出力 
ステップ同期出力 1。 

ステップ同期出力のビット 1を出力します。 

11 入力 
出力オフ。 

入力信号の立ち下がりを検出すると，出力をオフします。 

12 入力 
出力オン。 

入力信号の立ち下がりを検出すると，出力をオンします。 

13 入力 
シーケンス開始。 

入力信号の立ち下がりを検出すると，シーケンスを開始します。 

14 入力 
シーケンス停止。 

入力信号の立ち下がりを検出すると，シーケンスを停止します。 

15 入力 
シーケンスホールド。 

入力信号の立ち下がりを検出すると，シーケンスを一時停止します。 

16 入力 

シーケンスブランチトリガ 0。 

入力信号の立ち下がりを検出すると，BRANCH0 で指定したステップにジャ

ンプします。 

17 入力 

シーケンスブランチトリガ 1。 

入力信号の立ち下がりを検出すると，BRANCH1 で指定したステップにジャ

ンプします。 
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4.6 任意波形を出力する 

任意波形は，USBインタフェースにより外部PCから任意波形メモリへデータ転送し作成します。

（RS232 インタフェース経由での転送はできません。） 

添付のコントロールソフトウェアで，任意波形の編集／転送が可能です。 

コントロールソフトウェアについて   コントロールソフトウェアの取扱説明書を参照。 

出力オン時に任意波形の変更はできません。任意波形の変更は，出力オフの状態で行ってくだ

さい。 

 

a) 任意波形メモリ 

APS-1102A には，内部信号源の一つである任意波形メモリが用意されており，USB インタ

フェースを介して書き込めます。パネル面から任意波形メモリへの書き込みはできません。 

 

・波形メモリ数： 16  

・波形長： 4096 [Word] 

・波形データ： 15 bitバイナリ（2の補数形式） 

 

波形データの有効範囲は，-16384～16383です。 

-16384 以下の値が入力された場合は-16384 に，16383 以上の値が入力された場合は

16383に波形データがクリップされます。 

任意波形メモリは電源オフ時の状態がバッテリバックアップされます。 

初期設定（工場出荷時）及びクリアした場合，ARB 1～ARB 8には正弦波，ARB 9～ARB 12

には方形波，ARB 13～ARB 16には三角波が書き込まれています。 

 

b) 任意波形を出力する 

任意波形は，SET メニューの  で選択します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押してセレク

トボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

セレクトボックス 
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2. ，  キーを押して選択する任意波形「ARB1」～「ARB16」へカーソルを移動し，

ENTER

 キーを押します。 

⇒ 選択している任意波形に設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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4.7 出力を外部信号に同期させる 

APS-1102A は，外部同期発振機能を備えています。ソフトウェア PLL 機能により，出力周波数

を外部同期 TTL信号の周波数に同期させます。40 Hz～500 Hzの周波数に対して同期させる

ことができます。なお，同期位相差の設定はできません。 

外部同期信号源として，外部信号同期(EXT)又はライン同期(LINE)を選択します。 

ライン同期を選択した場合は，電源周波数に同期します。 

 

 

 

図 4-15. 同期 TTL 信号 

  

0   

1   
外部同期信号（TTL） 

出力波形例 
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4.7.1 外部信号同期  

出力周波数を，リアパネルの外部同期信号入力（BNC コネクタ）に入力した信号（パルス幅 3 

ms以上）に同期させる機能です。40 Hz～500 Hzの外部同期周波数に対して同期させることが

できます。 

 

 操作手順 

SET メニューの  で外部同期モードを選択し，同期信号源を外部同期信号「EXT」に設定

します。 

 

1. 出力オフの状態を確認してください。出力オン状態ではライン同期をオン又はオフに切り

換えることはできません。 

  

 

 

OUTPUT

 

 

OUTPUT

 

出力オン 出力オフ 
  

 

2. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

カーソル 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させ，  ，  キーを押して，「

AC-SYNC」又は「AC+DC-SYNC」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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4. 
ENTER

 キーを押すと，選択しているモードに設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

5. ，  キーを押して  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押して，セレクト

ボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

6. ，  キーを押して「EXT」までカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒ 外部同期信号源が，外部同期信号「EXT」に設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

--- コメント  ------------------------------------------------------------ 

 外部同期可能な周波数範囲は 40 Hz～500 Hzです。この範囲内でご使用ください。 

----------------------------------------------------------------------- 
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4.7.2 ライン同期  

出力周波数を交流電源ラインの周波数に同期する機能です。50 Hz／60 Hzの電源ライン周波

数に対して同期させることができます。 

 

 操作手順 

SET メニューの  で外部同期モードを選択し，同期信号源をライン同期「LINE」に設定し

ます。 

 

1. 前項「4.7.1 外部信号同期」の手順 2.～5.と同様の操作で，外部同期モードを選択し，外

部同期信号源のセレクトボックスを表示させます。 

 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

2. ，  キーを押して「LINE」までカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒ 外部同期信号源が「LINE」に設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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4.8 メモリ機能を使う 

APS-1102Aの各種設定は，バッテリバックアップされ，電源投入時には前回電源オフしたときの

設定に復帰します。 

 

各種設定のうち，基本設定（出力モード，出力レンジ，直流設定，交流設定，出力電流リミッタ，

設定範囲制限）は No.1～No.30 のストア／リコールメモリに記憶することができ，保存（ストア）

した設定を呼び出して（リコール）使用することができます。 

ストア／リコールメモリの呼び出し操作は，出力がオフの場合のみ実行できます。 

 

メモリの制御は，「MEMORY」画面で行います。表 4-14.に示す操作を選択後，操作対象となる

メモリ番号をセレクトボックスで指定します。 

メモリ番号を指定すると，そのメモリ内に記録されている主要な設定内容がメニューウインドウ左

側に表示されます。 

 

 

表 4-14. MEMORY画面のメニュー項目一覧 

操作パネル内の表記 種 類 

STORE... 指定したメモリ番号に設定内容を保存します。 

RECALL... 指定したメモリ番号の設定内容を呼び出します。 

CLEAR... 指定したメモリ番号の設定内容をクリアします。 

 

 

選択したメモリ内の 

設定内容を表示 
 

図 4-16. メモリ内容の表示例 
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 操作手順 

メモリの保存／呼び出し／クリア及び対象メモリ番号の設定は，MISC メニュー  の「

MEMORY」で選択します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

，  キーを押して，「MEMORY」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，MEMORY画面を表示させます。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

 

カーソル 
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4. ，  キーを押して，行う動作を選択します。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

 

 

 

5. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

 

 

6. ，  キーを押して，対象メモリ番号までカーソルを移動します。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

 

 

7. メニューウインドウ左側に表示される設定内容を確認し，間違いなければ
ENTER

 キーを 

押します。 

⇒指定したメモリ番号に対して，手順 4.で指定した操作を行います。 
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4.9 外部信号を増幅する 

APS-1102A は，外部信号源モード(AC-EXT，AC+DC-EXT)を選択することにより，リアパネル

の外部信号入力端子からの信号を入力とする増幅器として利用することができます。 

外部信号源は，リアパネルの外部信号入力／外部同期信号入力端子 (EXT SIG IN／EXT 

SYNC IN)に接続します。接続には，BNC同軸ケーブルを使用してください。入力インピーダンス

は 10 k (不平衡)，入力周波数範囲は DC～550 Hzです。 

 

  出力電圧＝入力電圧×外部入力ゲイン 

 

表 4-15. 外部入力ゲイン設定範囲 

設定項目 設定範囲 分解能 初期値 

外部入力ゲイン 
100 V レンジ 0.0 ～220.0 0.1 100.0 

200 V レンジ 0.0 ～440.0 0.1 200.0 

 

外部信号入力／外部同期信号入力端子の仕様について 

 「3.3.5 外部信号入力／外部同期信号入力端子」参照。 

 

 

 

誤操作による本器や負荷の故障を防ぐため，設定の前に本項の内容をよくお読みください。 

 

 ！   注  意 
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a) 出力モード・出力電圧レンジ・外部入力ゲインの設定 

 操作手順 

SET メニューから以下のアイコンを選択し，それぞれ設定します。 

・  「出力モード選択」 ：外部信号源モード(AC-EXT，AC+DC-EXT)を選択。 

・  「出力電圧レンジ」 ： 100 V又は 200 V を選択。 

・  「外部入力ゲイン設定」：数値を設定します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒セレクトボックスが表示されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

2. ，  キーを押して，設定するモードまでカーソル移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒選択した出力モードに設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒セレクトボックスが表示されます。 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

セレクトボックス 

セレクトボックス 
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4. ，  キーを押して，設定する出力電圧レンジまでカーソル移動し，
ENTER

 キーを 

押します。 

⇒選択した出力電圧レンジに設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

5. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒モディファイボックスが表示されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

6. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数値

を設定します。 

⇒設定した値は直ちに出力に反映されます。 

 

 

 

  

増 減 

 

 

7. すべての桁を入力したら，
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押して，モディファイボックスを閉じます。 
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b) 信号の入力 

ここまでの操作，設定を経て，外部入力のための準備が完了します。信号源を接続し，信号

を入力してください。 

出力可能電圧を超えるような信号を入力すると，出力過電圧保護が働き，出力がオフに

なったり，波形がひずむ場合があります。入力電圧レベルと外部入力ゲインにご注意くださ

い。 

 

出力電圧がクリップすることのないように，入力電圧は2.2V以下でご使用ください。 

また本器の入力部の故障を防ぐため，入力電圧は10Vを超えないようにしてください。 

 

外部信号源モードで使用する場合は，下記の機能，キー操作が行えません。 

・出力電圧設定 「5.3.3 出力電圧の設定」参照。 

・出力周波数設定 「5.3.4 出力周波数の設定」参照。 

・メモリ 「4.8 メモリ機能を使う」参照。 

 

 ！   注  意 
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4.10 外部信号と内部信号を加算する  

APS-1102A の内部+外部信号源モード(AC-ADD，AC+DC-ADD)では，外部信号入力に内部

信号源の信号を加算して出力することもできます。 

信号源として外部からの信号入力を使用する場合，リアパネルの外部信号入力／外部同期信

号入力端子(EXT SIG IN／EXT SYNC IN)に接続します。 

接続には，BNC同軸ケーブルを使用してください。 

入力インピーダンスは 10 k (不平衡)，入力周波数範囲は DC～500 Hzです。 

「4.9 外部信号を増幅する」参照。 

 

外部信号入力／外部同期信号入力端子の仕様について 

「3.3.5 外部信号入力／外部同期信号入力端子」参照。 

出力電圧及び出力周波数の設定範囲を制限できます。 

「3.4.7 リミッタ機能を使う」参照。 

「5.5.5 設定範囲制限 (LIMIT)」参照。 

 

 操作手順 

SET メニューの  「出力モード選択」で内部 外部信号源モード(AC-ADD，AC+DC-ADD)を

選択します。 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動し，
EN TER

 キーを押します。 

⇒セレクトボックスが表示されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

2. ，  キーを押して，設定するモードまでカーソル移動し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒選択した出力モードに設定されます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

セレクトボックス 
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5.1 画面構成  

操作パネル部の LCDは，図 5-1.，図 5-2のように複数のウインドウに分割して表示されます。 

 A 

C D 

B 

 

 

図 5-1. LCD 画面（通常時） 

 

 

 

E 

 

 

 

図 5-2. LCD画面（ワーニング表示時） 
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画面の各エリアには，以下の情報を表示します。 

 

A：ステータスウインドウ：  機器の各種状態を示す領域です。 

B：メッセージボックス：  エラーが発生した場合，ステータスウインドウ下段にメッセージ

ボックスが現れ，その要因を表示します。メッセージボックスは

1.5秒後に自動的に閉じます。また，オーバロードやシーケンス

の進行状況も表示します。 

C：計測値ウインドウ：  計測値を表示する領域です。 

高調波電流の測定時は，C，Dを合わせた領域に表示します。 

D：メニューウインドウ：  設定操作を行う領域です。 

E：メッセージ表示ウインドウ： ユーザによる確認入力が必要なエラーが発生した場合，メッ

セージ表示ウインドウにワーニングメッセージを表示します。

ENTERキーを入力するまで表示し続けます。 
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5.1.1 状態アイコン 

ステータスウインドウの上部には，APS-1102Aの状態を表す状態アイコンが表示されます。 

表示される状態アイコンを表 5-1に示します。 

 

 

表 5-1. 状態アイコン一覧 

アイコン 項  目 説  明 

 バッテリ消耗 
バックアップメモリサムチェックエラー時に，バッテリがなく

なったと判断して点滅します。 

 アンロック 外部・ライン同期できないときに点灯します。 

 校正データ有効／無効 校正データが無効の場合，点滅します。 

 ビジー ビジー時に点灯します。 

 

リミッタ動作 

これらのアイコンは，操作パネル上の同じ位置に表示され

ます。リミッタの動作により，表示されるアイコンが以下の

ように変わります。 

電流ピーク値リミッタ動作時：  が点灯します。 

電流実効値リミッタ動作時 ：  が点灯します。 

電力リミッタ動作時            ：  が点灯します。 

 

 

 シーケンス実行中 
これらのアイコンは，操作パネル上の同じ位置に表示され

ます。シーケンスの状態により，表示されるアイコンが以下

のように変わります。 

Idle状態時       ：何も表示されません。 

Run状態時      ：  が表示されます。 

Hold状態時     ：  が表示されます。 

 シーケンスホールド中 

 キーロック キーロックオンに設定しているときに点灯します。 

 

リモート 

APS-1102A の状態により，表示されるアイコンが以下の

ように変わります。 

ローカル時                         ：何も表示されません。 

リモート時                          ：  が表示されます。 

ローカルロックアウト時       ：  が表示されます。 
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5.1.2  ワーニング，エラー表示  

ワーニング，エラー発生時，メッセージボックス，メッセージ表示ウインドウにエラーメッセージが

表示されます。 

エラーメッセージの詳細について  「7 トラブルシューティング」参照。 

 

5.1.3 シーケンス表示  

APS-1102A はシーケンスの進行状況を表示する機能を備えています。表 5-2 に示す情報をス

テータスウインドウに表示します。 

 

表 5-2. シーケンス表示 

メッセージ 内  容 備  考 

SEQUENCE ： 
RUNNING / STEP *** 

シーケンス実行中 
***は，実行中のステップ番号を表しま

す。 

SEQUENCE ： 
HOLDING / STEP *** 

シーケンスホールド中 
***は，ホールド中のステップ番号を表

します。 

SEQUENCE ： FINISH シーケンス終了 2秒後に自動的に消えます。 
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5.2 基本操作  

ここでは，APS-1102Aの基本的な操作方法を説明します。 

 

5.2.1  メニューについて  

APS-1102Aでは，各種パラメタ設定操作を階層型メニューシステムで提供します。 

メニューの操作は，LCD画面のメニューウインドウで行います。 

APS-1102Aのメニューツリーを図 5-3に示します。 

 

 

(2)MISC 

(3)SEQUENCE 

(5)MEMORY 

(6)REMOTE 

(7)SYSTEM 

(1)SET 

 

(8)INFORMATION 

(4)PROGRAM 

(9)LIMIT 

 

図 5-3. メニューツリー 

 

表 5-3～表 5-9に，各メニューに表示される項目を示します。 
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表 5-3. SET メニューの項目一覧 

アイコン 項  目 参照箇所 

 出力モードの選択 「5.3.1 出力モードの設定」 

 出力電圧レンジの選択 「5.3.2 出力電圧レンジの設定」 

 出力する交流電圧の設定 「5.3.3 出力電圧の設定」 

 出力する直流電圧の設定 「5.3.3 出力電圧の設定」 

 出力する周波数の設定 「5.3.4 出力周波数の設定」 

 出力オン時の位相の設定 「5.3.5 出力開始位相の設定」 

 出力する波形の設定 「5.3.6 波形の設定」 

 外部同期信号源の選択 「4.7 出力を外部信号に同期させる」 

 外部入力ゲインの設定 「4.9 外部信号を増幅する」 

 
出力ピーク電流のリミット値（正）の

設定 
「5.3.7 電流ピーク値リミッタの設定」 

 
出力ピーク電流のリミット値（負）の

設定 
「5.3.7 電流ピーク値リミッタの設定」 

 出力実効値電流のリミット値の設定 「5.3.8 電流実効値リミッタの設定」 

 その他の機能の利用，詳細な設定 「表 5-4. MISC メニューの項目一覧」 
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表 5-4. MISC メニューの項目一覧 

項目名 設定項目 参照箇所 

SEQUENCE シーケンスメニューを開く 「5.5.1 シーケンス (SEQUENCE)」 

MEMORY メモリメニューを開く 「5.5.2 メモリ (MEMORY)」 

REMOTE リモートメニューを開く 「5.5.3 リモート (REMOTE)」 

SYSTEM システムメニューを開く 
「5.5.4 システム (SYSTEM)」, 

「5.6 システムメニュー」 

LIMIT 設定範囲制限メニューを開く 「5.5.5 設定範囲制限 (LIMIT)」 

MEASURE 計測表示の選択 「5.5.6 計測表示選択 (MEASURE)」 

RESET Ipkh 
ピーク電流ホールド値を 

リセット 
「5.5.7 ピーク電流ホールド値リセット」 

OUTPUT 出力のオン／オフの選択 「5.5.8 出力オン／オフ」 

DC ADJUST DCオフセットを調整する 「5.5.9 ＤＣオフセットを調整する」 
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表 5-5. SEQUENCE メニューの項目一覧 

項目名 設定項目 参照箇所 

CONTOROL... シーケンス動作の制御 「4.4.4 シーケンス動作の制御」 

PROGRAM  

「4.4.3 シーケンスのプログラミング」 

 STEP ステップ番号 

 TIME ステップ時間 

 
DC VOLT 

直流電圧 

 直流動作種別 

 
AC VOLT 

交流電圧 

 交流動作種別 

 
FREQ 

交流周波数 

 交流周波数動作種別 

 
WAVE 

波形 

 波形動作種別 

 
PHS 

ステップ開始位相 

 位相動作種別 

 
SYNC CODE 

ステップ同期出力 

 ステップ同期出力動作種別 

 
STOP PHS  

ステップ終了位相 

有効／無効 

 ステップ終了位相 

 STEP TERM ステップ終端 

 JUMP STEP ジャンプステップ 

 JUMP NUM ジャンプ回数 

 BRANCH0 ブランチステップ 0 

 BRANCH1 ブランチステップ 1 

MEMORY... シーケンスメモリのクリア 「4.4.5 シーケンスメモリのクリア」 

 

表 5-6. MEMORY メニューの項目一覧 

項目名 設定項目 参照箇所 

STORE... 設定内容の保存  

RECALL... 設定内容の呼び出し 「5.5.2 メモリ (MEMORY)」 

CLEAR... 設定内容のクリア  
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表 5-7. REMOTE メニューの項目一覧 

項目名 設定項目 参照箇所 

LOCAL... ローカルモードへの移行 

「5.5.3 リモート (REMOTE)」 INTERFACE USB/RS232の切替 

RS232 RS232の設定 

 

 

表 5-8. SYSTEM メニューの項目一覧 

項目名 設定項目 参照箇所 

KEYLOCK キーロック 「5.6.1 キーロック」 

BEEP ビープ 「5.6.2 ビープ音」 

CONTRAST LCD コントラスト 「5.6.3 LCD コントラストの調整」 

COLOR LCD表示色 「5.6.4 LCD 表示色の設定」 

TIME UNIT 時間単位 「5.6.5 時間単位の設定」 

INIT OUT 電源投入時出力オン／オフ 「5.6.6 電源投入時の出力オン／オフ」 

EXT CONTROL 外部制御入力有効／無効 「5.6.7 外部制御入力の有効／無効設定」 

RESET... リセット 「5.6.8 リセット機能」 

INFORMATION システム情報の表示 「5.6.9 システム情報」 

 

 

表 5-9. LIMIT メニューの項目一覧 

項目名 設定項目 参照箇所 

+Vo 正電圧設定制限 

「5.5.5 設定範囲制限 (LIMIT)」 

「表 3-1. 設定メモリ (1/3)」 

-Vo 負電圧設定制限 

F Up 周波数設定上限 

F Lo 周波数設定下限 
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5.2.2 メニューツリーの移動方法 

メニューウインドウ表示項目の移動は，UP キー入力，DOWN キー入力により行います。メ

ニューツリーの下位メニューへの移動は，ENTER キー入力により，上位メニューへの移動は，

CANCELキー入力により行います。 

 

 操作手順 

具体的には，下記の手順で行います。 

 

1.メニューウインドウに表示されるメニューカーソルを UP キー入力，DOWN キー入力により

動かして，右端に“ ▶ ”マークが付いているメニュー項目を選択してください。 

2.その状態で ENTERキーを入力すると，下位メニューに移動します。 

3.CANCELキーを入力すると，上位メニューに移動します。 

4.さらに CANCELキーを入力し続けると，最終的にトップメニューに戻ります。 

トップメニューには，ショートカットキーの一つである，TOP MENU キーで戻ることも可能で

す。 
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5.2.3 数値入力操作  

数値の入力を操作する必要がある場合，モディファイボックスが表示されます。 

モディファイボックスを開くと，1 つの桁にディジットカーソルが表示されます。DIGIT キーでディ

ジットカーソルを移動し，MODIFY キーで値を増減させます。モディファイボックスでは，

MODIFY キーによる値の変更ごとに，実際の設定値を直ちに更新します。モディファイボックス

は，ENTERキー及び CANCELキー入力によって閉じます。 

 

 

 

図 5-4. モディファイボックス 

 

5.2.4 確定操作が必要な選択入力操作 

複数の項目から一つを選択して設定する場合は，セレクトボックスが表示されます。 

セレクトボックスを開くと，1つの選択項目に選択カーソルが表示されます。選択項目は縦に並べ

られており，UPキー，DOWNキーによって選択カーソルを移動します。 

セレクトボックスに収まらない項目が存在する場合は，上部なら最上行に“▲”，下部なら最下行

に“▼”を表示します。UPキー，DOWNキーを押すと 1項目単位でスクロールします。“▲”や“▼”

に選択カーソルが移動することはありません。 

ENTER キー入力で実際に設定が更新され，セレクトボックスが閉じます。CANCEL キー入力で

セレクトボックスを閉じた場合は，変更した設定が無効となります。 

 

 

 

図 5-5. セレクトボックス 
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5.2.5 実行入力  

ENTERキー入力によって実際に実行する項目では，エグゼボックスが表示されます。 

エグゼボックスには実行を促す項目が 1 つだけ表示され，その上に実行カーソルが表示されま

す。 

ENTER キー入力で実際に実行され，エグゼボックスが閉じます。CANCEL キー入力でエグゼ

ボックスを閉じた場合は，実行されません。 

 

 

 

図 5-6. エグゼボックス 

 

5.2.6 ショートカットキー 

APS-1102Aでは，ショートカットキーにより以下の操作が可能です。 

 

表 5-10. ショートカットキー一覧 

キーNo. 操作パネル上の表記 機  能 

1 TOP MENU 通常表示（メニューのトップ）に戻る 

2 START シーケンス開始 

3 STOP シーケンス停止 

4 HOLD シーケンスホールド 

5 LOCAL ローカルに戻る 

 

キーNo.2～4の機能について 「4.4 シーケンス機能を使う 」参照。 

キーNo.5の機能について 「5.5.3 リモート」参照。 
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5.3 SET メニュー 

メニューウインドウの SET メニューで，基本機能の設定を行います。 

出力モードによって設定できる内容が異なります。 

 

表 5-11. SET メニュー項目と出力モード 

項  目 

出力モード 

AC AC+DC 
INT EXT ADD SYNC INT EXT ADD SYNC 

 
出力モードの選択 

「5.3.1出力モードの設定」 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
出力電圧レンジの選択 

「5.3.2 出力電圧レンジの設定」 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
出力する交流電圧の設定 

「5.3.3出力電圧の設定」 
○  ○ ○ ○  ○ ○ 

 
出力する直流電圧の設定 

「5.3.3出力電圧の設定」 
    ○  ○ ○ 

 
出力する周波数の設定 

「5.3.4 出力周波数の設定 」 
○  ○  ○  ○  

 
出力オン時位相の設定 

「5.3.5 出力開始位相の設定」 
○  ○ ○ ○  ○ ○ 

 
出力する波形の選択 

「5.3.6波形の設定」 
○  ○ ○ ○  ○ ○ 

 

外部同期信号源の選択 

「4.7 出力を外部信号に同期させ

る」 

   ○    ○ 

 
外部入力ゲインの設定 

「4.9 外部信号を増幅する」 
 ○ ○   ○ ○  

 

出力ピーク電流のリミット値（正）の設

定 

「5.3.7電流ピーク値リミッタの設

定」 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

出力ピーク電流のリミット値（負）の設

定 

「5.3.7電流ピーク値リミッタの設

定」 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 
出力実効値電流のリミット値の設定 

「5.3.8電流実効値リミッタの設定」 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

その他の機能の利用，詳細な設定 

「表 5-4. MISC メニューの項目一

覧」 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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5.3.1 出力モードの設定 

表 5-2 に示す 2 つの動作モードと 4 つの信号源モードを組み合わせた，8 つの出力モードから選

択します。 

出力オン時にモードの切り換えを行うことはできません。出力オフの状態で設定してください。 

 

表 5-12. 出力モード一覧 

動作モード 信号源モード 出力モード 

交流(AC) 

内部(INT) AC-INT 

外部(EXT) AC-EXT 

内部+外部(ADD) AC-ADD 

外部同期(SYNC) AC-SYNC 

直流(AC+DC) 

内部(INT) AC+DC-INT 

外部(EXT) AC+DC-EXT 

内部+外部(ADD) AC+DC-ADD 

外部同期(SYNC) AC+DC-SYNC 

 

 

a) 動作モードの選択 

APS-1102Aは，交流(AC)／直流(AC+DC)の 2種類の動作モードを選択可能です。 

 

・交流 ： APS-1102A を交流定電圧源として使用します。設定値又は入力信号に比例した

電圧を負荷に供給します。直流分をキャンセルします。 

・直流 ： APS-1102A を直流定電圧源として使用します。設定値又は入力信号に比例した

電圧を負荷に供給します。 

 

b) 信号源の選択 

APS-1102A は，内部(INT)／外部(EXT)／内部+外部(ADD)／外部同期(SYNC)の 4 種類

の信号源モードを選択可能です。 

 

・内部信号源 ：APS-1102A の内部信号源を使用します。操作パネルのメニューで設

定した直流／交流を出力します。 

・外部信号源 ：リアパネルにある外部信号入力／外部同期信号入力端子(XT SIG 

IN／EXT SYNC IN)接続した外部信号源からの信号を，外部入力ゲイ

ン倍して出力します。 

・内部+外部信号源 ：上記の INT，EXTの信号源を加算した波形を出力します。 

・外部同期 ：リアパネルにある外部信号入力／外部同期信号入力端子(XT SIG 

IN／EXT SYNC IN)接続した外部同期信号(TTL)又は電源入力に同

期した交流と，直流を出力します。 
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APS-1102Aの信号源部分のブロック図を図 5-7に示します。 

 

 

図 5-7. 信号源部分のブロック図 

 

 操作手順 

SET メニューの  で選択します。 

出力モードの選択について 「3.4.2 出力モードを設定する」参照。 

 

5.3.2 出力電圧レンジの設定 

出力電圧レンジを，100 V 又は 200 Vから選択します。 

出力オン時に，出力電圧レンジを切り換えることはできません。 

 

出力電圧レンジの設定により，出力電圧設定，電流リミッタなどの設定範囲が異なります。 

 「表 4-2. 出力電圧レンジ別の各項目設定範囲」参照。 

 

出力電圧レンジの設定値は，動作モード(AC／AC+DC)で別々に保持します。 

 

 操作手順 

出力電圧レンジは，SET メニューの  で選択します。 

出力電圧レンジの選択について 

「3.4.3 出力電圧レンジを設定する」参照。 

「4.1.3 出力電圧レンジを設定する」参照。 

PLL To AMP CONTROL 

EXT INPUT GAIN EXT 
ADD 

INT 
ADD 
SYNC 

INT OSC 

EXT SIG IN 
EXT SYNC 

EXT 

LINE 
LINE 

SYNC 

SYSTEM CONTROL 
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5.3.3 出力電圧の設定  

動作モードに応じて，以下に示す出力電圧の設定が可能です。 

 

表 5-13. 出力電圧設定 

動作モード 設定項目 設定範囲 分解能 

交流モード 

(AC-INT， 

AC-ADD， 

AC-SYNC) 

交流電圧 

100 V レンジ 
0.0～155.0 Vrms 0.1 Vrms 

0.0～440.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

200 V レンジ 
0.0～310.0 Vrms 0.1 Vrms 

0.0～880.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

直流モード 

(AC+DC-INT， 

AC+DC-ADD， 

AC+DC-SYNC) 

直流電圧 
100 V レンジ -220.0～+220.0 V 0.1 V 

200 V レンジ -440.0～+440.0 V 0.1 V 

交流電圧 

100 V レンジ 
0.0～155.0 Vrms 0.1 Vrms 

0.0～440.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

200 V レンジ 
0.0～310.0 Vrms 0.1 Vrms 

0.0～880.0 Vp-p 0.1 Vp-p 

 

交流電圧波形選択が SIN（正弦波）／SQU（方形波）の場合，交流電圧設定は Vrms 単位で行

います。ARB（任意波形）1～16の場合は Vp-p単位で行います。 

 

 操作手順 

出力電圧 SET メニューの  「交流電圧」又は  「直流電圧」を選択し，数値を設定します。 

出力電圧の設定について 「3.4.5 出力電圧を設定する」参照。 

「4.1.4 出力電圧を設定する」参照。 
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5.3.4 出力周波数の設定  

交流電圧周波数を設定します。 

AC-SYNC，AC+DC-SYNCモード選択時，交流電圧周波数は設定できません。 

 

表 5-14. 出力周波数設定 

設定範囲 分解能 設定確度 

1.0 Hz～550.0 Hz 0.1 Hz 0.01%（1.0 Hz～550.0 Hz，235 ℃） 

 

出力周波数の設定範囲制限を使用する場合は 「3.4.7 リミッタ機能を使う」参照。 

 

 操作手順 

出力周波数は，SET メニューの  で数値を設定します。 

出力周波数の設定について 「3.4.6 出力周波数を設定する」参照。 

設定範囲制限について 「5.5.5 設定範囲制限 (LIMIT)」参照。 

 

 

AC-INTモードで40 Hz以下の周波数を設定した場合，出力電圧波形がひずんだり，直流オフ

セット電圧が出力される場合があります。 

 

5.3.5 出力開始位相の設定 

AC-INT，AC-ADD，AC-SYNC，AC+DC-INT，AC+DC-ADD，AC+DC-SYNC モード選択時，

出力オン時の内部信号源による交流電圧位相を設定できます。 

 

表 5-15. 出力開始位相設定 

 

設定範囲 分解能 

0.0 °～359.9 ° 0.1 ° 

 

 操作手順 

出力オン時位相は，SET メニューの  で数値を設定します。 

出力開始位相の設定について 

 「4.2.2 出力オン時位相を設定する」参照。 

 ！   注  意 
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5.3.6 波形の設定 

AC-INT，AC-ADD，AC-SYNC，AC+DC-INT，AC+DC-ADD，AC+DC-SYNC モード選択時，

出力する波形を正弦波，方形波，任意波（16種類）の中から選択可能です。 

任意波データは，USB インタフェース経由で APS-1102Aに送信します。 

 

 操作手順 

波形は，SET メニューの  で選択します。 

波形の設定について 「3.4.4 波形の設定 」参照。 

任意波の転送について  コントロールソフトウェアの取扱説明書を参照。 

 

 

5.3.7 電流ピーク値リミッタの設定 

電流ピーク値リミッタを，正負独立で設定します。 

設定電流以上の出力ピーク電流となったとき，出力電圧をクリップします。 

出力電圧及び出力周波数については，設定範囲制限が可能です。 

 「5.5.5設定範囲制限 (LIMIT)」参照。 

 

表 5-16. 電流ピーク値リミッタ設定範囲 

設定項目 設定範囲 分解能 初期値 

電流ピーク値 

リミッタ（正） 

100 V レンジ +10.0 A～+42.0 A 0.1 A +42.0 A 

200 V レンジ +5.0 A～+21.0 A 0.1 A +21.0 A 

電流ピーク値 

リミッタ（負） 

100 V レンジ -42.0 A～-10.0 A 0.1 A -42.0 A 

200 V レンジ -21.0 A～-5.0 A 0.1 A -21.0 A 

 

リミッタ設定値は，100 V／200 V レンジで別々に保持します。 

完全な定電流動作ではないため，負荷によっては指定したリミット値にならない場合があります。 

 

 操作手順 

SET メニューから以下のアイコンを選択し，数値を設定します。 

・電流ピーク値リミッタ（正） ：   

・電流ピーク値リミッタ（負） ：   

電流ピーク値リミッタの設定について 「3.4.7 リミッタ機能を使う」参照。 
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電流ピーク値リミッタは，負荷によってはオーバシュートになるなど，設定値通りのピーク電流値

にならない場合がありますので，注意してください。 

また誘導性負荷の場合は，リミッタが動作したことにより出力過電圧となり，保護が働く場合があ

ります。その場合は，電流ピーク値リミッタ設定値を正負共に小さくしてください。 

 

出力短絡など，急激に出力電流が流れた場合や，周波数が高い場合などは，リミッタの応答が

間に合わず，出力過電流保護が働く場合があります。 

 

 

5.3.8 電流実効値リミッタの設定 

出力実効値電流を制限します。 

設定値以上の出力実効値電流となったときは，出力電圧を抑制します。 

 

表 5-17. 電流実効値リミッタ設定範囲 

設定項目 設定範囲 分解能 初期値 

電流実効値 

リミッタ 

100 V レンジ 1.0 A～10.5 A 0.1 A 10.5 A 

200 V レンジ 1.0 A～5.3 A 0.1 A 5.3 A 

 

 操作手順 

SET メニューの  で数値を設定します。 

電流実効値リミッタの設定について 「3.4.7 リミッタ機能を使う」参照。 

 

 

 ！   注  意 

 ！   注  意 
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5.4 MEASURE 画面  

計測値ウインドウの MEASURE 画面は，計測表示選択（一部出力モードに依存）に応じた各項

目の計測値を表示します。 

出力電圧及び出力電流の計測値は，MISCメニューの「MEASURE」で設定した値を計測表示し

ます。 

 

表 5-18. MEASURE 画面の表示項目一覧 

項  目 単位 
計測表示

選択 
参照箇所 

 電圧実効値 Vrms RMS 

「5.4.1 出力電圧計測」 

 直流電圧値 V AVG 

 max電圧値 Vpk PEAK 

 min電圧値 Vpk PEAK 

 電流実効値 Arms RMS 

「5.4.2 出力電流計測 」 

 直流電流値 A AVG 

 max電流値 Apk PEAK 

 min電流値 Apk PEAK 

 電流ピーク値ホールド Apk PEAK 

 有効電力 W 常時表示 

「5.4.3 出力電力計測 」  皮相電力 VA 常時表示 

 無効電力 var 常時表示 

 同期周波数 Hz 

外部同期

モード時

のみ 

「5.4.7 外部同期周波数計測 」 

 負荷力率 なし 常時表示 「5.4.4 負荷力率計測」 

 負荷クレストファクタ なし 常時表示 「5.4.5 負荷クレストファクタ計測」 
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5.4.1 出力電圧計測  

MISC メニューの「MEASURE」で選択されている，実効値(RMS)／直流平均値(AVG)／ピーク

値(PEAK)のいずれかを表示します。 

初期設定（工場出荷時）では，実効値(RMS)を表示します。 

「3.4.9 計測機能を使う」 

 

a) 実効値  AC+DCの実効値 

・フルスケール： 250.0 Vrms：100 V レンジ 

 500.0 Vrms：200 V レンジ 

・表示分解能： 0.1 Vrms 

・計測確度： 45 Hz～65 Hzのとき 

  (0.5% of rdg +0.3 Vrms)：100 V レンジ 

  (0.5% of rdg +0.6 Vrms)：200 V レンジ 

 DC，40 Hz～550 Hzのとき 

  (0.7% of rdg +0.9 Vrms)：100 V レンジ 

  (0.7% of rdg +1.8 Vrms)：200 V レンジ 

  （235℃にて） 

 

b) 平均値  AC+DCの平均値（直流分を計測） 

・フルスケール： 250.0 V：100 V レンジ 

500.0 V：200 V レンジ 

・表示分解能： 0.1 V 

・計測確度： (|0.5% of rdg|+0.4 V)：100 V レンジ 

(|0.5% of rdg|+0.8 V)：200 V レンジ 

 （235℃にて） 

 

c) ピーク値  min電圧と max電圧を個別に表示 

・フルスケール： 250 Vpk：100 V レンジ 

500 Vpk：200 V レンジ 

・表示分解能： 1 Vpk 

・計測確度： (|1.5% of rdg|+3 Vpk)：100 V レンジ 

(|1.5% of rdg|+6 Vpk)：200 V レンジ 

  （参考値，235℃にて，45 Hz～65 Hzの正弦波） 
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5.4.2 出力電流計測  

MISC メニューの「MEASURE」で選択されている，実効値(RMS)／直流平均値(AVG)／ピーク

値(PEAK)のいずれかを表示します。 

初期設定（工場出荷時）では，実効値(RMS)を表示します。 

「3.4.9 計測機能を使う」 

 

a) 実効値  AC+DCの実効値 

・フルスケール： 15.00 Arms 

・表示分解能： 0.01 Arms 

・計測確度： 45 Hz～65 Hzのとき 

(0.5% of rdg +0.04 Arms) 

DC，40 Hz～550 Hzのとき 

(0.7% of rdg +0.08 Arms) 

（235 ℃にて，出力電流が最大電流の 5%～100%） 

 

b) 平均値  AC+DCの平均値（直流分を計測） 

・フルスケール： 15.00 A 

・表示分解能： 0.01 A 

・計測確度： (|0.5% of rdg|+0.08 A) 

（235 ℃にて，出力電流が最大電流の 5%～100%） 

 

c) ピーク値  min電流と max電流を個別に表示 

・フルスケール： 45.0 Apk 

・表示分解能： 0.1 Apk 

・計測確度： (|2% of rdg|+0.4 Apk) 

（参考値，235 ℃にて，45 Hz～65 Hzの正弦波） 

 

d) ピーク値ホールド  |max電流|及び|min電流|の最大値 

出力電流の最大ピーク値を保持します。 

リセット操作により，電流ピーク値ホールドが 0 Apkに戻ります。 

 「4.2 突入電流を測定する」 

 

・フルスケール： 45.0 Apk 

・表示分解能： 0.1 Apk 
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5.4.3 出力電力計測  

以下の出力電力値を常時表示します。 

 

a) 有効電力  

・フルスケール： 1200 W 

・表示分解能： 1 W 

・計測確度： 45 Hz～65 Hzのとき 

(2% of rdg +1 W) 

DCのとき 

(3% of rdg +12 W) 

（235 ℃にて，負荷力率 0.5～1，50 V以上，出力電流が最大電流

の 10%～100%） 

 

b) 皮相電力 出力電圧実効値×出力電流実効値により算出 

・フルスケール： 1400 VA 

・表示分解能： 1 VA 

・計測確度： 45 Hz～65 Hzのとき 

(2% of rdg +1 VA) 

DCのとき 

(3% of rdg +12 VA) 

（235 ℃にて，50 V以上，出力電流が最大電流の 10%～100%） 

 

c) 無効電力 皮相電力2－有効電力2 により算出 

・フルスケール： 1400 var 

・表示分解能： 1 var 

・計測確度：  (2% of rdg +1 var) 

（235 ℃にて，負荷力率 0～0.5，45 Hz～65 Hz，50 V以上，出力 

電流が最大電流の 10%～100%） 
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5.4.4 負荷力率計測 

有効電力／皮相電力より算出 

計測範囲を超えた場合，“”と表示されます。 

 

・計測範囲 ：0.00～1.00 

・表示分解能 ：0.01 

 

 

5.4.5 負荷クレストファクタ計測   

（|max電流|及び|min電流|の最大値）／電流実効値より算出 

計測範囲を超えた場合，“”と表示されます。 

 

・計測範囲 ：1.00～50.00 

・表示分解能 ：0.01 



 5 メニューの説明 

 

APS-1102A 5-27 

 

5.4.6 出力高調波電流計測 

出力高調波電流計測は，AC-INTモードで，周波数設定が 50 Hz／60 Hzのときのみ可能です。 

MISC メニューの「MEASURE」で HC1／HC2／HC3／HC4のいずれかを選択すると，高調波

計測ウインドウを表示します。 

このとき，出力高調波以外の計測は行いません。なお，本計測は IEC規格等に適合しておりま

せん。 

「4.3高調波電流を測定する」 

 

・計測範囲： 基本波の 40次まで 

・フルスケール： 15.00 Arms及び 500.0 % 

・表示分解能： 0.01 Arms及び 0.1 % 

・計測確度： 実効値にて 10次まで 

 ±(1% of rdg+0.08 Arms) 

実効値にて 11次以上 20次まで 

 ±(2% of rdg+0.08 Arms) 

実効値にて 21次以上 40次まで 

 ±(5% of rdg+0.08 Arms） 

（いずれも参考値，235℃にて） 

注：本計測は，IEC規格等には適合していません。 

 

5.4.7 外部同期周波数計測  

周波数計測値は，外部同期モード(AC-SYNC，AC+DC-SYNC)のみで表示します。 

「4.7 出力を外部信号に同期させる」参照。 

 

・計測範囲：  38.0 Hz～525.0 Hz 

・表示分解能： 0.1 Hz 

・計測確度：  ±0.2 Hz（235℃にて） 
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5.5 MISC メニュー  

このメニューから，各種機能の詳細を設定します。また，出力オン／オフも操作できます。 

 

5.5.1 シーケンス (SEQUENCE) 

SEQUENCE メニューを表示します。シーケンスの制御，プログラミング設定，シーケンスメモリ

のクリアを行います。 

 

a) CONTROL…（シーケンス制御） 

シーケンス動作の制御を，以下から選択します。 「4.4.4 シーケンス動作の制御」参照。 

 

表 5-19. CONTROL セレクトボックスの項目一覧 

セレクトボックスの項目 動 作 

START シーケンス動作の開始。Run状態に移行します。 

STOP シーケンス動作の停止。Idle状態に移行します。 

HOLD シーケンス動作の一時停止。Hold状態に移行します。 

BRAN0 ブランチステップで指定されたステップに分岐します。 

ブランチステップが指定されていない場合は無視されます。 BRAN1 

 

シーケンス制御のセレクトボックスは，出力オンのときのみ選択可能です。また，セレクト

ボックス表示中に出力オン／オフキーを押した場合には，セレクトボックスは閉じます。 
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b) PROGRAM（シーケンスプログラミング） 

シーケンスのプログラミングを行う「PROGRAM」画面を表示します。 

表 5-20～表 5-22の項目を，1ステップごとに設定します。 

シーケンスの保存は自動的に行われ，交流モードの 100 V レンジ及び 200 V レンジ，直流

モードの 100 V レンジ及び 200 Vレンジそれぞれ 1つずつのシーケンスを，メモリへ保存し

ます。 

シーケンスプログラミングの操作手順 4.4.3 シーケンスのプログラミング「」参照。 

 

表 5-20. PROGRAM 画面の項目一覧（1/3） 

項目名 項 目 動 作 

STEP ステップ番号 
設定するステップ番号を指定します。 

 設定範囲：1～255 

TIME ステップ時間 

指定したステップの継続時間を設定します。 

設定範囲 ：0.0001 s～999.9999 s 

設定分解能 ：0.0001 s (0.1 ms) 

※時間単位は，SYSTEM メニューの「TIME UNIT」で「s」

と「ms」を変更できます。 

「5.6.5時間単位の設定」参照。 

DC VOLT 

（AC+DC-INT 

のみ） 

直流電圧値 

直流モード時，直流電圧値を設定します。 

設定範囲はシーケンスデータ編集時のレンジ設定により

決まります。 

設定範囲：100 V レンジ：-220.0 V～+220.0 V 

200 V レンジ：-440.0 V～+440.0 V 

設定分解能：0.1 V 

直流動作種別 

指定した直流電圧値への変化の仕方を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONST ：指定値で出力 

・KEEP ：前ステップの終了値のまま出力 

・SWEEP ：前ステップの終了値で出力開始し，ステップ

終了時に指定値で出力するようにリニアス

イープ 

AC VOLT 

交流電圧値 

交流電圧値を設定します。 

設定範囲はシーケンスデータ編集時のレンジ設定により

決まります。 

設定範囲：100 V レンジ：0.0 Vrms～155.0 Vrms 

                        0.0 Vp-p～440.0 Vp-p 

    200 V レンジ：0.0 Vrms～310.0 Vrms 

                       0.0 Vp-p～880.0 Vp-p 

設定分解能：0.1 Vrms／0.1 Vp-p 

※電圧値は，任意波選択時のみ「Vp-p」で設定可能で

す。 

交流動作種別 

指定した交流電圧値への変化の仕方を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONST ：指定値で出力 

・KEEP ：前ステップの終了値のまま出力 

・SWEEP ：前ステップの終了値で出力開始し，ステッ

プ終了時に指定値で出力するようにリニアス

イープ 
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表 5-21. PROGRAM 画面の項目一覧（2/3） 

項目名 項 目 動 作 

FREQ 

交流周波数 

交流周波数を設定します 

設定範囲 ：1.0 Hz～550.0 Hz 

設定分解能：0.1 Hz 

交流周波数動作種

別 

指定した周波数への変化の仕方を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONST ：指定値で出力 

・KEEP ：前ステップの終了値のまま出力 

・SWEEP ：前ステップの終了値で出力開始し，ステッ

プ終了時に指定値で出力するようにリニアス

イープ 

WAVE 

波形 
出力する任意波形を選択します。 

設定範囲：SIN／SQU／ARB1～ARB16 

波形動作種別 

指定した波形への変化の仕方を設定します。 

以下の 2種類から選択します。 

・CONST ：指定した波形で出力 

・KEEP ：前ステップの波形のまま出力 

PHS 

位相 

出力開始位相を設定します。 

設定範囲：0.0 °～359.9 ° 

設定分解能：0.1 ° 

位相動作種別 

指定した位相への変化の仕方を設定します。 

以下の 2種類から選択します。 

・CONST ：指定した位相で出力 

・KEEP ：前ステップの位相のまま出力 

SYNC CODE 

ステップ同期出力 

ステップ実行中に同期して出力するコード（2ビット）を設定

します。ステップ同期出力を観測することにより，シーケン

スのステップ遷移が確認可能です。 

 外部制御入出力コネクタのピン 5(DOUT5)からビット 0，

ピン 6(DOUT6)からビット 1が出力されます。 

ステップ同期出力は以下の 4 種類から選択します（H／L

は，ビット 1，ビット 0の順で示します）。 

Idle状態時は，LLになります。 

・LL 

・LH 

・HL 

・HH 

ステップ同期出力 

動作種別 

ステップ同期出力の出力方法を指定します。 

以下の 2種類から選択します。 

・CONST ：指定したコードを出力 

・KEEP ：前ステップと同じコードを出力 

STOP PHS 

ステップ終了位相 

有効／無効 

ステップ終了位相の有効／無効を指定します。以下の 2

種類から選択します。 

・DISABLE ：無効（位相はステップ時間に依存します。） 

・ENABLE ：有効 

ステップ終了位相 

ステップ終了位相を設定します。 

設定範囲 ：0.0 °～359.9 ° 

設定分解能：0.1 ° 
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表 5-22. PROGRAM 画面の項目一覧（3/3） 

項目名 項 目 動 作 

STEP TERM ステップ終端 

ステップ終了後の動作を設定します。 

以下の 3種類から選択します。 

・CONT ：シーケンス継続 

・STOP ：Idle状態に移行 

・HOLD ：Hold状態に移行 

JUMP STEP ジャンプステップ 

ステップ終了後にジャンプするステップ番号を設定します。 

・0 ：次のステップ番号に移行 

・1～255 ：指定したステップ番号にジャンプ 

JUMP NUM ジャンプ回数 

JUMP STEPで指定したジャンプ動作を行う回数を設定し

ます。 

・0 ：無限回ジャンプ 

・1～999 ：指定した回数ジャンプ 

BRANCH0 ブランチステップ 0 

トリガ入力があった場合にジャンプするステップ番号を設

定します。 

ブランチステップは，BRANCH0とBRANCH1の 2種類を

設定可能です。 

［設定例］ 

ジャンプ先のステップで低い数値に SWEEP させた後

STOP に設定することにより，何か起こった場合に安全

な領域まで退避させて停止させるといった応用が可能

です。 

・0 ：ブランチ無効 

・1～255 ：指定したステップ番号にジャンプ 

BRANCH1 ブランチステップ 1 

 

 

c) MEMORY…（シーケンスメモリクリア） 

シーケンスメモリをクリアします。 

クリアされると，初期値が入ります。 

「4.4.5 シーケンスメモリのクリア 」参照。 

「表 3-1. 設定メモリ (1/3)」参照。 
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5.5.2 メモリ (MEMORY) 

メモリの制御を行う「MEMORY」画面を表示します。 

No.1～No.30 のストア／リコールメモリの記憶，保存（ストア）した設定を呼び出して（リコール）

使用することができます。 

ストア／リコールメモリの呼び出し操作は，出力がオフの場合のみ実行できます。 

ストア／リコールメモリについて 「4.8 メモリ機能を使う」参照。 

 

以下の操作を選択後，操作対象となるメモリ番号をセレクトボックスで指定します。 

 

・STORE...： 指定したメモリ番号に設定内容を保存します。 

・RECALL...： 指定したメモリ番号の設定内容を呼び出します。 

・CLEAR...： 指定したメモリ番号の設定内容をクリアします。 
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5.5.3 リモート (REMOTE) 

REMOTE メニューを表示します。リモート制御からローカルへの切り換え，インタフェースの切り

換え，RS232 インタフェースの通信パラメタの設定を行います。 

 

a) ローカル(LOCAL) 

USB インタフェース又は RS232 インタフェースを介したリモート制御から，パネル面で操作

するローカルへ切り換えます。 

リモート制御時のみ，RMTアイコンが表示されます。 

「6 リモート制御」参照。 

 

 操作手順 

a) 「LOCAL…」を選択し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒エグゼボックスが表示されます。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

エグゼボックス 

リモート時の表示 

 

b) 「EXEC」が選択されていることを確認し，
ENTER

 キーを押します。 

⇒ローカルに設定されます。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

ローカル時は 

何も表示されません 

 

---- コメント -------------------------------------------------------------- 

ローカルロックアウト時は LLOアイコンが表示されます。 

ローカルロックアウト時はパネル操作でローカルに切り換えることはできません。ローカル

ロックアウトを解除するためには，コンピュータで USBインタフェースの RENを偽にしてくだ

さい。 

------------------------------------------------------------------------- 
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c) インタフェース(INTERFACE) 

USB インタフェースと RS232 インタフェースを切り換えます。 

操作方法の詳細について 「6 リモート制御」参照。 

 

d) RS232 

RS232 インタフェースの通信パラメタの設定をします。 

操作方法の詳細について 「6 リモート制御」参照 

 

5.5.4 システム (SYSTEM) 

APS-1102Aシステムの設定を行う「SYSTEM」画面を表示します。 

システムメニューの詳細について 「5.6 システムメニュー 」参照。 
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5.5.5 設定範囲制限 (LIMIT) 

信号源モードが内部信号源モード(AC-INT，AC+DC-INT)及び内部+外部信号源モード

(AC-ADD，AC+DC-ADD)時に出力電圧及び出力周波数の設定範囲制限を，外部同期モード

(AC-SYNC，AC+DC-SYNC)に出力電圧の設定範囲制限を行う「LIMIT」画面を表示します。 

表 5-23の項目の数値を設定します。 

 「3.4.7 リミッタ機能を使う」参照。 

 

表 5-23. 設定範囲制限（LIMIT） 

項目名 設定項目 
出力電圧 

レンジ 
設定範囲 分解能 初期値 単位 

+Vo 正電圧設定制限 
100 V +0.1 ～ +220.0 0.1 +220.0 V 

200 V +0.1 ～ +440.0 0.1 +440.0 V 

-Vo 負電圧設定制限 
100 V -220.0 ～ -0.1 0.1 -220.0 V 

200 V -440.0 ～ -0.1 0.1 -440.0 V 

F Up 周波数上限設定制限 1.0 ～ 550.0 0.1 550.0 Hz 

F Lo 周波数下限設定制限 1.0 ～ 550.0 0.1 1.0 Hz 

 

 

 設定範囲制限は，交流ピーク値+直流がリミット対象となります。 

例えば，+Voを+200.0 V とした場合は，先に直流設定を 100.0 Vにしたとき，交流設定は

70.7 Vrms(100.0 Vpk)までとなります。 

 設定範囲制限は，現在設定している値を範囲外とするような設定はできません。 

 設定範囲制限は全出力モード共通の設定です。現在選択している出力モードの設定だけで

なく，他のモードの設定も制限の対象となります。（APS-1102Aは，出力モードごとに設定

を記憶しています。） 

選択している出力モードが AC-INTで，出力電圧が 100.0 Vrms以上にならないように設定

する場合を例に説明します。 

この場合，出力制限範囲を141.4 V(100.0 Vrms)にする必要がありますが，出力電圧を設

定可能な他の出力モード，AC-ADD，AC-SYNC，AC+DC-INT，AC+DC-ADD，

AC+DC-SYNCの出力電圧設定が 100.0 Vrms以下でないと，設定ができません。

AC-ADDで 110.0 Vrmsの設定となっていた場合，選択している AC-INTでの設定が 100.0 

Vrmsであっても，設定範囲制限は155.5 V (110.0 Vrms)以内にはできません。 

なお，メモリ及びシーケンスは，設定範囲制限の対象外です。 
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5.5.6 計測表示選択 (MEASURE) 

表示する計測値を，実効値(RMS)，直流平均値(AVG)，ピーク値(PEAK)，高調波電流(HC1～

HC4)から選択します。 

高調波電流を設定した場合は，実効値／直流平均値／ピーク値の計測を行いません。また，実

効値／直流平均値／ピーク値のいずれかを計測を設定した場合は，高調波電流計測を行いま

せん。 

計測表示選択について 「3.4.9 計測機能を使う」参照。 

高調波電流計測について 「4.3 高調波電流を測定する」参照。 

「5.4.6 出力高調波電流計測」参照。 

 

5.5.7 ピーク電流ホールド値リセット 

電流ピーク値ホールド計測値のリセットを行います。 

リセット操作により，電流ピーク値ホールド計測値が 0 Apkにリセットされ，新しいピーク値をホー

ルドします。 

ピーク電流ホールド値のリセットについて 「4.2.4 電流ピークホールド値をリセットする 」

参照。 
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5.5.8 出力オン／オフ  

APS-1102A の出力オン／オフは，フロントパネルの
OUTPUT

 キーで行いますが，MISC メニューか

らも制御が可能です。 

「3.4.8 出力のオン／オフ 」参照。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「OUTPUT」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

3.  キーを押して，「ON」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，出力がオンになり，出力オン／オフ LEDが点灯します。 

 

 

 

OUTPUT

 
OUTPUT

 

出力オフ 出力オン  

出力オン／オフ LED 点灯 
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5.5.9 ＤＣオフセットを調整する  

出力電圧を 0 Vに設定しても，出力に数 mV～数十 mVの DCオフセット電圧が現れる場合が

あります。DCオフセット調整機能により，このような直流電圧をゼロに近づけることができます。 

DC オフセット調整値は出力電圧レンジ及び AC，AC+DC モード別に 4 種類の値が保持されま

す。DCオフセット調整値の設定範囲を表 5-24に示します。 

 

表 5-24. DC オフセット調整値の設定範囲 

モード 最小値 最大値 分解能 初期値 単位 

AC -50.0 +50.0 0.1 0.0 mV 

AC+DC -250 +250 1 0 mV 

注：設定範囲は 100 V レンジ／200 V レンジで共通です。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「DC ADJUST」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して数値

を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

 

 

増 減 

 

 

4. 
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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5.6 システムメニュー  

APS-1102Aのシステム設定を行います。 

 

・KEYLOCK：  キーロック 

・BEEP：   ビープ 

・CONTRAST：  LCD コントラスト 

・COLOR：  LCD表示色 

・TIME UNIT：  時間単位 

・INIT OUT：  電源投入時出力オン／オフ 

・EXT CONTROL： 外部制御入力有効／無効 

・RESET...：  リセット 

・INFORMATION： システム情報の表示 

 

 

 「SYSTEM」画面の表示手順 

MISC メニュー  の「SYSTEM」を選択します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

  キーを押して，「SYSTEM」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 
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3. 
ENTER

 キーを押して，SYSTEM画面を表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. ，  キーを押して，行う動作を選択します。 
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5.6.1 キーロック 

APS-1102Aは，運転中の誤操作を防止する機能を備えています。 

キーロックをオンにすることにより，キーロックオフ操作以外のキー操作を無効にします。キー

ロック中もメニュー間の移動は可能ですが，キーロックオフ以外の変更の操作はできません。た

だし，OUTPUTキーによる出力オフ操作は，緊急時の対応のため有効になっています。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「KEYLOCK」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，キーロックをオンにするときは “ON”，オフにするときは

“OFF”までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 



 5 メニューの説明 

 

APS-1102A 5-43 

 

5.6.2 ビープ音 

ビープをオンにした場合，誤操作時，及びキー押下時，モディファイ操作時にビープ音を発生し

ます。保護機能関連エラー発生時は，ビープ音の設定に関わらず，警告音を発生します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「BEEP」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，ビープ音をオンにするときは“ON”，オフにするときは“OFF”

までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 
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5.6.3 LCD コントラストの調整 

動作環境に合わせて，LCD画面のコントラストを 100段階で設定可能です。 

ENTER キーと CANCEL キーを同時に押すことでも，調整エントリボックスを開くことができます。

このため，コントラストが不適切で LCD表示の文字が識別できない状況でも，コントラストの調整

が可能です。このとき，ディジットカーソルは 10の位に強制移動します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「CONTRAST」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，モディファイボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

モディファイボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，変更する桁までカーソルを移動し，MODIFY ダイヤルを回して，

数値を設定します。設定した値は直ちに反映されます。 

 

 

 

 

 

増 減 

 

 

4. すべての桁を設定したら，
CANCEL

 又は
EN TER

 キーを押してモディファイボックスを閉じます。 
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5.6.4 LCD 表示色の設定 

操作パネルの LCD画面の表示色を，白基調（白地に青文字），又は青基調（青地に白文字）の

2種類から選択できます。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「COLOR」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，青基調にするときは“BLUE”，白基調にするときは“WHITE”

までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4.  
EN TER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 
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5.6.5 時間単位の設定 

時間のパラメタを表示する際の単位を指定可能です。 

時間単位は s，又は msから選択します。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「TIME UNIT」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，表示させる単位までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4.  
EN TER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 
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5.6.6 電源投入時の出力オン／オフ 

APS-1102Aは，電源投入時に自動的に出力をオンにすることができます。 

ただしシステムロック直後に再起動した場合，この設定に関わらず出力オフの状態で起動しま

す。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「INIT OUT」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，オンにするときは“ON”，オフにするときは“OFF”までカーソ

ルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4.  
EN TER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 
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5.6.7 外部制御入力の有効／無効設定 

外部制御入力の有効／無効を設定します。外部制御入力を無効に設定した場合も，

APS-1102Aの状態は出力されます。 

外部制御入力の詳細について 「4.5 外部制御入出力コネクタによる制御」参照。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「EXT CONTROL」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

セレクトボックス 

 

 

3. ，  キーを押して，有効にするときは “ENABLE” ，無効にするときは

“DISABLE”までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. 
ENTER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 
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5.6.8 リセット機能  

基本設定を工場出荷時設定に戻します。 

出力オン時に APS-1102Aをリセットすることはできません。APS-1102Aのリセットは，出力オフ

の状態で行ってください。 

リセット後の設定値について 「3.2 電源投入時の表示及び初期設定」参照。 

 

 操作手順 

1. ，  キーを押して，「RESET…」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，エグゼボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 エグゼボックス 

 

 

3. 「EXEC」が選択されている状態で 
ENTER

 キーを押すと，APS-1102A がリセットされま

す。 

 

5.6.9  システム情報  

「SYSTEM」画面で「INFORMATION」を選択することにより，ファームウエアのバージョン番号

などのシステム情報を表示します。 

バージョン番号の表示操作手順について 「8.4 バージョン番号の確認方法」参照。 
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6.1 リモートインタフェース 

本器はリモートインタフェースを備えており，コンピュータなどによるリモート制御が可能です。操

作パネルからできるほとんどの制御は，リモート制御によっても可能です。また，設定値やエラー

などの内部状態を読み出すこともできます。 

USB インタフェースを使うときは，USB インタフェースが装備されているパーソナルコンピュータ

などを用意してください。このコンピュータに USBTMC ドライバをインストールしてください。通常，

このドライバはサブクラス USB488 をサポートしていて，USB 上で GPIB とほぼ同じ制御を行う

ことができます。このドライバは，VISA ライブラリを提供する各社のハードウェア製品，またはソ

フトウｪア製品に含まれています。VISA ライブラリのライセンスをお持ちでない方は，別途入手す

る必要があります。 

VISA：Virtual Instrument Software Architecture 

 

6.1.1 USB 

この製品は USB Test and Measurement Class(USBTMC)に準拠しています。通常，

USBTMCクラスドライバはサブクラス USB488をサポートしていて，USB上でGPIBとほぼ同じ

制御を行うことができます。 

 

 準備 

制御に使用するコンピュータに USBTMC クラスドライバがインストールされている必要があ

ります。USBTMC クラスドライバは，VISA ライブラリを提供する各社のハードウェア製品，

ソフトウェア製品に含まれています。 

 

 操作手順 

1. システムメニューを開き「REMOTE」画面を開きます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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2. ，  キーを押して，「INTERFACE」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. ，  キーを押して，「USB」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

5. 
ENTER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 

 

6. 市販の Aプラグ-BプラグUSBケーブルでこの製品とコンピュータを接続してください。この製

品の USB コネクタはリアにあります。 

 

---- コメント --------------------------------------------------------------------- 

 電源変動があるところやノイズが多いところでの使用は避けてください。 

 シールドが充分された，短いケーブルの使用を推奨します。 

 USBハブを使用した場合，正しく通信できない場合があります。 

 USB通信中に電源オフしないでください。 

---------------------------------------------------------------------------------  
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 USB IDについて 

システム内に複数の APS-1102A プログラマブル AC/DC電源を USB で接続した場合に，

アプリケーションから個体を識別するために使用します。USB ID は次のフォーマットで表さ

れます。 

 USB0::[Vendor番号]::[Product番号]::[Serial番号]::INSTR 

Vendor番号 ： 8530 (0x2184)固定 

Product番号 ： 57 (0x0039)固定 

Serial番号 ： 製品個体毎に一意の番号（シリアル番号）が設定されています。 

 

 

6.1.2 RS232 

インタフェース仕様は 「9.12 外部インタフェース」を参照してください。 

 

 操作手順① 

以下の手順で RS232 を有効にします。 

 

1. システムメニューを開き「REMOTE」画面を開きます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

2. ，  キーを押して，「INTERFACE」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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3. 
ENTER

 キーを押して，セレクトボックスを表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. ，  キーを押して，「RS232」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

5. 
ENTER

 キーを押すと，設定を完了します。
CANCEL

キーで，設定をキャンセルします。 

 

6. D-sub 9-pinクロスケーブルでこの製品とコンピュータを接続してください。この製品のコ

ネクタはリアにあります。 

 

 

 操作手順② 

通信パラメタを以下の手順で設定します。 

 

1. システムメニューを開き「REMOTE」画面を開きます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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2. ，  キーを押して，「RS232」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，「RS232」画面を開きます。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

4. 各項目を設定します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

 

 

---- コメント ----------------------------------------------------------------  

 電源変動があるところやノイズが多いところでの使用は避けてください。 

 ケーブルの着脱は，この製品・コンピュータ共，電源オフの状態で行ってください。 

 バイナリ転送には対応していません。 

 任意波データの転送は，USB インタフェース経由で行ってください。 

---------------------------------------------------------------------------- 
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6.2 コマンド一覧 

APS-1102Aのコマンド一覧を表 6-1～表 6-10に，APS-1102Aで対応する IEEE488.2 共通コ

マンドを表 6-11に示します。 

表 6-1～表 6-11 で使用している記号の意味は，それぞれ以下の通りです。なおキーワードの小

文字部分は，省略可能であることを示しています。 

 

・角かっこ（[ ]）は，省略可能なキーワードを示します。（暗示キーワード） 

・縦棒（ | ）は，複数のキーワードから一つを選択することを示します。 

 

表 6-1. コマンド一覧（SOURceサブシステム）（1/2） 

機 能 コマンド 

電流実効値リミッタ [SOURce:]CURRent:LIMit:RMS 

出力平均電流リミッタ [SOURce:]CURRent:LIMit:AVErage 注 

電流ピーク値リミッタ（正） [SOURce:]CURRent:LIMit:PEAK:HIGH 

電流ピーク値リミッタ（負） [SOURce:]CURRent:LIMit:PEAK:LOW 

出力周波数 [SOURce:]FREQuency[:IMMediate] 

周波数上限設定制限 [SOURce:]FREQuency:LIMit:HIGH 

周波数下限設定制限 [SOURce:]FREQuency:LIMit:LOW 

出力波形 [SOURce:]FUNCtion[:SHAPe][:IMMediate] 

出力モード [SOURce:]MODE 

同期信号源（外部同期モード時） [SOURce:]PHASe:CLOCk 

出力開始時の位相 [SOURce:]PHASe[:IMMediate] 

シーケンスの状態 [SOURce:]SEQuence:CONDition? 

実行中のステップ番号 [SOURce:]SEQuence:CSTep? 

シーケンスステップの最大ステップ数 [SOURce:]SEQuence:LEN? 

SEQ:STEP で指定したステップの

ジャンプ回数 
[SOURce:]SEQuence:COUNt? 

シーケンスメモリのクリア [SOURce:]SEQuence:DELete 

ステップ実行パラメタ [SOURce:]SEQuence:EPARameter 

ステップ遷移パラメタ [SOURce:]SEQuence:TPARameter 

シーケンス編集対象のステップ番号 [SOURce:]SEQuence:STEP 

交流出力電圧 [SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] 

出力電圧上限設定制限 [SOURce:]VOLTage:LIMit:HIGH 

出力電圧下限設定制限 [SOURce:]VOLTage:LIMit:LOW 

直流出力電圧 

（ AC+DC-INT ， AC+DC-ADD ， 

AC+DC-SYNCモード時） 

[SOURce:]VOLTage:OFFSet[:IMMediate] 

注：APS-1102 との互換コマンドです（ 6-20 ページ「■[SOURce:]CURRent:LIMit:AVErage」参

照）。 
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表 6-2. コマンド一覧（SOURceサブシステム）（2/2） 

機 能 コマンド 

DCオフセット電圧調整 

（ AC-INT ， AC-ADD ， AC -SYNC

モード時） 

[SOURce:]VOLTage:ADJust:OFFSet:AC 

DCオフセット電圧調整 

（ AC+DC-INT ， AC+DC-ADD ， 

AC+DC-SYNCモード時） 

[SOURce:]VOLTage:ADJust:OFFSet:DC 

出力電圧レンジ [SOURce:]VOLTage:RANGe 

 

 

表 6-3. コマンド一覧（MEASure サブシステム） 

機 能 コマンド 

出力電流実効値 MEASure[:SCALar]:CURRent[:AC]? 

出力電流の最大ピーク値 MEASure[:SCALar]:CURRent:HIGH? 

出力電流の最小ピーク値 MEASure[:SCALar]:CURRent:LOW? 

出力電流ピーク値ホールド MEASure[:SCALar]:CURRent:AMPLitude:MAX? 

出力電流ピーク値ホールドリセット MEASure[:SCALar]:CURRent:AMPLitude:RESet 

出力電流平均値 MEASure[:SCALar]:CURRent:AVErage? 

負荷クレストファクタ MEASure[:SCALar]:CURRent:CREStfactor? 

出力高調波電流［Arms］ MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic[:AMPLitude]? 

出力高調波電流［%］ MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic:RATio? 

外部入力信号周波数 MEASure[:SCALar]:FREQuency? 

皮相電力 MEASure[:SCALar]:POWer:AC:APParent? 

出力力率 MEASure[:SCALar]:POWer:AC:PFACtor? 

無効電力 MEASure[:SCALar]:POWer:AC:REACtive? 

有効電力 MEASure[:SCALar]:POWer:AC[:REAL]? 

出力電圧実効値 MEASure[:SCALar]:VOLTage[:AC]? 

出力電圧の最大ピーク値 MEASure[:SCALar]:VOLTage:HIGH? 

出力電圧の最小ピーク値 MEASure[:SCALar]:VOLTage:LOW? 

出力電圧平均値 MEASure[:SCALar]:VOLTage:AVErage? 

 

 

表 6-4. コマンド一覧（DISPlayサブシステム） 

機 能 コマンド 

計測表示選択 DISPlay[:WINDow]:MEASure:MODE 
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表 6-5. コマンド一覧（STATus サブシステム） 

機 能 コマンド 

オペレーション コンディション レジスタ STATus:OPERation:CONDition? 

オペレーション イベント イネーブル レジスタ STATus:OPERation:ENABle 

オペレーション イベント レジスタ STATus:OPERation[:EVENt]? 

オペレーション トランジション フィルタ 
STATus:OPERation:NTRansition 

STATus:OPERation:PTRansition 

ワーニング イベント コンディション レジスタ STATus:WARNing:CONDition? 

ワーニング イベント イネーブル レジスタ STATus:WARNing:ENABle 

ワーニング イベント レジスタ STATus:WARNing[:EVENt]? 

ワーニング イベント トランジション フィルタ 
STATus:WARNing:NTRansition 

STATus:WARNing:PTRansition 

 

表 6-6. コマンド一覧（OUTPut サブシステム） 

機 能 コマンド 

出力オン／オフ OUTPut[:STATe] 

 

 

表 6-7. コマンド一覧（INPut サブシステム 

機 能 コマンド 

外部入力ゲイン INPut:GAIN 

 

 

表 6-8. コマンド一覧（TRACe サブシステム） 

機 能 コマンド 

任意波形名称リスト TRACe:CATalog? 

任意波形データ送受信 TRACe[:DATA] 

任意波形メモリのクリア TRACe:DELete:[NAME] 
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表 6-9. コマンド一覧（SYSTemサブシステム） 

機 能 コマンド 

ビープ音オン／オフ SYSTem:BEEPer:STATe 

外部制御入力有効／無効 SYSTem:CONFigure:EXTIO 

エラーの問合わせ SYSTem:ERRor? 

電源投入時出力 SYSTem:PON[:OUTPut] 

シーケンスステップ実行時間の単位 SYSTem:TUNit 

ワーニング解除 SYSTem:WRELease 

 

 

表 6-10. コマンド一覧（PROGram サブシステム） 

機 能 コマンド 

シーケンス動作の制御 PROGram[:SELected]:EXECute 
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表 6-11. 共通コマンド一覧（共通コマンドとクエリ） 

共通コマン

ドとクエリ 
名 称 機 能 

*CLS クリアコマンド 
スタンダード イベント レジスタ他をクリアし

ます。 

*ESE スタンダード イベント イネーブル コマンド 
スタンダード イベント イネーブル レジスタ

を設定します。 

*ESR? スタンダード イベント レジスタ クエリ 
スタンダード イベント レジスタを問合わせ

ます。 

*IDN? アイデンティフィケーションクエリ デバイスの識別情報を問合わせます。 

*OPC オペレーション コンプリート コマンド 

デバイスの動作が完了したとき，スタン

ダード イベント レジスタのオペレーション 

コンプリート メッセージ(OPC)を発生させま

す。 

*RCL リコールコマンド 
指定した設定メモリの内容が読み出されま

す。 

*RST リセットコマンド 

デバイスリセットを実行します。 

※本器では，設定メモリの初期化と同等の

処理を行います。 

*SAV ストアコマンド 指定した設定メモリの内容を保存します。 

*SRE サービス リクエスト イネーブル コマンド 
サービス リクエスト イネーブル レジスタの

設定を問合わせます。 

*STB? リード ステータス バイト クエリ 
ステータスバイトとマスタ サマリ ステータス 

ビットを問合わせます。 

*TST? セルフテストクエリ 

デバイスの自己診断を実行し，その結果を

返します。 

※本器では，常に 0 を応答します。 

*WAI ウエイト トゥ コンティニュー コマンド 
全てのオペレーションが完了するまで，機

器を待ち状態にします。 
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a) 入力バッファ 

 コマンドは，入力バッファの容量（10,000文字）まで，一度に送ることができます。 

 送られたコマンドは，一度入力バッファに蓄えられ，順に解釈，実行されます。 

 解釈，実行時，規定外のコマンドが発見されるとエラーとなり，それ以降は実行さ

れません。 

 解釈，実行が終わると入力バッファがクリアされ，次のコマンドを入力することがで

きるようになります。 
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6.3 コマンド解説 

6.3.1 言語の概要 

APS-1102Aのコマンドは，IEEE488.2 ならびに SCPI (VERSION 1999.0)に準拠しています。 

 

a) SCPIについて 

SCPI は，PC と測定機器間で行う通信の方法を定義しています。SCPI に関する一般的な

情報については，別途文献などを参照してください。 
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b) SCPIデータフォーマット 

APS-1102Aに送られるコマンドメッセージや応答メッセージは，すべて「ASCII」形式です。 

 

表 6-12. 数値データフォーマット 

シンボル データフォーマット 

<NR1> 小数点を持たない数値（最尐桁の右側が小数点位置） 例：273 

<NR2> 明示的に小数点を備えた数値 例：.0273 

<NR3> 明示的に小数点を備えた指数形式の数値 例：2.73E-2 

<Bool> ブーリアン値（論理値） 例： 0 | 1 又は ON | OFF など 

 

 

表 6-13. 文字データフォーマット 

シンボル データフォーマット 

<CRD> 文字形式 例：SIN 

<SRD> ダブルクォーテーションで囲まれた文字列形式 例："No error" 

 

 

 バイナリ ブロック データフォーマット 

バイナリ ブロック データフォーマットを図 6-1に示します。 

 

 

図 6-1. バイナリブロックデータ 

 

「0 以外の数字」エレメントの値は，その後に続く「数字」エレメントの個数を示します。「

数字」エレメントの値は，その後に続く「8 ビットデータバイト」エレメントの個数を示して

います。 

例えば，4個の 8ビットデータバイト<DAB>を送る場合は次のようになります。 

 

   #14<DAB><DAB><DAB><DAB> 

 

c) 共通コマンド 

共通コマンドは，機器のリセットやステータスなど機器の総合的な機能のコントロールを行う

為のコマンドです。共通コマンドは，先頭にアスタリスク（*）が付いたアルファベット 3 文字で

構成されます。 
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d) サブシステムコマンド 

サブシステムコマンドは，機器の特定の機能を実行するためのコマンドです。 

サブシステムコマンドは，計測器内部の機能グループに対応させて，いくつかのセットにグ

ループ分けされています。各サブシステムコマンドは，階層化構造を持っており，コロン（：）

がパスセパレータとして定義されています。 

 

1) SCPI コマンドツリー 

サブシステムコマンドの階層化構造を示したコマンドツリーの一部を，図 6-2 に示しま

す。コマンドツリーの全体像については，図 6-3を参照してください。 

 

 

図 6-2. コマンドツリーの一部 

 

 ルート(root)レベルについて 

コマンドツリーのトップレベルが，ルート(root)です。SCPIでは以下のような場合に，

カレントパスがルートに設定されます。 

 

○機器の電源がオンになった直後 

 

○機器が「ルートスペシファイア」を受け取ったとき 

ルートスペシファイアとは，コマンド文字列の先頭に付けられたコロン（：）で，「カ

レントパスをルートに設定する」ことを意味します。 

 

○機器が「メッセージターミネータ」を受け取ったとき 

メッセージターミネータとは，SCPI メッセージの最後にある改行文字(LF)で，機

器がメッセージターミネータを受け取るとカレントパスを rootレベルに戻します。 

 

 カレントパス 

カレントパスとは，コマンドツリー内の各コマンドレベルで，ユーザがコマンドを送っ

たときに，まず初めに探しに行くコマンドレベルを指します。 
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2) パスセパレータ 

パスセパレータ（：）は，現在のキーワードと次の下位レベルのキーワードとの間を区切

ります。コマンド文字列でコロン（：）を検出するたびに，カレントパスが 1 レベル下に移

動します。 

ただしコマンド文字列の先頭にコロン（：）が使用された場合，「カレントパスをルートに

設定する」ことを意味します。なお先頭のコロン（：）は，任意に省略することができま

す。 

セミコロン（；）でコマンド文字列を区切ると，カレントパスを変更せずに，同じレベルの

サブシステムコマンドにアクセスすることができます。 

 

:SOUR:FREQ 50 

  SOURce サブシステムに属する FREQuency コマンド 

 SOURce サブシステムのコマンド（SOURce はルートコマンド） 

カレントパスをルートに設定 
 

3) コマンド文字列の簡略化 

コマンド構文では，コマンド（一部のパラメタを含む）を，英字の大文字と小文字の組み

合わせで表記しています。このうち英字の大文字は，コマンドの省略形を示していま

す。 

ただし，コマンド構文では便宜上英字の大文字と小文字を区別していますが，実際に

は大文字と小文字は区別されません。下記の①～③はすべて受け入れられますが，

④と⑤はエラーになります。 

 

ex) SOURce:FREQuency? 

 

 ○ ① "SOUR:FREQ?" 

 ○ ② "SOURCE:FREQUENCY?" 

 ○ ③ "sour:freq?" 

 × ④ "SOURC:FREQUE?" 

 × ⑤ "sou:frequency?" 
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4) 暗示キーワード 

角かっこ「[ ]」の中のキーワードは，暗示キーワードを示しており省略することができま

す。 

下記の①～⑤のコマンド文字列は，すべて同じ設定を機器に対して行います。 

 

ex) [:SOURce]:VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] 

 

 ① ":SOUR:VOLT:LEV:IMM:AMPL  10" 

 ② ":VOLT:LEV:IMM:AMPL  10" 

 ③ ":VOLT:LEV  10" 

 ④ ":VOLT  10" 

 ⑤ ":SOUR:VOLT:AMPL  10" 
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6.3.2 コマンド詳細説明 

各コマンドの機能とコマンド構文を説明します。 

 

a) 記号の意味 

・三角かっこ「< >」 三角かっこの中にはパラメタの略語が入ります。 

たとえば<NR1>は，数値データの形式（NR1型）を示します。 

・縦棒「｜」 縦棒は代替パラメタを示すときに使われます。 

 たとえば「FIX|STEP」は，パラメタとして「FIX」あるいは「STEP」のい

ずれも使用できることを示します。 

・角かっこ「[ ]」 角かっこの中はオプションヘッダです。 

 たとえば「[SOURce:]LIST」は，「SOURce:」が省略可能であることを

示します。 

・ボールド（太字） 太字体はコマンド定義の際に文法表示を強調するため， 

 TRIGger:SOURCe<NRf>のように使用します。 

・▲ スペースの存在を明示的に示したい場合に使用します。 

 

 

b) 備考 

・APS-1102A コマンドにはコマンドとクエリの両方が含まれていますが，ここでは便宜的に

これらをまとめてコマンドと呼んでいます。なおキーワードに "?" が付いているものがクエ

リです。 

・各コマンドに対する応答メッセージにヘッダは付きません。 

 

 

c) SOURceサブシステム 

 

 [SOURce:]CURRent:LIMit:RMS 

出力実効値電流の上限を設定します。電流実効値リミッタの設定範囲は，100 V レンジの場

合 1.0 A～10.5 A，200 V レンジの場合 1.0 A～5.3 Aです。 

 

文 法 ：[SOURce:]CURRent:LIMit:RMS▲<NR2> 

パラメタ ：1.0～10.5 (1.0～5.3) 

設定例 ：CURR:LIM:RMS 5 

問い合わせ例 ：CURR:LIM:RMS? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：5.0 
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 [SOURce:]CURRent:LIMit:AVErage 

出力実効値電流の上限を設定します。電流実効値リミッタの設定範囲は，100 V レンジの場

合 1.0 A～10.5 A，200 V レンジの場合 1.0 A～5.3 Aです。APS-1102 とのコマンド互換を

保つため，APS-1102 の電流平均値リミッタのコマンドを APS-1102A の電流実効値リミッタ

のコマンドとして使用できます。 

 

文 法 ：[SOURce:]CURRent:LIMit:AVErage▲<NR2> 

パラメタ ：1.0～10.5 (1.0～5.3) 

設定例 ：CURR:LIM:AVE 5 

問い合わせ例 ：CURR:LIM:AVE? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：5.0 

 

 [SOURce:]CURRent:LIMit:PEAK:HIGH 

出力ピーク電流（正極性）の上限を設定します。電流ピーク値リミッタ（正極性）の設定範囲は，

100 V レンジの場合 10.0 A～42.0 A，200 V レンジの場合 5.0 A～21.0 Aです。 

 

文 法 ：[SOURce:]CURRent:LIMit:PEAK:HIGH▲<NR2> 

パラメタ ：10.0～42.0 (5.0～21.0) 

設定例 ：CURR:LIM:PEAK:HIGH 10 

問い合わせ例 ：CURR:LIM:PEAK:HIGH? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：10.0 

 

 [SOURce:]CURRent:LIMit:PEAK:LOW 

出力ピーク電流（負極性）の上限を設定します。電流ピーク値リミッタ（負極性）の設定範囲は，

100 V レンジの場合-42.0 A～-10.0 A，200 V レンジの場合-21.0 A～-5.0 Aです。 

 

文 法 ：[SOURce:]CURRent:LIMit:PEAK:LOW▲<NR2> 

パラメタ ：-10.0～-42.0 (-5.0～-21.0) 

設定例 ：CURR:LIM:PEAK:LOW -10 

問い合わせ例 ：CURR:LIM:PEAK:LOW? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：-10.0 
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 [SOURce:]FREQuency[:IMMediate]  

出力周波数を設定します。AC-EXT／AC-SYNC／AC+DC-EXT／AC+DC-SYNCモードで

は，周波数設定を行うことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

周波数の設定範囲は，1.0 Hz～550.0 Hzです。 

 

文 法 ：[SOURce:]FREQuency[:IMMediate]▲<NR2> 

パラメタ ：1.0～550.0 

設定例 ：FREQ 50 

問い合わせ例 ：FREQ? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：50.0 

 

 [SOURce:]FREQuency:LIMit:HIGH 

設定可能な周波数の上限を設定します。ただし，既に設定されている周波数以下の値を設定

することはできません。（[5,"Out of Limiter"]エラーが発生します。） 

制限値の設定範囲は，1.0 Hz～550.0 Hzです。 

 

文 法 ：[SOURce:]FREQuency:LIMit:HIGH▲<NR2> 

パラメタ ：1.0～550.0 

設定例 ：FREQ:LIM:HIGH 550 

問い合わせ例 ：FREQ:LIM:HIGH? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：550.0 

 

 [SOURce:]FREQuency:LIMit:LOW 

設定可能な周波数の下限を設定します。ただし，既に設定されている周波数以上の値を指定

することはできません。（[5,"Out of Limiter"]エラーが発生します。） 

制限値の設定範囲は，1.0 Hz～550.0 Hzです。 

 

文 法 ：[SOURce:]FREQuency:LIMit:LOW▲<NR2> 

パラメタ ：1.0～550.0 

設定例 ：FREQ:LIM:LOW 50 

問い合わせ例 ：FREQ:LIM:LOW? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：50.0 
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 [SOURce:]FUNCtion[:SHAPe][:IMMediate] 

出力波形を設定します。出力波形の設定は，SIN／SQU／ARB1～ARB16から選択しま

す。 

外部信号源モード(AC-EXT／AC+DC-EXT)では，出力波形の設定を行うことはできません。

（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]FUNCtion[:SHAPe][:IMMediate]▲<CRD> 

パラメタ ：SIN／SQU／ARB1～16 

設定例 ：FUNC SIN 

問い合わせ例 ：FUNC? 

応答形式 ：<CRD> 

応答例 ：SIN 

 

 [SOURce:]MODE 

出力モードを設定します。出力モードは，交流(AC)／直流(AC+DC)の動作モードと，内部

(INT)／外部(EXT)／内部+外部(ADD)／外部同期(SYNC)の信号源モードの組合せにより，

8種類あります。出力モードの設定は AC-INT／AC-EXT／AC-ADD／AC-SYNC／

AC+DC-INT／AC+DC-EXT／AC+DC-ADD／AC+DC-SYNCのいずれかです。 

ただし，出力オン中に出力モードの変更を行うことはできません。（[1,"Invalid with output 

on"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]MODE▲<CRD> 

パラメタ ：AC-INT／AC-EXT／AC-ADD／AC-SYNC／ACDC-INT 

ACDC-EXT／ACDC-ADD／ACDC-SYNC 

設定例 ：MODE ACDC-INT 

問い合わせ例 ：MODE? 

応答形式 ：<CRD> 

応答例 ：ACDC-INT 
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 [SOURce:]PHASe:CLOCk 

外部同期モード(AC-SYNC／AC+DC-SYNC)時に使用する，同期信号源を設定します。同

期信号源の設定は，LINE（ライン同期）／EXT（外部同期）のいずれかです。ただし，出力オ

ン中に同期信号源の変更を行うことはできません。（[1,"Invalid with output on"]エラーが発

生します。） 

AC-SYNC／AC+DC-SYNCモード以外では，同期信号源の設定を行うことはできません。 

（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]PHASe:CLOCk▲<CRD> 

パラメタ ：LINE／EXT 

設定例 ：PHAS:CLOC EXT 

問い合わせ例 ：PHAS:CLOC? 

応答形式 ：<CRD> 

応答例 ：EXT 

 

 [SOURce:]PHASe[:IMMediate] 

出力開始時の位相を設定します。位相の設定範囲は，0.0 °～359.9 °です。ただし，出力オ

ン中に位相の変更を行うことはできません。（[1,"Invalid with output on"]エラーが発生しま

す。） 

外部信号源モード(AC-EXT／AC+DC-EXT)では，出力開始時の位相を設定できません。 

（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]PHASe[:IMMediate]▲<NR2> 

パラメタ ：0.0～359.9 

設定例 ：PHAS 90 

問い合わせ例 ：PHAS? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：90.0 

 

 [SOURce:]SEQuence:CONDition? 

シーケンスの状態を返します。応答メッセージは 0（Idle状態）／1（Run状態）／2（Hold状

態）のいずれかです。 

 

文 法 ：[SOURce:]SEQuence:CONDition? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：SEQ:COND? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：0 
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 [SOURce:]SEQuence:CSTep? 

実行中のステップ番号を返します。応答範囲は-1,1～255です。Idle状態では-1を返します。 

 

文 法 ：[SOURce:]SEQuence:CSTep? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：SEQ:CST? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：2 

 

 [SOURce:]SEQuence:LEN? 

シーケンスステップの最大ステップ数を返します。常に 255を返します。 

 

文 法 ：[SOURce:]SEQuence:LEN? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：SEQ:LEN? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：255 

 

 [SOURce:]SEQuence:COUNt? 

SEQ:STEP で指定したステップのジャンプ回数を返します。ステップジャンプ回数の応答範

囲は，-1～999 です。Idle 状態では-1 を返します。 

 

文 法 ：[SOURce:]SEQuence:COUNt? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：SEQ:COUN? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：2 
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 [SOURce:]SEQuence:DELete 

シーケンスメモリをクリアします。このコマンドを実行すると，全てのシーケンスステップの設定

をクリアします。 

ただし，シーケンスメモリは，動作モード(AC／AC+DC)と出力電圧レンジ(100 V／200 V)の

組み合わせで 4セットあり，それぞれ一つずつシーケンスを保存しています。このコマンドでク

リアされるシーケンスメモリは，4セットのうち選択されている 1 メモリのみです。 

AC-EXT／AC-SYNC／AC+DC-EXT／AC+DC-SYNCモードでは，シーケンスメモリのクリ

アを行うことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]SEQuence:DELete▲<NR1> 

パラメタ ：1 

設定例 ：SEQ:DEL 1 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

 [SOURce:]SEQuence:EPARameter 

ステップ実行パラメタを設定します。 

あらかじめ SEQ:STEP（ 6-27ページ「■ [SOURce:]SEQuence:STEP」参照）で，対象の

シーケンスステップを設定する必要があります。 

ただし，第 1パラメタ（直流電圧）と第 2パラメタ（直流電圧の動作種別）は，AC+DCモードで

のみ有効です。ACモードでは，ダミーの値を設定してください。ACモード時の問合せでは，

それぞれ 0を返します。 

第 3パラメタは，第 7パラメタで設定する波形によって単位が変わります。正弦波(SIN)及び

方形波(SQU)は Vrms，任意波(ARB)は Vp-p となります。 

AC-EXT／AC-ADD／AC-SYNC／AC+DC-EXT／AC+DC-ADD／AC+DC-SYNCモード

では，ステップ実行パラメタの設定／問合せを行うことはできません。（[3,"Invalid in this 

mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法：SOURce:]SEQuence:EPARameter▲<NR2>,<NR1>...... 

第 1パラメタ（直流電圧 [V]） 

型 <NR2> 

範囲 -220.0～220.0 (-440.0～440.0) 

第 2パラメタ（直流電圧の動作種別） 

型  <NR1> 

範囲  0 (CONST)／1 (KEEP)／2 (SWEEP) 

第 3パラメタ（交流電圧 [Vrms]／[Vp-p]） 

※第 7パラメタで設定する波形によって，単位が変わります。 

型  <NR2> 

範囲  0.0～155.0 [Vrms]／0.0～440.0 [Vp-p] 

(0.0～310.0 [Vrms]／0.0～880.0 [Vp-p]) 
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第 4パラメタ（交流電圧の動作種別） 

型  <NR1> 

範囲  0 (CONST)／1 (KEEP)／2 (SWEEP) 

第 5パラメタ（周波数） 

型  <NR2> 

範囲  1.0～550.0 

第 6パラメタ（周波数の動作種別） 

型  <NR1> 

範囲  0 (CONST)／1 (KEEP)／2 (SWEEP) 

第 7パラメタ（波形） 

※第 7 パラメタの設定により，第 3 パラメタの交流電圧設定単位が変わ

ります。 

型  <NR1> 

範囲  0 (SIN)／1 (SQU)／2～17 (ARB1～ARB16) 

第 8パラメタ（波形の動作種別） 

型  <NR1> 

範囲  0 (CONST)／1 (KEEP) 

第 9パラメタ（開始位相） 

型  <NR2> 

範囲  0.0～359.9 

第 10パラメタ（開始位相の動作） 

型  <NR1> 

範囲  0 (CONST)／1 (KEEP) 

第 11パラメタ（ステップ同期出力） 

型  <NR1> 

範囲  0 (LL)／1 (LH)／2 (HL)／3 (HH) 

第 12パラメタ（ステップ同期出力の動作種別） 

型  <NR1> 

範囲  0 (CONST)／1 (KEEP) 

設定例 ：SEQ:EPAR 0,0,100.0,0,50.0,0,1,0,90.0,0,0,0 

問い合わせ例 ：SEQ:EPAR? 

応答例   ：0,0,100.0,0,50.0,0,1,0,90.0,0,0,0 
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 [SOURce:]SEQuence:TPARameter 

ステップ遷移パラメタを設定します。 

あらかじめ SEQ:STEP（ 6-27ページ「■ [SOURce:]SEQuence:STEP」参照）で，対象の

シーケンスステップを設定する必要があります。 

あらかじめ SYST:TUN（  6-43ページ「■ SYSTem:TUNit」参照）で，シーケンスステップ実

行時間の単位を設定しておくか，単位を問い合わせておきます。 

AC-EXT／AC-SYNC／AC+DC-EXT／AC+DC-SYNCモードでは，ステップ遷移パラメタの

設定を行うことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法  ：SOURce:]SEQuence:TPARameter▲<NR2>,<NR1>...... 

第 1パラメタ（ステップ時間 [s]／[ms]） 

型  <NR2> 

範囲  0.0001～999.9999[s] 

0.1～999999.9[ms] 

第 2パラメタ（ステップ終了位相設定モード） 

型  <NR1> 

範囲  0（無効）／1（有効） 

第 3パラメタ（ステップ終了位相 [°]） 

型  <NR2> 

範囲  0.0～359.9 

第 4パラメタ（ステップ終端） 

型  <NR1> 

範囲  0（継続）／1（終了）／2（ホールド） 

第 5パラメタ（ジャンプステップ番号） 

型  <NR1> 

範囲  0（次ステップ）／1～255 

第 6パラメタ（ジャンプ回数） 

型  <NR1> 

範囲  0（無限回）／1～999 

第 7パラメタ（ブランチ 0） 

型  <NR1> 

範囲  0（無効）／1～255 

第 8パラメタ（ブランチ 1） 

型  <NR1> 

範囲  0（無効）／1～255 

設定例 ：SEQ:TPAR 2,1,180,0,0,1,0,0 

問い合わせ例 ：SEQ:TPAR? 

応答例   ：2,1,180,0,0,1,0,0 
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 [SOURce:]SEQuence:STEP 

シーケンス編集対象のステップ番号を指定します。ステップ番号の指定範囲は 1～255です。 

 

文 法 ：[SOURce:]SEQuence:STEP▲<NR1> 

パラメタ ：1～255 

設定例 ：SEQ:STEP 1 

問い合わせ例 ：SEQ:STEP? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：1 

 

 [SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude] 

交流出力電圧を，Vrms単位（波形が SIN／SQUの場合）又は Vp-p単位（波形が ARBの場

合）で設定します。出力電圧の設定範囲は，100 V レンジの場合 0.0 Vrms～155.0 Vrms又

は 0.0 Vp-p～440.0 Vp-p，200 V レンジの場合 0.0 Vrms～310.0 Vrms又は 0.0 Vp-p～

880.0 Vp-pです。 

AC-EXT／AC+DC-EXT モードでは，出力交流電圧の設定／問合せを行うことはできません。

（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]VOLTage[:LEVel][:IMMediate][:AMPLitude]▲<NR2>  

パラメタ ：0.0～155.0／0.0～440.0 (0.0～310.0／0.0～880.0) 

設定例 ：VOLT 100 

問い合わせ例 ：VOLT? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：100.0 

 

 [SOURce:]VOLTage:LIMit:HIGH 

設定可能な出力電圧の上限を設定します。ただし，既に設定されている出力電圧以下の値を

指定することはできません。（[5,"Out of Limiter"]エラーが発生します。） 

制限値の設定範囲は，100 V レンジの場合 0.1 V～220.0 V，200 V レンジの場合 0.1 V～

440.0 Vです。 

 

文 法 ：[SOURce:]VOLTage:LIMit:HIGH▲<NR2> 

パラメタ ：0.1～220.0 (0.1～440.0) 

設定例 ：VOLT:LIM:HIGH 200 

問い合わせ例 ：VOLT:LIM:HIGH? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：200.0 
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 [SOURce:]VOLTage:LIMit:LOW 

設定可能な出力電圧の下限を設定します。ただし，既に設定されている出力電圧以上の値を

指定することはできません。（[5,"Out of Limiter"]エラーが発生します。） 

制限値の設定範囲は，100 Vレンジの場合-220.0 V～-0.1 V，200 V レンジの場合-440.0 V

～-0.1 V です。 

 

文 法 ：[SOURce:]VOLTage:LIMit:LOW▲<NR2> 

パラメタ ：-220.0～-0.1 (-440.0～-0.1) 

設定例 ：VOLT:LIM:LOW -200 

問い合わせ例 ：VOLT:LIM:LOW? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：-200.0 

 

 [SOURce:]VOLTage:OFFSet[:IMMediate] 

AC+DC-INT／AC+DC-ADD／AC+DC-SYNCモードでの，直流出力電圧を設定します。直

流出力電圧の設定範囲は，100 V レンジの場合-220.0 V～220.0 V，200 V レンジの場合

-440.0 V～440.0 Vです。 

AC+DC-INT／AC+DC-ADD／AC+DC-SYNCモード以外では，直流出力電圧の設定を行

うことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]VOLTage:OFFSet[:IMMediate]▲<NR2> 

パラメタ ：-220.0～220.0 (-440.0～440.0) 

設定例 ：VOLT:OFFS 10 

問い合わせ例 ：VOLT:OFFS? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：10.0 

 

 [SOURce:]VOLTage: ADJust:OFFSet:AC 

AC-INT／AC-EXT／AC-ADD／AC-SYNCモードでの，DCオフセット電圧調整値を mV単

位で設定します。DCオフセット電圧調整値の設定範囲は，-50.0 mV～50.0 mVです。（設定

範囲は 100 V レンジ／200 V レンジで共通です。） 

AC-INT／AC-EXT／AC-ADD／AC-SYNCモード以外では，DCオフセット電圧調整値の設

定を行うことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]VOLTage:ADJust:OFFSet:AC▲<NR2> 

パラメタ ：-50.0～50.0 

設定例 ：VOLT:ADJ:OFFS:AC 10 

問い合わせ例 ：VOLT:ADJ:OFFS:AC? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：10.0 
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 [SOURce:]VOLTage: ADJust:OFFSet:DC 

AC+DC-INT／AC+DC-EXT／AC+DC-ADD／AC+DC-SYNCモードでの，DCオフセット電

圧調整値をmV単位で設定します。DCオフセット電圧調整値の設定範囲は，-250 mV～250 

mVです。（設定範囲は 100 V レンジ／200 V レンジで共通です。） 

AC+DC-INT／AC+DC-EXT／AC+DC-ADD／AC+DC-SYNCモード以外では，DCオフ

セット電圧調整値の設定を行うことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生し

ます。） 

文 法 ：[SOURce:]VOLTage:ADJust:OFFSet:DC▲<NR2> 

パラメタ ：-250～250 

設定例 ：VOLT:ADJ:OFFS:DC 10 

問い合わせ例 ：VOLT:ADJ:OFFS:DC? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：10.0 

 

 [SOURce:]VOLTage:RANGe 

出力電圧レンジを設定します。出力電圧レンジの設定は，100 V／200 Vのいずれかです。 

ただし，出力オン中に出力電圧レンジの変更を行うことはできません。（[1,"Invalid with 

output on"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：[SOURce:]VOLTage:RANGe▲<NR1> 

パラメタ ：100／200 

設定例 ：VOLT:RANG 100 

問い合わせ例 ：VOLT:RANG? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：100 
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d) MEASureサブシステム 

 

 MEASure[:SCALar]:CURRent[:AC]? 

出力電流実効値（AC+DCの実効値）を，Arms単位で返します。出力電流実効値の計測フル

スケールは 15.00 Armsです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 99.99 Arms

を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent[:AC]? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：12.85 

 

 MEASure[:SCALar]:CURRent:HIGH? 

出力電流の最大ピーク値（AC+DCのピーク値）を，Apk単位で返します。出力電流の最大

ピーク値の計測フルスケール45.0 Apkです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーと

して 99.9 Apk を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:HIGH? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR:HIGH? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：25.9 

 

 MEASure[:SCALar]:CURRent:LOW? 

出力電流の最小ピーク値（AC+DCのピーク値）を，Apk単位で返します。出力電流の最小

ピーク値の計測フルスケールは45.0 Apkです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラー

として-99.9 Apk を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:LOW? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR:LOW? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：-35.7 
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 MEASure[:SCALar]:CURRent:AMPLitude:MAX? 

出力電流ピーク値ホールドを，Apk単位で返します。出力電流ピーク値ホールドの計測フル

スケールは，45.0 Apkです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 99.9 Apkを返

します。 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:AMPLitude:MAX? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR:AMPL:MAX? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：26.5 

 

 MEASure[:SCALar]:CURRent:AMPLitude:RESet 

保持されている出力電流ピーク値ホールドを，0 Apkにリセットします。 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:AMPLitude:RESet▲<NR1> 

パラメタ ：1 

設定例 ：MEAS:CURR:AMPL:RES 1 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

 MEASure[:SCALar]:CURRent:AVErage? 

出力電流平均値（AC+DCの平均値）を，A単位で返します。出力電流平均値の計測フルス

ケールは15.00 Aです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 99.99 A を返しま

す。 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:AVErage? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR:AMPL? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：1.23 

 

 MEASure[:SCALar]:CURRent:CREStfactor? 

出力電流のクレストファクタ（波高率）を返します。クレストファクタの計測フルスケールは

50.00です。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 99.99を返します。 

クレストファクタは，「電流ピーク値／電流実効値」により算出されます。 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:CREStfactor? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR:CRES? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：1.41 
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 MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic[:AMPLitude]? 

指定された次数範囲の，高調波電流 Armsを返します。高調波電流の計測フルスケールは

15.00 Armsです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 99.99 Arms を返しま

す。 

問い合わせ前に DISP:MEAS:MODE( 6-36ページ

■DISPlay[:WINDow]:MEASure:MODE」参照)コマンドで，測定対象の次数を含んだ高調波

計測表示に切り替えてください。測定対象の次数を含んだ高調波計測表示なっていない場合，

計測値は不定になります。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic[:AMPLitude]?▲<NR1>  

パラメタ ：1（1次～10次）／2（11次～20次）／3（21次～30次）／4（31次～40次） 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR:HARM? 1 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：2.24,0.02,0.01,0.15,0.06,0.08,0.01,0.01,0.02,0.06 

 

 MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic:RATio? 

基本波電流を 100 %とした，第 n次高調波電流の割合%を返します。応答範囲は 0.0 %～

500.0 %です。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 999.9 %を返します。 

問い合わせ前に DISP:MEAS:MODE( 6-36ページ「

■DISPlay[:WINDow]:MEASure:MODE」参照)コマンドで，測定対象の次数を含んだ高調波

計測表示に切り替えてください。測定対象の次数を含んだ高調波計測表示なっていない場合，

計測値は不定になります。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic:RATio?▲<NR1> 

パラメタ ：1（1次～10次）／2（11次～20次）／3（21次～30次）／4（31次～40次） 

問い合わせ例 ：MEAS:CURR:HARM:RAT? 1 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：100.0,0.1,0.1,0.1,0.1,0.1,0.1,0.1,0.1,0.1 
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 MEASure[:SCALar]:FREQuency? 

外部同期信号周波数を，Hz単位で返します。外部同期信号周波数の計測範囲は 38.0 Hz～

525.0 Hzです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 999.9 Hzを返します。 

外部同期モード(AC-SYNC／AC+DC-SYNC)以外で周波数計測を行うことはできません。 

（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:FREQuency? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:FREQ? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：50.4 

 

 MEASure[:SCALar]:POWer:AC:APParent? 

皮相電力を，VA単位で返します。皮相電力の計測フルスケールは 1400 VAです。計測値が

範囲を超えた場合は，計測エラーとして 9999 VA を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:POWer:AC:APParent? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:POW:AC:APP? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：367 

 

 MEASure[:SCALar]:POWer:AC:PFACtor? 

出力の力率を返します。力率の応答範囲は 0.00～1.00です。計測値が範囲を超えた場合は，

計測エラーとして 9.99を返します。 

力率は「有効電力／皮相電力」により算出されます。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:POWer:AC:PFACtor? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:POW:AC:PFAC? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：0.68 
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 MEASure[:SCALar]:POWer:AC:REACtive? 

無効電力を，var単位で返します。無効電力の計測フルスケールは 1400 varです。計測値が

範囲を超えた場合は，計測エラーとして 9999 varを返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:POWer:AC:REACtive? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:POW:AC:REAC? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：269 

 

 MEASure[:SCALar]:POWer:AC[:REAL]? 

有効電力を，W単位で返します。有効電力の計測フルスケールは 1200 Wです。計測値が範

囲を超えた場合は，計測エラーとして 9999 W を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:POWer:AC[:REAL]? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:POW:AC? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：249 

 

 MEASure[:SCALar]:VOLTage[:AC]? 

出力電圧実効値（AC+DCの実効値）を，Vrms単位で返します。出力電圧実効値の計測フル

スケールは，100 V レンジの場合 250.0 Vrms，200 Vレンジの場合 500.0 Vrmsです。計測

値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 999.9 Vrms を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:VOLTage[:AC]? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例： MEAS:VOLT? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：100.4 
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 MEASure[:SCALar]:VOLTage:HIGH? 

出力電圧の最大ピーク値（AC+DCのピーク値）を，Vpk単位で返します。出力電圧の最大

ピーク値の計測フルスケールは，100 V レンジの場合250 Vpk，200 V レンジの場合500 

Vpkです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして 999 Vpk を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:VOLTage:HIGH? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例： MEAS:VOLT:HIGH? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：100 

 

 MEASure[:SCALar]:VOLTage:LOW? 

出力電圧の最小ピーク値（AC+DCのピーク値）を，Vpk単位で返します。出力電圧の最小

ピーク値の計測フルスケールは，100 V レンジの場合250 Vpk，200 V レンジの場合500 

Vpkです。計測値が範囲を超えた場合は，計測エラーとして-999 Vpk を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:VOLTage:LOW? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例： MEAS:VOLT:LOW? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：-99 

 

 MEASure[:SCALar]:VOLTage:AVErage? 

出力電圧平均値（AC+DCの平均値）を，V単位で返します。出力電圧平均値の計測フルス

ケールは，100 V レンジの場合250.0 V，200 V レンジの場合500.0 Vです。計測値が範

囲を超えた場合は，計測エラーとして 999.9 V を返します。 

 

文 法 ：MEASure[:SCALar]:VOLTage:AVErage? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：MEAS:VOLT:AVE? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：150.2 
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e) DISPlayサブシステム 

 

 DISPlay[:WINDow]:MEASure:MODE 

計測表示選択を行います。計測表示選択の設定は，RMS（実効値）／AVG（直流平均値）／

PEAK（ピーク値）／HC（高調波電流）1～4のいずれかです。高調波電流の各モードと計測

する次数の関係は，次のとおりです。 

HC1（1次～10次） 

HC2（11次～20次） 

HC3（21次～30次） 

HC4（31次～40次） 

ただし，AC-INTモードで周波数が 50 Hz又は 60 Hzの場合以外は，高調波電流計測を行う

ことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラー，又は[6,"Invalid in this frequency"]エ

ラーが発生します。） 

なお，機器は計測表示選択を HC1～HC4 とした状態では MEAS:CURR:HARM[:AMPL]? 

（ 6-32ページ「■MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic[:AMPLitude]?」参照） 

又は，MEAS:CURR:HARM:RAT? 

（ 6-32ページ「■MEASure[:SCALar]:CURRent:HARMonic:RATio?」参照） 

以外コマンドを受け付けません。（[4,"Under Busy State"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：DISPlay[:WINDow]:MEASure:MODE▲<CRD> 

パラメタ ：RMS／AVG／PEAK／HC1／HC2／HC3／HC4 

設定例 ：DISP:MEAS:MODE RMS 

問い合わせ例 ：DISP:MEAS:MODE? 

応答形式 ：<CRD> 

応答例 ：RMS 
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f) STATusサブシステム 

 

 STATus:OPERation:CONDition? 

オペレーション コンディション レジスタ (OPCR)の値を返します。応答範囲は 0～20482で

す。 

 

文 法 ：STATus:OPERation:CONDition? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：STAT:OPER:COND? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：16384 

 

 STATus:OPERation:ENABle 

オペレーション イベント イネーブル レジスタ (OPEE)を設定します。設定範囲は 0～20482で

す。 

 

文 法 ：STATus:OPERation:ENABle▲<NR1> 

パラメタ ：0～20482 

設定例 ：STAT:OPER:ENAB 16384 

問い合わせ例 ：STAT:OPER:COND? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：16384 

 

 STATus:OPERation[:EVENt]? 

オペレーション イベント レジスタ (OPER)の値を返します。応答範囲は 0～20482です。 

 

文 法 ：STATus:OPERation[:EVENt]? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：STAT:OPER? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：16384 
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 STATus:OPERation:NTRansition 

STATus:OPERation:PTRansition 

オペレーション トランジション フィルタ(OPTF)を設定します。設定範囲は 0～20482です。 

・ NTRフィルタを 1に設定すると，OPCRが 1から 0に変化したときに OPERを 1にします。 

・ PTRフィルタを 1に設定すると，OPCRが 0から 1に変化したときに OPERを 1にします。 

・ NTR／PTRフィルタを共に 1に設定すると，OPCRが変化したときにOPERを 1にします。 

・ NTR／PTR フィルタを共に 0に設定すると，OPCRの変化を OPERに伝達しません。 

 

文 法   ：STATus:OPERation:NTRansition▲<NR1> 

STATus:OPERation:PTRansition▲<NR1> 

パラメタ ：0～20482 

設定例 ：STAT:OPER:NTR 16384 

STAT:OPER:PTR 0 

問い合わせ例 ：STAT:OPER:NTR? 

STAT:OPER:PTR? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：16384（NTR問い合わせ時） 

0（PTR問い合わせ時） 

 

 STATus:WARNing:CONDition? 

ワーニング コンディション レジスタ(WRCR)の値を返します。応答範囲は 0～29947です。 

 

文 法 ：STATus:WARNing:CONDition? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：STAT:WARN:COND? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：16384 
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 STATus:WARNing:ENABle 

ワーニング イベント イネーブル レジスタを設定します。設定範囲は 0～29947です。 

 

文 法 ：STATus:WARNing:ENABle▲<NR1> 

パラメタ ：0～29947 

設定例 ：STAT:WARN:ENAB 1 

問い合わせ例 ：STAT:WARN:ENAB? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：1 

 

 STATus:WARNing[:EVENt]? 

ワーニング イベント レジスタの値を返します。応答範囲は 0～29947です。 

 

文 法 ：STATus:WARNing[:EVENt]? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：STAT:WARN? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：0 

 

 STATus:WARNing:NTRansition 

STATus:WARNing:PTRansition 

ワーニング トランジション フィルタ (WRTF)を設定します。設定範囲は 0～29947です。 

・ NTRフィルタを 1に設定すると，WRCRが 1から 0に変化したときにWRERを 1にします。 

・ PTRフィルタを 1に設定すると，WRCRが 0から 1に変化したときにWRERを 1にします。 

・ NTR／PTRフィルタを共に 1に設定すると，WRCRが変化したときにWRERを1にします。 

・ NTR／PTR フィルタを共に 0に設定すると，WRCRの変化をWRERに伝達しません。 

 

文 法       ：STATus:WARNing:NTRansition▲<NR1> 

STATus:WARNing:PTRansition▲<NR1> 

パラメタ ：0～29947 

設定例 ：STAT:WARN:NTR 16384 

STAT:WARN:PTR 0 

問い合わせ例 ：STAT:WARN:NTR? 

STAT:WARN:PTR? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：16384 

0 
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g) OUTPutサブシステム 

 

 OUTPut[:STATe] 

出力リレーのオン／オフを制御します。 

 

文 法 ：OUTPut[:STATe]▲<bool> 

パラメタ ：OFF|0／ON|1 

設定例 ：OUTP ON 

問い合わせ例 ：OUTP? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：1 

 

 

h) INPutサブシステム 

 

 INPut:GAIN 

外部信号源モード (AC-EXT／AC+DC-EXT)及び内部+外部信号源モード (AC-ADD／

AC+DC-ADD)で使用する，外部入力のゲインを設定します。外部入力ゲインの設定範囲は，

100 V レンジの場合 0.0～220.0，200 V レンジの場合 0.0～440.0です。 

AC-EXT／AC-ADD／AC+DC-EXT／AC+DC-ADDモードでは，出力波形の設定を行うこ

とはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：INPut:GAIN▲<NR2> 

パラメタ ：0.0～220.0 (0.0～440.0) 

設定例 ：INP:GAIN 10.0 

問い合わせ例 ：INP:GAIN? 

応答形式 ：<NR2> 

応答例 ：10.0 
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i) TRACeサブシステム 

 

 TRACe:CATalog? 

定義された波形名称のリストを返します。このコマンドは，ユーザが選択可能な全ての波形名

称のリストを返します。 

 

文 法：TRACe:CATalog? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：TRAC:CAT? 

応答形式 ：<CRD>[,<CRD>] 

応答例 ：SIN,SQU,ARB1,ARB2,ARB3,ARB4,ARB5,ARB6,ARB7,ARB8,ARB9, 

ARB10,ARB11,ARB12,ARB13,ARB14,ARB15,ARB16 

 

 TRACe[:DATA] 

任意波形を送受信します。最初のパラメタに波形名称 (ARB1～ARB16)を指定し，続くパラメ

タで 1データ 2 Byte・4096 Word (=8192 Byte)の波形データを，ビッグエンディアン（1 Word

の波形データを 2の補数形式で上位 Byte／下位 Byteの順）で転送します。設定例の通り，

コマンドからデータまでを一度に転送してください。 

ただし，波形データは必ず 4096 Word としてください。 

波形データの有効範囲は，-16384～16383です。-16384以下の値が入力された場合は，

-16384 として扱います。16383以上の値が入力された場合は，16383 として扱います。 

RS232 インタフェースでは使用できません。USB インタフェースを使用してください。 

 

文 法  ：TRACe[:DATA]▲<CRD>,<Binary Block Data> 

第一パラメタ（波形名称） 

型  <CRD> 

範囲  ARB1～ARB16 

第二パラメタ以降（バイナリブロックデータ） 

構成  #48192<DAB><DAB><DAB><DAB>... 

設定例 ：TRAC ARB1,#48192<DAB><DAB><DAB><DAB>... 

問い合わせ例 ：TRAC? ARB1 

応答形式 ：<Binary Block Data> 

応答例               ：#48192<DAB><DAB><DAB><DAB>... 
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 TRACe:DELete[:NAME] 

指定された任意波形メモリをクリアします。このコマンドを実行すると，ARB1～ARB8には正

弦波，ARB9～ARB12には方形波，ARB13～ARB16には三角波が書き込まれます。 

ただし，出力オン中に任意波メモリのクリアを行うことはできません。（[1,"Invalid with output 

on"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：TRACe:DELete[:NAME]▲<CRD> 

パラメタ ：ARB1～16 

設定例 ：TRAC:DEL ARB1 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

 

j) SYSTemサブシステム 

 

 SYSTem:BEEPer:STATe 

ビープ音のオン／オフを制御します。ビープ音を有効にするとカーソル操作音が有効になり，

誤操作及び保護動作時にビープ音によって通知します。 

 

文 法 ：SYSTem:BEEPer:STATe▲<bool> 

パラメタ ：OFF|0／ON|1 

設定例 ：SYST:BEEP:STATe ON 

問い合わせ例 ：SYST:BEEP:STATe? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：1 

 

 SYSTem:CONFigure:EXTIO 

外部制御入力の有効／無効を制御します。 

 

文 法 ：SYSTem:CONFigure:EXTIO▲<bool> 

パラメタ ：OFF|0／ON|1 

設定例 ：SYST:CONF:EXTIO ON 

問い合わせ例 ：SYST:CONF:EXTIO? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：1 
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 SYSTem:ERRor? 

エラーキュー (FIFO)からエラーを一つ読み取り，読み取ったエラーをエラーキューからクリア

します。エラーキューで保持できるエラーの最大数は 20個です。21個以上のエラーが発生し

た場合には，20個目に[-350,"Too Many Errors"]が入ります。 

 

文 法 ：SYSTem:ERRor? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：SYST:ERR? 

応答形式 ：<NR1>,<SRD> 

応答例 ：0, "No error" 

 

 SYSTem:PON[:OUTPut] 

電源投入時の出力状態を設定します。電源投入時の出力状態を ONに設定した場合，機器

が起動して起動画面表示終了後に出力オンになります。 

ただし，異常が検出されてシステムロックした後の再起動では，設定によらず出力オフ状態で

起動します。 

 

文 法 ：SYSTem:PON[:OUTPut]▲<bool> 

パラメタ ：OFF|0／ON|1 

設定例 ：SYST:PON OFF 

問い合わせ例 ：SYST:PON? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：0 

 

 SYSTem:TUNit 

シーケンスステップ実行時間の単位 s／msを設定します。 

 

文 法 ：SYSTem:TUNit▲<NR1> 

パラメタ ：0 (s)／1 (ms) 

設定例 ：SYST:TUN 0 

問い合わせ例 ：SYST:TUN? 

応答例 ：0 
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 SYSTem:WRELease 

ワーニングを解除します。ワーニングを解除すると，SET画面が表示されキー操作が可能に

なります。ただし，ワーニングを解除するには，機器側の全てのワーニング要因がクリアされ，

ワーニング解除可能な状態である必要があります。 

ワーニングが発生していない場合，又はワーニングが発生した場合でも，機器がワーニング

解除の準備が出来ていない場合は，[-200,"Execution error"]エラーが発生します。 

 

文 法 ：SYSTem:WRELease▲<NR1> 

パラメタ ：1 

設定例 ：SYST:WREL 1 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

 

k) PROGramサブシステム 

 

 PROGram[:SELected]:EXECute 

シーケンス動作の制御を行います。制御は STOP（停止）／START（実行）／HOLD（ホール

ド）／BRANCH0（ブランチ 0）／BRANCH1（ブランチ 1）のいずれかです。 

AC-EXT／AC-ADD／AC-SYNC／AC+DC-EXT／AC+DC-ADD／AC+DC-SYNCモード

では，シーケンス実行を行うことはできません。（[3,"Invalid in this mode"]エラーが発生しま

す。） 

出力オフ中にシーケンス実行を行うことはできません。（[2,"Invalid with output off"]エラーが

発生します。） 

 

文 法 ：PROGram[:SELected]:EXECute▲<CRD> 

パラメタ ：STOP／START／HOLD／BRANCH0／BRANCH1 

設定例 ：PROG:EXEC START 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 
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共通コマンド 

 

 *CLS 

次のレジスタをクリアします。 

・スタンダード イベント レジスタ 

・オペレーション イベント レジスタ 

・ワーニング イベント レジスタ 

・ステータスバイト 

・エラーキュー 

 

文 法 ：*CLS 

パラメタ ：なし 

設定例 ：*CLS 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

 *ESE 

スタンダード イベント イネーブル レジスタを設定します。設定範囲は 0～255です。 

 

文 法 ：*ESE▲<NR1> 

パラメタ ：0～255 

設定例 ：*ESE 255 

問い合わせ例 ：*ESE? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：255 

 

 *ESR? 

スタンダード イベント レジスタの値を返します。*ESRでスタンダード イベント レジスタを読み

出すと，イベント レジスタの全てのビットが 0にクリアされます。応答範囲は 0～255です。 

 

文 法 ：*ESR? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：*ESR? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：128 
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 *IDN? 

型名などを返します。応答メッセージは，「メーカー，型名，製造番号，ファームウエアバージョ

ン」から構成されます。 

 

文 法 ：*IDN? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：*IDN? 

応答形式 ：<SRD> 

応答例 ："GW Instek,APS-1102A,000001,Ver1.00" 

 

 *OPC 

すべてのオペレーション※が完了したとき，スタンダード イベント レジスタの OPCビット

(BIT0)を設定させます。*OPC?は，すべてのオペレーションが完了したとき，1を返します。た

だし，*OPC?を実行しても，スタンダード イベント レジスタの OPCビットは，0にクリアされま

せん。 

 

文 法 ：*OPC 

パラメタ ：なし 

設定例 ：*OPC 

問い合わせ例 ：*OPC? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：1 

 

 *RCL 

*SAV でメモリにストアされた状態をリコールします。リコールメモリの選択範囲は 1～30 です。

ただし，出力オン状態でリコールすることはできません。（[1,"Invalid with output on"]エラー

が発生します。） 

 

文 法 ：*RCL▲<NR1> 

パラメタ ：1～30 

設定例 ：*RCL 1 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 
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 *RST 

機器をリセットし工場出荷時設定に戻します。ただし，出力オン状態でリセットすることはでき

ません。（[1,"Invalid with output on"]エラーが発生します。） 

 

文 法 ：*RST 

パラメタ ：なし 

設定例 ：*RST 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

 *SAV 

メモリに現在の状態をストアします。ストアメモリの選択範囲は 1～30です。 

 

文 法 ：*SAV▲<NR1> 

パラメタ ：1～30 

設定例 ：*SAV 1 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

 *SRE 

サービス リクエスト イネーブル レジスタを設定します。設定範囲は 0～178です。 

 

文 法 ：*SRE▲<NR1> 

パラメタ ：0～178 

設定例 ：*SRE 178 

問い合わせ例 ：*SRE? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：178 

 

 *STB? 

ステータス バイト レジスタの値を返します。応答範囲は 0～178です。 

 

文 法 ：*STB? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：*STB? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：2 
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 *TST? 

自己診断結果を返します。本器では常に"0"を返します。 

 

文 法 ：*TST? 

パラメタ ：なし 

問い合わせ例 ：*TST? 

応答形式 ：<NR1> 

応答例 ：0 

 

 *WAI 

すべてのオペレーション※が完了するまで，機器がそれ以降のコマンドを実行するのを禁止

します。 

 

文 法 ：*WAI 

パラメタ ：なし 

設定例 ：*WAI 

問い合わせ例 ：なし 

応答形式 ：なし 

 

※オペレーションとは以下のコマンドの実行処理を指します。 

・出力モード設定 [SOURce:]MODE 

・出力レンジ設定 [SOURce:]VOLTage:RANGe 

・出力リレー制御 OUTPut[:STATe] 

・シーケンス実行 PROGram[:SELected]:EXECute 

・メモリリコール *RCL 

・デバイスリセット *RST 
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6.4 コマンドツリー 

APS-1102Aのサブシステムごとのコマンドツリーを図 6-3に示します。 
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図 6-3. コマンドツリー 
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6.5 ステータスシステム  

APS-1102A は，IEEE488.2 で定義されているステータスグループの最小セットを搭載します。

APS-1102Aのステータスシステムを，図 6-4に示します。 
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メッセージ キュー サマリ 

 

未使用（常に 0） 

ワーニング ステータス サマリ 

未使用（常に 0） 

未使用（常に 0） 

 

図 6-4. ステータスシステム 
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6.5.1 ステータスバイト 

ステータス バイト レジスタの定義を，表 6-14に示します。ステータス バイト レジスタはサービス 

リクエスト イネーブル レジスタに 1 をセットしたビットが有効になり，有効ビットの論理和でサービ

スリクエストが発生します。 

 

ステータスバイトは，シリアルポール又は*STB?クエリで読み出すことができます。 

 

表 6-14. ステータス バイト レジスタの定義 

ビット 重み 内 容 

OPR (7) 128 オペレーション ステータス サマリ 

RQS/MSS 
(6) 

64 

シリアルポールでは，RQS (Request Service)として定義され，コントローラ

にその機器がサービスリクエストを発生しているかどうかを示します。シリアル

ポールを行うことで，ビットは 0にクリアされます。 

*STB?クエリでは，MSS (Master Status Summary)として定義され，ステー

タスバイトのサマリビットとしての動作をします。MSS は，有効ビットの要因が

なくなるまでクリアされません。 

ESB (5) 32 

ESB (Event Status Bit)は，スタンダード イベント ステータス レジスタのサマ

リ ビットとして動作します。スタンダード イベント ステータス レジスタの有効

ビットのいずれかが 1になると 1にセットされ，全てが 0になると 0にクリアさ

れます。 

MAV (4) 16 

MAV (Message Available Bit)は，クエリに対する応答が応答メッセージ

キューに書き込まれ，出力可能になると 1にセットされます。 

応答メッセージキューが空になると 0にクリアされます。 

3 8 常に 0（使用していません） 

2 4 常に 0（使用していません） 

WAR (1) 2 ワーニング ステータス サマリ 

0 1 常に 0（使用していません） 

 

 

a) 問い合わせ時のステータス確認について 

通常は，問い合わせのためにクエリコマンドを送信した後，ただ応答メッセージを受け取れば，

正しく応答を受け取ることができます。必ずしもステータスバイトのMAVビットを確認する必要

はありません。MAV ビットを確認しながら処理を進めるときは，クエリコマンド送信後，シリア

ルポールによりステータスバイトの MAV ビットが 1 になったのを確認してから応答メッセージ

を読み出し，MAVビットが 0になったのを確認してから次の操作に移ってください。 
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6.5.2 スタンダード イベント ステータス  

スタンダード イベント ステータス レジスタの構造を，図 6-5に示します。 

 

 

電源投入 (PON) 

ユーザ要求 (URQ) 

コマンドエラー (CME) 

実行エラー (EXE) 

装置に固有のエラー (DDE) 

問合せエラー (QYE) 

要求コントロール (RQC) 

オペレーション完了 (OPC) 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

ESR (スタンダード イベント レジスタ) 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

 

 

論 

理 

O 

R 

ESE (スタンダード イベント イネーブル レジスタ) 

スタンダード イベント ステータス サマリ 

 

ステータスバイト (ビット 5) 

 

図 6-5. スタンダード イベント ステータス 

 

スタンダード イベント ステータス レジスタの定義を，表 6-15に示します。スタンダード イベント ス

テータス レジスタは，スタンダード イベント ステータス イネーブル レジスタに 1をセットしたビット

が有効になり，有効ビットの論理和がステータス ビット レジスタの ESBビットに反映されます。 

 

スタンダード イベント ステータス レジスタは，*ESR?クエリで読み出すことができます。 

全てのビットは，*ESR?クエリで読み出すか，*CLS コマンドを用いるか，電源を再投入すること

によりクリアされます。（ただし，電源を再投入すると，PONビットが 1にセットされます。） 
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表 6-15. スタンダード イベント ステータス レジスタの定義 

ビット 重み 内 容 

PON (7) 128 

パワーオンビット 

電源を投入したとき，1がセットされます。 

レジスタ読み出しで 0にクリアされると，電源再投入まで 0のままになります。 

URQ (6) 64 
ユーザリクエストビット 

常に 0（使用していません） 

CME (5) 32 
コマンドエラー 

プログラムコードに構文エラーがあるとき，1にセットされます。 

EXE (4) 16 
実行エラー 

パラメタが設定可能範囲外，又は設定に矛盾があるとき，1にセットされます。 

DDE (3) 8 
機器定義エラー 

常に 0（使用していません） 

QYE (2) 4 

クエリエラー 

応答メッセージを蓄えるバッファにデータが無いときに読み出そうとしたか，応

答メッセージを蓄えるバッファ内のデータが失われたとき，1 にセットされま

す。 

RQC (1) 2 

リクエストコントロール 

常に 0（使用していません） 

動作完了 OPC コマンドの処理が全て終わったとき，1にセットされます。 

※本器では，常に 0がセットされます。 

OPC (0) 1 
動作完了 

OPC コマンドの処理が全て終わったとき，1にセットされます。 
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6.5.3 オペレーション ステータス  

オペレーション ステータス レジスタの構造を，図 6-6に示します。 

 

 

常に 0 

シーケンス実行中 

未使用 

シーケンスホールド中 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

OPCR (オペレーション コンディション レジスタ) 

 

 

 

 

 

論 

理 

O 

R 

OPTF (オペレーション トランジション フィルタ) 

オペレーション ステータス サマリ 

ステータスバイト (ビット 7) 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

BUSY 

未使用 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

OPER (オペレーション イベント レジスタ) 

OPEE (オペレーション イベント イネーブル レジスタ) 

 

 

図 6-6. オペレーションステータス 

 

トランジションフィルタは，コンディションをイベントに変換します。 

トランジションフィルタは，NTRansitionフィルタと PTRansitionフィルタによって構成され，各フィ

ルタの設定と動作は下記のようになります。 

 

・NTRフィルタを 1に設定すると，OPCRが 1から 0に変化したとき，OPERを 1にします。 

・PTRフィルタを 1に設定すると，OPCRが 0から 1に変化したとき，OPERを 1にします。 

・NTR/PTR フィルタを共に 1に設定すると，OPCRが変化したとき，OPER を 1にします。 

・NTR/PTR フィルタを共に 0に設定すると，OPCRの変化を OPERに伝達しません。 
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6.5.4 ワーニング ステータス  

ワーニング ステータス レジスタの構造を図 6-7に示します。 

 

 

常に 0 

電流ピーク値リミッタ動作 

電流実効値リミッタ動作 

電力リミッタ動作 

未使用 

外部同期信号アンロック 

未使用 

未使用 

 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

WRCR (ワーニング コンディション レジスタ) 

 

 

 

 

 

論 

理 

O 

R 

WRTF (ワーニング トランジション フィルタ) 

ワーニング ステータス サマリ 

ステータスバイト (ビット 1) 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

外部同期周波数範囲保護 

過熱保護 

直流不足電圧保護 

直流過電圧保護 

出力ピーク電流保護 

未使用 

出力実効値電流保護 

出力電圧保護 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 
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6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

WRER (ワーニング イベント レジスタ) 

WREE (ワーニング イベント イネーブル レジスタ) 

 

 

図 6-7. ワーニングステータス 
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6.6 エラー メッセージ一覧 

エラーメッセージを，表 6-16に示します。 

 

 

表 6-16. エラーメッセージ一覧 

番号 メッセージ文字列 原 因 

0 "No error" エラーなし。 

-100 "Command error" 
何らかの原因により，不正なコマンドとして認識された。 

（一般的なコマンドエラー） 

-102 "Syntax error" 
定義されていないコマンド又はパラメタを受け取ったため，不

正なコマンドして認識された。 

-200 "Execution error" 
何らかの原因によりコマンドの実行時にエラーになった。 

（一般的な実行エラー） 

-222 "Data out of range" 
パラメタが範囲外のため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

-350 "Too Many Errors" 
エラーキューがオーバフローしたため，新たに発生したエ

ラーを保持できない可能性がある。 

1 "Invalid with output on" 
出力リレーがオンのため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

2 "Invalid with output off" 
出力リレーがオフのため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

3 "Invalid in this mode" 
出力モードが適切でないため，コマンドの実行時にエラーに

なった。 

4 "Under Busy State" 
機器がビジー中のため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

5 "Out of Limiter" 
リミッタ値を超過しているため，コマンドの実行時にエラーに

なった。 

6 "Invalid in this frequency" 
発振周波数設定が適切でないため，コマンドの実行時にエ

ラーになった。 

7 
"Out of Input Signal 
frequency" 

外部同期周波数が範囲外のため，コマンドの実行時にエ

ラーになった。 

8 "Under Warning State" 
機器が保護動作中のため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 
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6.7 プログラミング 例 

プログラミング例は，附属の CD-ROM に収められた「リモート制御 プログラミング例」を参照し

てください。 

 

6.8 プログラミングの注意 

 

a) 任意波形データ 

任意波形データは，バイナリデータのブロックです。先行するASCIIプログラムメッセージのコ

マンド部とバイナリデータブロックの任意波形データを，一度に転送してください。任意波形

データは，必ず 4096ワード（8192バイト）転送してください。データに過不足があると，エラー

となったり正しい波形が出力できなくなります。 

 

b) USB インタフェースからコマンドを送出するときの注意 

コマンドを送出するとき，プログラム メッセージ ターミネータとしてLF (0AH)を，送出文字列の

最後に付加する必要があります。LF を付加しないでコマンドを送った場合，正しく動作しませ

ん。 

 

6.9 リモート制御時の注意 

以下の PC動作環境で，USBによるリモート制御を行う場合，本器の電源をオフする前に必ずプ

ログラムの終了操作を行うようにしてください。 

プログラムを終了せずに本器の電源をオフにした場合，VISA ドライバソフトウェアで本器の電源

がオフしている状態を正しく検出できず，プログラムが強制終了しプロセスが OS 上に残ってしま

います。 

 

OS Windows VISTA 

VISA ドライバソフトウェア NI-VISA 
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7.1 保護機能 

APS-1102A は，内部の状態をモニタして以下のような異常を検出し，エラー表示又はワーニン

グ表示を行う保護機能を装備しています。 

ビープ音がオンに設定してあれば，表示とともにビープ音がなります。（保護関連エラーの場合

は，ビープ音の設定に関わらずビープ音がなります。） 

 

a) 出力異常 

出力過電圧，出力過電流を検出した場合，エラー表示を行うとともに出力をオフしま

す。 

 

b) 電源部異常 

内部電源異常を検出した場合，エラー表示又はワーニング表示を行うとともに出力を

オフします。また，エラーの場合は，さらに電源遮断を除くすべての操作受付を停止し

ます。 

 

c) 内部制御異常 

内部制御異常を検出した場合，エラー表示又はワーニング表示を行うとともに出力を

オフします。また，エラーの場合は，さらに電源遮断を除くすべての操作受付を停止し

ます。 

 

d) 内部温度異常 

異常検出した場合，ワーニング表示を行うとともに出力をオフします。 

 

エラー表示 「7.2.2 保護機能関連エラー」参照 

ワーニング表示 「7.2.4 ワーニング表示」参照 

ビープ音 「5.6.2 ビープ音」参照 

 

表 7-1の異常を上から順に検出し，最初の異常メッセージのみを表示します。 
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表 7-1. 保護機能 

保護内容 

検出時の処理 

表示メッセージ 
出力オフ 

システム

ロック 

内部通信異常 1 ○ ○ 
内部通信異常メッセージ 1 を表示します。 

「7.2.2 保護機能関連エラー」参照 

内部通信異常 2 ○ ○ 
内部通信異常メッセージ 2 を表示します。 

「7.2.2 保護機能関連エラー」参照 

操作パネル異常 ○ ○ 
操作パネル異常メッセージを表示します。 

「7.2.2 保護機能関連エラー」参照 

アンプ無応答異常 ○ ○ 
アンプ無応答異常メッセージを表示します。 

「7.2.2 保護機能関連エラー」参照 

ファン回転異常 ○ ○ 
ファン回転異常メッセージを表示します。 

「7.2.2 保護機能関連エラー」参照 

出力電圧異常 ○  
出力過電圧異常メッセージを表示します。 

「7.2.4 ワーニング表示」参照 

出力実効値電流異

常 
○  

出力実効値電流異常メッセージを表示します。 

「7.2.4 ワーニング表示」参照 

出力ピーク電流異常 ○  
出力ピーク電流異常メッセージを表示します。 

「7.2.4 ワーニング表示」参照 

直流過電圧異常 ○  
直流過電圧異常メッセージを表示します。 

「7.2.4 ワーニング表示」参照 

直流不足電圧異常 ○ △注 
直流不足電圧異常メッセージを表示します。 

「7.2.4 ワーニング表示」参照 

内部温度異常 ○  
内部温度異常メッセージを表示します。 

「7.2.4 ワーニング表示」参照 

外部同期信号周波

数範囲異常 
○  

外部同期信号周波数範囲異常メッセージを表示しま

す。 

「7.2.4 ワーニング表示」参照 

注：システムロックとなる場合があります。 
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7.2 エラーメッセージとその対処 

APS-1102Aは，電源投入時に自己診断を行い，異常があるとエラーメッセージを表示します。ま

た，誤った設定・操作を行ったとき，出力又は内部に異常がある場合に，エラーメッセージを表示

します。 

エラーメッセージの内容と，その原因及び必要な処置を，次に示します。 
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7.2.1 電源投入時のエラー 

APS-1102Aは，電源投入時に以下の故障診断を行います。 

エラーがあった場合は，システムチェック画面に「NG」と表示します。全チェック項目が OK の場

合は表示されません。 

 

 
ROM CHECK.....................OK

RAM READ/WRITE CHECK..........OK

BACKUP MEMORY CHECK...........OK

WAVE MEMORY CHECK.............OK

SEQUENCE MEMORY CHECK.........OK

CALIBRATION MEMORY CHECK......NG .... INITIALIZED

VERSION CHECK.................NG .... INITIALIZED

 

 

図 7-1. 自己故障診断エラー発生時の画面表示例 

 

表 7-2に，診断項目，故障検出時の処理を示します。 

 

 

表 7-2. 電源投入時故障診断 

メッセージ 故障診断項目 原因・故障検出時の動作・必要な処置など 

ROM CHECK ROMサムチェック メッセージを表示したまま，起動しません。 

部品故障のおそれがあります。当社又は当社

代理店までご連絡ください。 
RAM READ/WRITE 
CHECK 

RAM読み書きチェック 

BACKUP MEMORY 
CHECK 

バックアップメモリサム

チェック 

該当するメモリの初期化後，起動します。 

（ 「3.2 電源投入時の表示及び初期設定」

参照） 

頻繁に起こる場合は，バックアップ用電池の特

性劣化の可能性があります。 

（ 「8.5 バックアップ用電池」参照） 

WAVE MEMORY 
CHECK 

波形メモリサムチェック 

SEQUENCE 
MEMORY CHECK 

シ ー ケ ン ス メ モ リ サ ム

チェック 

CALIBRATION 
MEMORY CHECK 

校正データチェック 

校正値メモリの初期化後，起動します。 

この場合，APS-1102A は校正値なしで起動し

ますので，所定の性能が得られません。また，

部品故障のおそれがありますので，当社又は

当社代理店までご連絡ください。 

VERSION CHECK バージョン番号チェック 
バックアップメモリ，シーケンスメモリ及び波形

メモリの初期化後，起動します。 

 



     APS-1102A ユーザマニュアル 

APS-1102A 7-6 

 

7.2.2 保護機能関連エラー 

保護機能関連エラーが発生した場合，エラーメッセージをメッセージ表示ウインドウに表示したま

ま動作を停止します。 

 

 

 

図 7-2. 保護機能関連エラー発生時の画面表示例 

 

保護機能関連エラーメッセージが表示された場合は，電源スイッチをオフにしてください。 

（ 「7.1 保護機能」参照） 

表 7-3に，エラーメッセージと故障検出時の処置を示します。 

 

 

表 7-3. 保護機能関連エラー 

エラーメッセージ 保護項目 
原因・保護検出時の動作・ 

必要な処置など 

System Locked. 
caused by: 
 COMMUNICATION FAILURE 1 

内部通信異常 1 

出力をオフし，システムロック状態になり

ます。いったん電源スイッチをオフしてくだ

さい。 

再び電源をオンにしても保護が繰り返し検

出される場合は，当社又は当社代理店ま

でご連絡ください。 

System Locked. 
caused by: 
 COMMUNICATION FAILURE 2 

内部通信異常 2 

System Locked. 
caused by: 
 FRONT PANEL FAILURE 

操作パネル異常 

System Locked. 
caused by: 
 AMP NO RESPONSE 

アンプ無応答 

異常 

System Locked. 
caused by: 
 FAN FAILURE 

ファン異常 
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7.2.3 操作時のエラー  

操作エラーメッセージは，ステータスウインドウに表示されます。メッセージボックスは，1.5 秒後

に自動的に閉じます。 

 

 

 メッセージボックス 

 

 

図 7-3. 操作時エラー発生時の画面表示例 

 

表 7-4. 操作時エラー（1/2） 

エラーメッセージ 原因・必要な処置など 

INVALID IN THIS FREQUENCY 

周波数設定が適切でないため，設定（実行）できません。50 

Hz又は 60 Hzにしてください。 

（ 「3.4.6 出力周波数を設定する 」参照） 

OUT OF INPUT SIGNAL 
FREQUENCY 

外部同期信号周波数が同期可能範囲を超えています。 

（ 「4.7 出力を外部信号に同期させる」参照） 

OUT OF RANGE 

リモート制御パラメタの範囲チェックエラーです。設定可能な

範囲のパラメタにしてください。（リモート時のみ） 

（ 「6.3.2 コマンド詳細説明」参照） 

INVALID WITH OUTPUT ON 

出力オンのときには設定（実行）できません。出力をオフにし

てください。 

（ 「3.4.8 出力のオン／オフ 」参照） 

INVALID WITH OUTPUT OFF 

出力オフのときには設定（実行）できません。出力をオンにし

てください。 

（ 「3.4.8 出力のオン／オフ 」参照） 

INVALID IN THIS MODE 

出力モードが違うため設定（実行）できません。出力モードを

変更してください。 

（ 「3.4.2出力モードを設定する」参照） 
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表 7-5. 操作時エラー（2/2） 

エラーメッセージ 原因・必要な処置など 

UNDER BUSY STATE 

BUSY中のため，設定（実行）できません。BUSY表示が消

えてから操作してください。 

（ 「3.4.3 出力電圧レンジを設定する」参照） 

UNDER REMOTE STATE 

リモート中のため，設定（実行）できません。ローカルにしてく

ださい。 

（ 「5.5.3 リモート」参照） 

UNDER LOCAL STATE 

ローカル中のため，設定（実行）できません。（リモート時の

み） 

（ 「6 リモート制御」参照） 

UNDER KEYLOCK 

キーロック中のため，設定（実行）できません。キーロックを

解除してください。 

（ 「5.6.1 キーロック」参照） 

OUT OF LIMITER 

設定範囲制限外のため，設定（実行）できません。（リモート

時のみ） 

（ 「6 リモート制御」参照） 

COMMAND ERROR 

USB インタフェースのコマンドエラーです。コマンドを確認し

てください。（リモート時のみ） 

（ 「6.6 エラー メッセージ」参照） 

UNDER LOCAL LOCK OUT ローカルロックアウト中のため，ローカルにできません。 

EXECUTION ERROR 上記以外の実行エラーです。 
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7.2.4 ワーニング表示 

出力異常，内部温度異常，外部同期信号周波数の範囲超過によって出力がオフになった場合，

メッセージ表示ウインドウにワーニングを表示します。（ 「7.1 保護機能」参照） 

 

 

 

図 7-4. ワーニング発生時の画面表示例 

 

機器がワーニングを解除できる状態になるまで，すべてのキー操作，コマンド操作は受け付けら

れません。 

機器がワーニングを解除できる状態になると，ワーニング表示画面に「Press ENTER key.」と表

示され，ENTERキー，又はCANCELキーを押してワーニング画面を消すことができます。10秒

以上経っても「Press ENTER key.」メッセージが表示されない場合は，電源を再投入してくださ

い。 

表 7-6～表 7-7にワーニング表示と内容を示します。 

 

表 7-6. ワーニング表示（1/2） 

メッセージ 原因・必要な処置など 

Output OFF. 
caused by: 

OUTPUT OVERVOLTAGE 

出力過電圧異常による出力オフを示します。 

ENTER キー，又は CANCEL キーを押してください。エ

ラーがクリアされ，使用可能となります。設定及び負荷条

件を確認後，使用してください。 

Output OFF. 
caused by: 

OUTPUT OVERCURRENT[RMS] 

出力実効値電流異常による出力オフを示します。 

ENTER キー，又は CANCEL キーを押してください。エ

ラーがクリアされ，使用可能となります。設定及び負荷条

件を確認後，使用してください。 
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表 7-7. ワーニング表示（2/2） 

メッセージ 原因・必要な処置など 

Output OFF. 
caused by: 

OUTPUT OVERCURRENT[PEAK] 

出力ピーク電流異常による出力オフを示します。 

ENTERキー，又は CANCELキーを押してください。エ

ラーがクリアされ，使用可能となります。設定及び負荷条

件を確認後，使用してください。 

Output OFF. 
caused by:  
 DCPS OVERVOLTAGE 

直流電源部過電圧異常による出力オフを示します。 

ENTERキー，又は CANCELキーを押してください。エ

ラーがクリアされ，使用可能となります。設定及び負荷条

件を確認後，使用してください。 

Output OFF. 
caused by: 
  DCPS UNDERVOLTAGE 

直流電源部不足電圧異常による出力オフを示します。 

ENTERキー，又は CANCELキーを押してください。エ

ラーがクリアされ，使用可能となります。負荷条件を確認

後，使用してください。 

なお，場合によってエラー状態となり，システムロックされ

る場合があります。その場合はいったん電源スイッチをオ

フしてください。再び電源をオンにしても異常が繰り返し

検出される場合は，当社又は当社代理店までご連絡くだ

さい。 

Output OFF. 
caused by: 
  OVERHEAT 

内部温度異常による出力オフを示します。 

ENTERキー，又は CANCELキーを押してください。エ

ラーがクリアされ，使用可能となります。周囲温度など設

置条件を確認後，使用してください。 

OUTPUT OFF 
caused by: 

OUT OF SYNC FREQUENCY 

外部同期信号周波数範囲超過による出力オフを示しま

す。 

ENTERキー，又は CANCELキーを押してください。エ

ラーがクリアされ，使用可能となります。外部同期信号源

を確認後，使用してください。 
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7.2.5 リモートによる外部制御のエラー  

リモートによる外部制御時のエラーメッセージを，表 7-8に示します。 

 

 

表 7-8. リモートエラーメッセージ 

番号 メッセージ文字列 原 因 

0 "No error" エラーなし。 

-100 "Command error" 
何らかの原因により，不正なコマンドとして認識された。 

（一般的なコマンドエラー） 

-102 "Syntax error" 
定義されていないコマンド又はパラメタを受け取ったため，不

正なコマンドして認識された。 

-200 "Execution error" 
何らかの原因によりコマンドの実行時にエラーになった。 

（一般的な実行エラー） 

-222 "Data out of range" 
パラメタが範囲外のため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

-350 "Too Many Errors" 
エラーキューがオーバフローしたため，新たに発生したエ

ラーを保持できない可能性がある。 

1 "Invalid with output on" 
出力リレーがオンのため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

2 "Invalid with output off" 
出力リレーがオフのため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

3 "Invalid in this mode" 
出力モードが適切でないため，コマンドの実行時にエラーに

なった。 

4 "Under Busy State" 
機器がビジー中のため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 

5 "Out of Limiter" 
リミッタ値を超過しているため，コマンドの実行時にエラーに

なった。 

6 "Invalid in this frequency" 
発振周波数設定が適切でないため，コマンドの実行時にエ

ラーになった。 

7 
"Out of Input Signal 
frequency" 

外部同期周波数が範囲外のため，コマンドの実行時にエ

ラーになった。 

8 "Under Warning State" 
機器が保護動作中のため，コマンドの実行時にエラーになっ

た。 
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7.3 故障と思われるとき 

APS-1102A を使用していて，故障と考えられるような状態が生じた場合は，下記の内容を参照

して，操作や使用方法，接続に誤りがないかどうかを確認してください。 

どの内容にも当てはまらない場合は，電源を投入しないようにして，当社又は当社代理店までご

連絡ください。 

 

 

表 7-9. 故障と思われるとき（電源オン／オフ時の現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

電源スイッチをオン

にしても動作を開始

しない。 

商用電源に接続していない。 

電源コードを，コンセント及び本器のインレッ

ト（リアパネル）に，確実に差し込んでくださ

い。 

定格範囲外の電源を使用して

いる。 
定格範囲内の電源を使用してください。 

内部ヒューズが切れている。 
当社又は当社代理店に修理をお申し付けく

ださい。 

電源スイッチをオフ

にしてもすぐに停止

しない。 

異常ではありません。 
そのままお待ちください。5 秒程度で停止しま

す。 

LCD に何も表示され

ない。  

（ファンは回ってい

る） 

LCDのコントラストが低い。 

LCDのコントラストを上げてください。 

LCD 表示がまったく見えない動作環境でも，

ENTER キーと CANCEL キーを同時に押す

ことでコントラストの調整が可能です。このと

き，ディジットカーソルは 10の位にあります。 

「5.6.3 LCD コントラストの調整」 

 

 

表 7-10. 故障と思われるとき（キー操作時の現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

パネル操作ができな

い。 

キーロックがオンに設定され

ている。 

キーロックをオフにしてください。 

「5.6.1 キーロック」 

キーや MODIFYダイヤルが

劣化している。 

当社又は当社代理店に修理をお申し付けく

ださい。 
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表 7-11. 故障と思われるとき（出力電圧・出力電圧レンジ設定に関する現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

出力電圧の設定がで

きない｡ 

外部信号入力モードに設定さ

れている。 

信号源モードが外部信号入力(EXT)のときは

設定できません。 

信号源モードを，内部(INT)又は内部 外部

(ADD)モードに設定してください。 

「3.4.1 電源オン／オフ」 

「5.3.1 出力モードの設定」 

設定値と計測値が異

なる。 

不要な項目が設定されている

（例えば，直流だけ出力してい

るつもりで交流も設定している

場合など）。 

設定内容を再確認してください。 

ADDモードの場合は，外部信号と外部入力

ゲインも確認してください。 

「4.10 外部信号と内部信号を加算する 」 

また，計測表示の選択も確認してください。 

「5.5.6 計測表示選択 (MEASURE)」 

低インピーダンス負荷をドライ

ブしている。 

低抵抗負荷，インダクタンス負荷，コンデンサ

負荷の場合は，リミッタが動作して設定値よ

り計測値が低くなる場合があります。 

 

 

 

表 7-12. 故障と思われるとき（周波数設定に関する現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

出力周波数設定がで

きない。 

外部信号入力又は外部同期

モードに設定されている。 

信号源モードが外部信号入力(EXT)及び外

部同期(SYNC)のときは設定できません。 

信号源モードを，内部(INT)又は内部 外部

(ADD)モードに設定してください。 

「3.4.2 出力モードを設定する」 

「5.3.1 出力モードの設定」 

ライン同期に設定で

きない。 

外部同期モードに設定されて

いない。 

信号源モードを，外部同期(SYNC)に設定

し，外部同期信号源を LINEに設定してくださ

い。 

「3.4.2 出力モードを設定する」 

「4.7.2 ライン同期 」 

「5.3.1 出力モードの設定」 
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表 7-13. 故障と思われるとき（出力異常に関する現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

出力しない。 

出力電圧の設定が「0」。 
出力電圧の設定内容を確認してください。 

「3.4.5 出力電圧を設定する」 

信号源を接続していない。 信号源モードが外部信号 (EXT)の場合は，

信号源を外部信号入力端子に接続し，適切

な外部入力ゲインを設定してください。 

「3.3.5 外部信号入力／外部同期信号入

力端子」 

「4.9 外部信号を増幅する」 

外部入力ゲインが「0」になっ

ている。 

出力オン／オフスイッチ

(OUTPUT)がオンになってい

ない。 

出力オン／オフスイッチをオンにしてくださ

い。 

保護機能関連エラー及びワー

ニング表示中である。 

保護機能関連エラー及びワーニング表示が

されている場合は，出力をオンできません。 

「表 7-3. 保護機能関連エラー」及び 「

表 7-6. ワーニング表示（1/2）」で該当する

エラー表示の対処法を参照して，エラーの条

件を解除してください。 

保護機能関連エラー表示がされている場合

は，すべてのキー操作が無効です。電源ス

イッチをいったんオフにして再投入してくださ

い。 

ワーニングが表示さ

れる。 

過負荷になっている。 
最大出力範囲内の負荷を接続するか，出力

レベルを下げてください。 

信号発生器の信号レベルの

過大。 

信号源がEXT又はADDの場合，接続してい

る信号発生器のレベルを小さくするか，外部

入力ゲインを下げてください。 

周囲温度が高い。 
使用する際の周囲温度は 40 ℃以下にしてく

ださい。 

エアフィルタが目詰まりしてい

る。 

「8.2 日常の手入れ」を参考に，エアフィ

ルタを清掃してください。 

フロントパネル吸気口又はリ

アパネル排気口付近に，空気

の流れを妨げるものがある。 

「2.3 接地及び電源接続」」の設置条件を

満たすように設置してください。 
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表 7-14. 故障と思われるとき（計測機能に関する現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

電圧又は電流の計

測値が正しく表示さ

れない。 

表示選択が適切でない。 

交流の場合は，RMSを選択してください。

RMSを選択していないと，正しい値を表示し

ません。 

表示が「」とな

る。 

計測オーバレンジが発生し

た。（計測できる範囲を超えて

いる。） 

「5.4 MEASURE 画面 」の各計測範囲を

超えた場合，「」表示となります。負荷

条件及び設定値を確認してください。 

計測値がふらつく。 

外部信号源モード(EXT)で計

測している。 

外部信号源モード(EXT)時の測定周期は固

定です。 

外部入力信号の周波数が分かっている場合

は，出力モードを内部+外部信号源モード

(ADD)に変更（AC-ADD又は

AC+DC-ADD），内部発振器の出力電圧設

定を「0」，周波数を外部入力の周波数に設

定してください。 

低周波（10 Hz未満）で計測し

ている。 

10 Hz未満の周波数では測定周期が固定と

なるため，測定値が安定しない場合がありま

す。 

 

 

表 7-15. 故障と思われるとき（シーケンス機能に関する現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

シーケンス制御がで

きない。 
出力がオフになっている。 出力をオンにしてください。 

シーケンス終了時，

終了ステップと異な

る設定になっている。 

電圧又は周波数が設定範囲

制限外の値で終了した。 

シーケンスプログラム時は，設定範囲制限の

チェックは行われません。 

終了ステップの値が設定範囲制限外の場合

は，強制的に変更されます。 

 

 

表 7-16. 故障と思われるとき（メモリ機能に関する現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

メモリのリコールがで

きない。 

出力オン／オフスイッチ

(OUTPUT)がオンになってい

る。 

出力オン状態では，リコールできません。 

出力オン／オフスイッチをオフにしてくださ

い。 
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表 7-17. 故障と思われるとき（リミッタ・設定範囲制限に関する現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

電流ピーク値リミッタ

設定値より大きな出

力ピーク値がホール

ドされる。 

オーバシュート電流値を測定

している。 

電流ピーク値リミッタは，負荷によってオーバ

シュートがでることがあります。 

「3.4.7 リミッタ機能を使う」 

 

 

表 7-18. 故障と思われるとき（その他の現象） 

症  状 考えられる原因 必要な処置など 

負荷としてトランスを

接続し交流電圧を出

力しているが，電流

波形が異常（非対

称・過大になるなど）

である。 

出力 DCオフセット電圧（直流

成分）により，負荷トランスの

コアが磁気飽和した。 

ACモードではDCオフセット電圧（直流成分）

を除去する制御機能がはたらきます。

AC+DCモードで使用している場合は，AC

モードにしてみてください。 

「3.4.2 出力モードを設定する」 

それでも十分に改善しない場合は，さらに

DCオフセット調整を行ってください。 

「5.5.9 ＤＣオフセットを調整する」 

トランスなど，誘導性

負荷のときに，出力

過電圧が発生する。 

電流ピーク値リミッタが動作し

たために，逆起電力が発生し

た。 

電流ピーク値リミッタ設定を，正負共に下げ

てください。 

電源オン時にバッテ

リ消耗アイコンが点

滅する 

内部メモリに不整合が発生し

た。 

電源再投入を何回行なってもバッテリ消耗ア

イコンが消えない場合はバッテリ交換が必要

です。当社又は当社代理店に修理をお申し

付けください。 

バッテリ消耗アイコンが点滅したが，一度電

源オフし，再度電源をオンした場合にバッテリ

消耗アイコンが消灯すればバッテリは消耗し

ていません。なお，工場出荷時状態になって

いますので，使用前に設定を確認してからご

使用ください。 
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8.1 はじめに 

この章では，次のことについて記載しています。 

 

・長期間使用しないときの注意事項や保管方法について。 

・輸送するときの再梱包と輸送上の注意事項について。 

 

簡単な動作チェックについては， 「2.4 簡単な動作チェック」をご覧ください。 

動作チェックの確認内容を満足しないときは，当社又は当社代理店に校正・修理を依頼してくだ

さい。 

8.2 日常の手入れ 

APS-1102Aは，設置条件を満たす場所に設置してお使いください。 

 設置条件 「2.2 設置環境について」参照。 

 

a) パネルやケースが汚れたとき 

柔らかな布で拭いてください。汚れがひどいときは，中性洗剤に浸して固く絞った布で拭い

てください。 

シンナーやベンジンなどの揮発性の溶剤や化学雑巾などで拭くと，変質したり塗装が剥が

れたりすることがありますので，絶対に使用しないでください。 
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b) ファンのフィルタが汚れたとき 

フロント部の吸気口には，流入空気に含まれるちりやほこりを除去するためのエアフィルタ（

2個）を装備しています。 

フィルタに付着した汚れは，そのままにすると目詰まりして通気性が悪化し，内部の温度が

上昇するため信頼性の低下につながるおそれがあります。定期的にエアフィルタが汚れて

いないか確認してください。エアフィルタの清掃は，月 1 回を目安に，細かいほこりがフィル

タに堆積してきた場合に行ってください。 

エアフィルタが汚れている場合は，水洗いなどによりエアフィルタの汚れをよく取り除き，完

全に乾燥させてから，再装着してください。 

 

 
 

(1) フロント部の吸気口部分の左端奥を，右方向

に押し，手前に引きます。 

(2) 左半分が本体から外れますので，吸気口部分

の左端を持ち，全体を左手前に引き，外しま

す。 

 

 

(3) 吸気口部分の裏側からエアフィルタを外し，洗

浄します。 

(4) 同様の手順でその他のエアフィルタも洗浄し

ます。 

(5) エアフィルタが完全に乾燥したら，(1)～(3)の

逆の手順で吸気口部分を装着してください。 

 

図 8-1. エアフィルタの清掃手順 

 

 

非常に細かいちり（微粉末）の場合や，フィルタが目詰まりの状態になった場合などは，エア

フィルタが十分に機能しません。したがって，ほこりやちり（微粉末を含む）の多いところや，

湿気が多く結露しやすいところを避けて設置するようお願いします。 

 



     APS-1102A ユーザマニュアル 

APS-1102A 8-4 

 

8.3 保管・再梱包・輸送 

APS-1102Aは，設置条件を満たす場所に保管してください。 

 設置条件 「2.2設置環境について」参照。 

 

a) 長期間使用しないときの保管 

・電源コードをコンセント及び本体から外してください。 

・棚やラックなど，落下物やほこりのないところに保管してください 

ほこりをかぶるおそれがある場合は，布やポリエチレンのカバーをかけてください。 

・保管時の最悪環境条件は，-0 ℃～+0 ℃，5 %～95 %RHですが，温度変化の激しいとこ

ろや直射日光の当たるところなどは避け，なるべく常温の環境で保管してください。 

正確な保管条件は， 「9.16 周囲温度範囲・周囲湿度範囲ほか.」をご覧ください。 

 

b) 再梱包･輸送 

移動や修理依頼などのために再梱包するときは，次の点に注意してください。 

 

・本体をポリエチレンの袋又はシートで包んでください。 

・本体の重さに十分耐え，寸法的に余裕のある段ボール箱をご用意ください。 

・本体の 6面を保護するように緩衝材を詰めて包装してください。 

・輸送を依頼するときは，この製品が精密機器であることを運送業者に指示してください。 

・輸送時には,必ず取扱説明書も添付してください。 
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8.4 バージョン番号の確認方法 

APS-1102Aのファームウエアのバージョンは，電源投入時に右下に数秒間表示されます。 

電源投入時以外では，操作パネルにシステム情報を表示させて確認します。 

 

 操作手順 

MISC メニュー  から SYSTEM メニューを表示させ，「INFORMATION」で確認します。 

 

1. ，  キーを押して，  アイコンまでカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 
カーソル 

 

 

2. 
ENTER

 キーを押して，MISC メニューを表示させます。 

  キーを押して，「SYSTEM」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

3. 
ENTER

 キーを押して，SYSTEM画面を表示させます。 

 

 

 
ENTERCANCEL
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4.  キーを押して，「INFORMATION」までカーソルを移動します。 

 

 

 
ENTERCANCEL

 

 

 

5. 
ENTER

 キーを押して，「SYSTEM INFORMATION」画面を表示させます。 

 

 

 

ENTERCANCEL

 

 

図 8-2. SYSTEM INFORMATION 画面 

 

6. TOP MENUキーを押すと，SET メニュー画面に戻ります。 
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8.5 バックアップ用電池 

メモリ（ 「4.8 メモリ機能を使う」参照）の内容やその他必要なパラメタやデータは，

APS-1102A内部に備えたリチウム電池により，バックアップしています。 

 

バックアップ期間は，温度や使用条件により変わりますが，未通電で放置した場合で約 5年で

す。 

 

バックアップ内容は電源投入時にチェックしており，内容が壊れていた場合はエラーメッセージを

表示（ 「7.2エラーメッセージとその対処」参照）し，初期値にリセットされます。 

（ 「4.8 メモリ機能を使う」参照） 

電池の消耗によりバックアップの内容が失われた場合は， アイコンが点滅します。電源

再投入を何回行なっても，毎回 アイコンが点滅する場合は，電池の交換が必要です。当

社又は当社代理店までご連絡ください。 「表 7-18. 故障と思われるとき（その他の現象）」参

照。 
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9. 仕様 
 

  

9.1 出 力 ............................................................................................................. 9-2 

9.2 電流リミッタ ................................................................................................... 9-6 

9.3 設定範囲制限 ................................................................................................... 9-6 

9.4 信号源 ............................................................................................................. 9-7 

9.5 計測機能 .......................................................................................................... 9-8 

9.6 シーケンス機能............................................................................................... 9-11 

9.7 任意波形メモリ.............................................................................................. 9-12 

9.8 設定メモリ .................................................................................................... 9-12 

9.9 保護機能 ........................................................................................................ 9-12 

9.10 一 般 ........................................................................................................... 9-13 

9.11 外部制御入出力.............................................................................................. 9-14 

9.12 外部インタフェース ....................................................................................... 9-15 

9.13 電源入力 ........................................................................................................ 9-15 

9.14 耐電圧・絶縁抵抗 .......................................................................................... 9-16 

9.15 安全性及び EMC ............................................................................................ 9-16 

9.16 周囲温度範囲・周囲湿度範囲ほか. ................................................................. 9-17 

9.17 外形寸法，質量.............................................................................................. 9-18 

 

 

 

 

各仕様において確度を示した数値は保証値です。ただし，参考値と付記してある確度は

製品を使用するにあたり参考となる補足データを示し，保証対象外です。確度のないもの

は公称値又は代表値（typ.と表示）です。 
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特に断りのない場合は，以下の条件とします。 

 

負荷 力率 1の抵抗負荷 

信号源モード INT（内部信号源）モード 

出力波形 正弦波 

電流リミッタ 工場出荷時設定 

出力端子 リアパネル端子台 

 

[set]は設定値を，[rdg]は読み値を示します。 

9.1 出 力  

a) 出力モード   全 8モード（動作モード×信号源モードの組合せ） 

AC-INTモード（交流-内部信号源） 

AC-EXTモード（交流-外部信号源） 

AC-ADDモード（交流-内部+外部信号源） 

AC-SYNCモード（交流-外部同期） 

AC+DC-INTモード（直流-内部信号源） 

AC+DC-EXTモード（直流-外部信号源） 

AC+DC-ADDモード（直流-内部+外部信号源） 

AC+DC-SYNCモード（直流-外部同期） 

 

b) 出力電圧レンジ  100 V レンジ及び 200 V レンジ 

 

c) 最大出力電力  750 VA (AC)／750 W (DC) 

電源入力条件： 

AC 100 V～180 V入力時（以下入力 100 V系） 

 

1000 VA (AC)／1000 W (DC) 

電源入力条件：  

AC 180 V～250 V入力時（以下入力 200 V系） 

 

d) 負荷力率 0～1（進相又は遅相）0～1（進相又は遅相） 

注 ： 外部からの電力注入及び回生動作は行えません。 
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e) 出力端子   M4ねじ端子台（リアパネル） 

ACアウトレット 

（ユニバーサルタイプ フロントパネル） 

注 1：ACアウトレットは，交流(AC 0 V～250 V)でご使用くださ

い。直流を含む場合は，リアパネルのねじ端子台をご使用

ください。 

注 2：出力はフローティング出力です。Lo端子を接地して使用

できます。 

 

f) 定格出力電圧 

100 V レンジ： 100 Vrms (AC)／100 V (DC) 

200 V レンジ： 200 Vrms (AC)／200 V (DC) 

 

g) 出力電圧設定（信号源モードが INT及び ADDモード） 

注：設定可能な交流設定値（ピーク値）+直流設定値は，電圧設定制限範囲以内となります。 

 

交流(AC)分 

100 V レンジ： 0.0 Vrms～155.0 Vrms（正弦波，方形波） 

0.0 Vp-p～440.0 Vp-p（任意波） 

200 V レンジ： 0.0 Vrms～310.0 Vrms（正弦波，方形波） 

0.0 Vp-p～880.0 Vp-p（任意波） 

設定分解能： 0.1 Vrms（正弦波，方形波） 

0.1 Vp-p（任意波） 

設定確度：  100 V レンジ： (0.5% of set + 0.6 Vrms) 

（23 5℃，ACモード，10 Vrms～155 Vrms設定， 

50 Hz／60 Hz，正弦波，無負荷） 

200 V レンジ： (0.5% of set + 1.2 Vrms)  

（23 5℃，ACモード，20 Vrms～310 Vrms設定， 

50 Hz／60 Hz，正弦波，無負荷） 

直流(DC)分 

100 V レンジ ：-220.0 V～+220.0 V 

200 V レンジ ：-440.0 V～+440.0 V 

設定分解能 ：0.1 V 

設定確度 ：100 V レンジ： (|0.5% of set|+ 0.6 V) 

（23 5℃，AC+DCモード，AC 0 V設定， 

-220 V～-10 V／+10 V～+220 V設定，無負荷） 

200 V レンジ： (|0.5% of set|+ 1.2 V)  

（23 5℃，AC+DCモード，AC 0 V設定， 

-440 V～-20 V／+20 V～+440 V設定，無負荷） 

 



     APS-1102A ユーザマニュアル 

APS-1102A 9-4 

 

h) 最大出力電流 

100 V レンジ ：10 Arms (AC)／10 A (DC) 

200 V レンジ ：5 Arms (AC)／5 A (DC) 

注 1：入力 100 V系時は，最大出力電力により，最大出力電流が制限

される場合があります。 

注 2：定格出力電圧以上では，最大出力電力により，最大出力電流が

制限されます。 

注 3：出力周波数が 40 Hz以下及び 400 Hz以上の場合は，最大出力

電流が減尐する場合があります。 

注 4：交流 直流の実効値が，最大出力電流となります。 

 

i) 最大出力ピーク電流 

100 V レンジ ：40 Apk 

200 V レンジ ：20 Apk 

注 1：入力 100 V系時は，最大出力電力により，最大出力ピーク電流

が制限される場合があります。 

注 2：波高率（クレストファクタ）が 4以下の，コンデンサ入力型整流回

路に対する値です。 

注 3：定格出力電圧以上では，最大出力ピーク電流が制限される場合

があります。 

注 4：出力周波数が 45 Hz以下及び 65 Hz以上の場合は，最大出力

ピーク電流が減尐する場合があります。 

 

j) 周波数設定（信号源モードが INT及び ADDモードのみ） 

設定範囲 ：1.0 Hz～550.0 Hz 

設定分解能 ：0.1 Hz 

設定確度 ：0.01 % (235℃) 

 

k) 出力オン時位相（信号源モードが INT及び ADDモードのみ） 

設定範囲 ：0.0 °～359.9 ° 

設定分解能 ：0.1 ° 

 

l) 出力電圧波形（信号源モードが INT及び ADDモードのみ） 

正弦波，方形波，任意波（16種類） 

 

m) 小振幅周波数特性 

（信号源モードは INTモード，100 V レンジ，出力電圧 20 Vrms，50 Hz基準） 

ACモード ：40 Hz～550 Hz 1% 

AC+DCモード ：40 Hz～550 Hz 1% 
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n) 出力電圧ひずみ率 0.5 %以下（50 Hz／60 Hz，定格出力電圧の 50%以上，最大

電流以下，THD+N） 

 

o) 出力電圧安定度 

出力電流変動 ：45 Hz～65 Hz 0.15%以内 

DC，40 Hz～550 Hz 0.5%以内 

（出力電流を最大電流の 0%から 100%に変化させた場合，出力端に

て，定格出力電圧） 

 

入力電圧変動 ：0.2%以内 

（電源入力電圧 100 V/120 V/230 V，無負荷，定格出力電圧） 

 

p) 出力直流オフセット 

100 V レンジ ：50 mV以内（typ.，微調整可能） 

200 V レンジ ：100 mV以内（typ.，微調整可能） 

（AC-INTモード，AC 0 V 設定） 
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9.2 電流リミッタ  

a) 電流ピーク値リミッタ リミット動作時出力電圧をクリップ 

正電流設定範囲: 100 V レンジ：+10.0 A～+42.0 A （初期値 +42.0 A） 

200 V レンジ：  +5.0 A～+21.0 A （初期値 +21.0 A） 

負電流設定範囲: 100 V レンジ：-42.0 A～-10.0 A （初期値 -42.0 A） 

200 V レンジ：-21.0 A～ -5.0 A （初期値 -21.0 A） 

設定分解能： 0.1 A 

 

b) 電流実効値リミッタ リミット動作時出力電圧を抑制 

電流設定範囲： 100 V レンジ：1.0 A～10.5 A （初期値 10.5 A） 

200 V レンジ：1.0 A～  5.3 A （初期値   5.3 A） 

設定分解能： 0.1 A 

 

 

9.3 設定範囲制限  

（信号源モードが INT又は ADDのみ） 

a) 電圧設定制限 

正電圧設定範囲： 100 V レンジ：+0.1 V～+220.0 V （初期値 +220.0 V） 

200 V レンジ ：+0.1 V～+440.0 V （初期値 +440.0 V） 

負電圧設定範囲： 100 V レンジ：-220.0 V～-0.1 V （初期値 -220.0 V） 

200 V レンジ ：-440.0 V～-0.1 V （初期値 -440.0 V） 

設定分解能： 0.1 V 

 

b) 周波数設定制限（下限≦上限であること） 

上限設定範囲： 1.0 Hz～550.0 Hz （初期値 550.0 Hz） 

下限設定範囲: 1.0 Hz～550.0 Hz （初期値 1.0 Hz） 

設定分解能： 0.1 Hz 
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9.4 信号源  

信号源は，内部信号源(INT)，外部信号源(EXT)，内部信号源と外部信号源を加算(ADD)，外

部同期(SYNC)より選択します。 

 

a) 内部信号源（INTモード，ADDモード） 

「9.1 出 力」参照。 

 

b) 外部信号入力（EXTモード，ADDモード） 

利得設定範囲： 100 V レンジ：0.0倍～220.0倍（初期値 100.0倍） 

200 V レンジ：0.0倍～440.0倍（初期値 200.0倍） 

 

利得設定分解能： 0.1倍 

 

利得確度： 5 %（DC又は 45 Hz～65 Hz，利得は初期値，定格電圧出力時，

無負荷） 

 

入出力間位相： 同相 

 

入力端子： BNC コネクタ（リアパネル） 

 （外部同期信号入力端子と兼用） 

入力インピーダンス： 10 k 

入力電圧範囲： -2.2 V～+2.2 V 

非破壊最大入力電圧： 10 V 

 

周波数範囲： DC～550 Hz（正弦波） 

DC～100 Hz（正弦波以外） 

 

c) 外部同期（SYNCモード） 

同期信号源： 外部同期信号又はライン（どちらかを選択） 

 

同期周波数範囲： 40 Hz～500 Hz 

 

入力端子： BNC コネクタ（リアパネル） 

 （外部信号入力端子と兼用） 

 注：ライン同期選択時は外部同期信号不要 

入力インピーダンス： 10 k 

入力電圧しきい値： TTL 

最小パルス幅： 3 ms 

非破壊最大入力電圧： 10 V 
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9.5 計測機能  

a) 出力電圧計測 

実効値： AC+DCの実効値 

フルスケール： 100 V レンジ：250.0 Vrms 

200 V レンジ：500.0 Vrms 

表示分解能： 0.1 Vrms 

計測確度： 45 Hz～65 Hzのとき 

100 V レンジ：(0.5% of rdg + 0.3 Vrms)  

200 V レンジ：(0.5% of rdg + 0.6 Vrms)  

DC，40 Hz～550 Hzのとき 

100 V レンジ：(0.7% of rdg + 0.9 Vrms)  

200 Vレンジ：(0.7% of rdg + 1.8 Vrms)  

（23 5℃にて） 

 

平均値： AC+DCの平均値（直流分を計測） 

フルスケール： 100 V レンジ：250.0 V 

 200 V レンジ：500.0 V 

表示分解能： 0.1 V 

計測確度： 100 V レンジ：(|0.5% of rdg| + 0.4 V)  

200 V レンジ：(|0.5% of rdg| + 0.8 V)  

（23 5℃にて） 

 

ピーク値： min電圧と max電圧を個別に表示 

フルスケール： 100 V レンジ：250 Vpk 

 200 V レンジ：500 Vpk 

表示分解能： 1 Vpk 

計測確度： 100 V レンジ：(|1.5% of rdg| + 3 Vpk)  

200 V レンジ：(|1.5% of rdg| + 6 Vpk)  

（参考値，23 5℃にて，45 Hz～65 Hzの正弦波） 

 

b) 出力電流計測 

実効値： AC+DCの実効値 

フルスケール： 15.00 Arms 

表示分解能： 0.01 Arms 

計測確度： 45 Hz～65 Hzのとき 

(0.5% of rdg + 0.04 Arms) 

DC，40 Hz～550 Hzのとき 

(0.7% of rdg + 0.08 Arms) 

（23 5℃にて，出力電流が最大電流の 5%～100%） 
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平均値： AC+DCの平均値（直流分を計測） 

フルスケール： 15.00 A 

表示分解能： 0.01 A 

計測確度： (|0.5% of rdg| + 0.08 A) 

（23 5℃にて，出力電流が最大電流の 5%～100%） 

 

ピーク値： min電流と max電流を個別に表示 

フルスケール： 45.0 Apk  

表示分解能：  0.1 Apk 

計測確度：  (|2% of rdg| + 0.4 Apk) 

   （参考値，23 5℃にて，45 Hz～65 Hzの正弦波） 

 

ピーク値ホールド： |max電流|及び|min電流|の最大値 

フルスケール： 45.0 Apk 

表示分解能：  0.1 Apk 

 

c) 出力電力計測 

有効電力 

フルスケール： 1200 W 

表示分解能：  1 W 

計測確度：  45 Hz～65 Hzのとき 

( 2% of rdg + 1 W) 

DCのとき 

(3% of rdg + 12 W) 

（23 5℃にて，負荷力率 0.5～1，50 V以上，出力電流が最大

電流の 10%～100%） 

 

皮相電力：  出力電圧実効値×出力電流実効値より算出 

フルスケール： 1400 VA 

表示分解能：  1 VA 

計測確度： 45 Hz～65 Hzのとき 

(2% of rdg + 1 VA) 

DCのとき 

(3% of rdg + 12 VA) 

（23 5℃にて，50 V以上， 

出力電流が最大電流の 10%～100%） 
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無効電力：  ( )皮相電力 2－( )有効電力 2 より算出 

フルスケール： 1400 var 

表示分解能： 1 var 

計測確度： ( 2% of rdg + 1 var) 

（23 5℃にて，負荷力率 0～0.5，45 Hz～65 Hz ， 

50 V以上，出力電流が最大電流の 10%～100%） 

 

d) 負荷力率計測 有効電力／皮相電力より算出 

計測範囲： 0.00～1.00 

表示分解能： 0.01 

 

e) 負荷クレストファクタ計測 （|max電流|及び|min電流|の最大値）／電流実効値より算出 

計測範囲： 1.00～50.00 

表示分解能： 0.01 

 

f) 出力高調波電流計測（AC-INTモードのみ，基本波 50 Hz／60 Hzのみ） 

計測範囲： 基本波の 40次まで 

フルスケール： 15.00 Arms及び 500.0 % 

表示分解能： 0.01 Arms及び 0.1 % 

計測確度： 実効値電流にて 10次まで 

(1% of rdg + 0.08 Arms) 

実効値電流にて 11次以上 20次まで 

(2% of rdg + 0.08 Arms) 

実効値電流にて 21次以上 40次まで 

(5% of rdg + 0.08 Arms) 

（いずれも参考値，23 5℃にて） 

 

注：本計測は，IEC規格等に適合しておりません。 

 

g) 外部同期周波数計測（SYNCモードのみ） 

計測範囲：  38.0 Hz～525.0 Hz 

表示分解能： 0.1 Hz 

計測確度：  0.2 Hz（235 ℃にて） 
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9.6 シーケンス機能  

出力パラメタを順次，急変又はスイープさせることができます。 

信号源モードは，INTに限定されます。 

シーケンス機能の各設定は，バッテリバックアップされたメモリに保存されます。 

 

a) シーケンス数  動作モード(AC／AC+DC)かつ出力レンジ(100 V／200 V)

各々に 1シーケンス 

 

b) ステップ数  1～255（1シーケンス内） 

 

c) ステップ時間  0.1 ms～999.9999 s（分解能 0.1 ms） 

 

d) ステップ内動作  一定，保持，又はリニアスイープ 

 

e) パラメタ  直流電圧，交流電圧，周波数，波形， 

ステップ同期出力 2 bit 

 

f) ジャンプ回数  1～999又は無限回 

 

g) シーケンス制御 

開始：  シーケンスを開始します 

停止：  シーケンスを停止します。 

ホールド：  その時点での設定を維持します。 

シーケンス開始により再開します。 

ブランチ：  指定のステップに分岐します。 
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9.7 任意波形メモリ 

任意波形メモリは，バッテリバックアップされています。 

a) 波形メモリ数  16 

 

b) 波形長   4096ワード 

 

c) 波形データ   15 bit 

 

注：パネル面から任意波形メモリへの書き込みはできません。書き込みは，USB インタ

フェースを介して行います。 

 

9.8 設定メモリ  

各種設定はバッテリバックアップされ，電源投入時には前回電源オフしたときの設定に復帰しま

す。また各種設定のうち，基本設定（出力モード，出力電圧レンジ，直流設定，交流設定，電流リ

ミッタ，設定範囲制限）は，No.1～No.30のストア／リコールメモリに記憶することができ，保存し

た設定を呼び出して使用することができます。 

ストア／リコールメモリの呼び出し操作は，出力がオフの場合のみ実行できます。 

 

9.9 保護機能  

a) 出力異常 出力過電圧，出力過電流を検出した場合，パネル面にエラー表示を行う

と共に出力をオフします。 

 

b) 電源部異常 内部電源異常を検出した場合は出力をオフ，電源遮断を除くすべての操

作受付を停止（システムロック）します。（一部の異常は出力オフのみ） 

 

c) 内部制御異常 操作パネル異常などを検出した場合は出力をオフ，電源遮断を除くすべ

ての操作受付を停止（システムロック）します。（一部の異常は出力オフ

のみ）。 

 

d) 内部温度異常 異常検出した場合，出力をオフします。 
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9.10 一 般 

a) LCD表示設定 

コントラスト：  調整可能 

表示色：  白基調又は青基調 

 

b) ビープ音   オン又はオフ 

オンの場合は，キー操作，誤操作時にビープ音を発生します。

保護機能関連エラー発生時には，ビープ音の設定に関わらず，

警告音を発生します。 

 

c) キーロック   オン又はオフ 

オン状態では，キーロックオフ操作及び出力オフ操作のみ可能

です。 

 

d) 電源投入時出力設定 オン又はオフ 

オンの場合は，電源投入時に自動的に出力がオンになりま

す。 

 

e) リセット機能   基本設定を工場出荷時設定に戻します。 

 

f) 自己診断機能   電源投入時に各メモリのチェックを行います。 

 



     APS-1102A ユーザマニュアル 

APS-1102A 9-14 

 

9.11 外部制御入出力  

a) 外部制御動作モード  有効又は無効 （状態出力は常時出力） 

 

b) 制御入力 

入力レベル：  ハイレベル：+4.0 V以上 

    ローレベル：+1.0 V以下 

非破壊最大入力：  +10 V／-5 V 

入力インピーダンス： 47 kで+5 Vにプルアップ 

検出周期：  2 ms 

制御項目：  出力オフ  立ち下がりで出力オフ 

出力オン  立ち下がりで出力オン 

シーケンス開始 立ち下がりで開始 

シーケンス停止 立ち下がりで停止 

ホールド入力 立ち下がりでホールド 

ブランチ入力 0, 1 立ち下がりで分岐開始 

 

c) 状態出力 

出力レベル：  0 V／+5 V（開放） 

出力インピーダンス： 100  

切換周期：  0.1 ms 

状態項目：  電源オン／オフ状態  ロー：オフ，ハイ：オン 

出力オン／オフ状態 ロー：オフ，ハイ：オン 

リミッタ動作 ロー：なし，ハイ：動作中 

ソフトウェアビジー ロー：定常，ハイ：ビジー 

シーケンス動作ステップ同期出力 

 ハイ又はローレベル 

 

d)端子   D-sub 25-pinマルチコネクタ 

    （リアパネル, メス, M2.6ねじ） 
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9.12 外部インタフェース  

外部コンピュータから制御を行なうために，USB及び RS232インタフェースを装備しています。（

工場出荷時は USB） 

a) USB インタフェース 

インタフェース規格： USB1.1，USBTMC 

ID：   機器毎に割振済 

ターミネータ：  “LF”  

注：USB ハブを使用した場合，通信不具合が出る場合があり

ます。充分シールドされた短いケーブルのご使用を推奨しま

す。 

 

b) RS232 インタフェース 

端子：   D-sub 9-pin（オス，UNC # 4-40 ねじ） 

ボーレート：  9600 bps / 19200 bps （初期値 9600 bps） 

ターミネータ：  “CR” ”LF” / “CR” / “LF”  （初期値 “CR” ”LF”） 

パリティ：   無し / 奇数 / 偶数  （初期値 無し） 

ストップビット：  1 / 2  （初期値 1 bit） 

データビット：  7 / 8  （初期値 8 bit） 

フロー制御：  無し / ハード / ソフト （初期値 無し） 

注：バイナリ転送には対応していないため，任意波形データの 

送受信を行うことはできません。 

注：クロスケーブルを使用してください。 

 

9.13  電源入力  

a) 入力電圧範囲：  AC 100 V～230 V10 %（ただし，250 V以下） 

過電圧カテゴリ II 

 

b) 周波数範囲：  50 Hz 2 Hz又は 60 Hz 2 Hz（単相） 

 

c) 消費電力：   1.4 kVA以下 

 

d) 力率 (typ.)：   0.95以上（電源入力電圧 100 V，定格出力電圧，最大電流と 

なる抵抗負荷） 

0.90以上（電源入力電圧 200 V，定格出力電圧，最大電流と

なる抵抗負荷） 
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9.14 耐電圧・絶縁抵抗  

電源入力 対 出力・筐体一括間，電源入力・筐体一括 対 出力間 

a) 耐電圧   AC 1500 V／1分間 

 

b) 絶縁抵抗   30 M以上，DC 500 V 

 

 

9.15 安全性及び EMC 

 （リアパネルに CEマーキング表示のあるモデルのみ） 

 

We 

GOOD WILL INSTRUMENT CO., LTD. 

No. 7-1, Jhongsing Rd, Tucheng Dist., New Taipei City 236. Taiwan. 

GOOD WILL INSTRUMENT (SUZHOU) CO., LTD. 

No. 69 Lushan Road, Suzhou New District Jiangsu, China. 

declare that the below mentioned product 

Type of Product: PROGRAMABLE AC/DC POWER SOURCE 
Model Number: APS-1102A 

is herewith confirmed to comply with the requirements set out in the Council Directive on the 

Approximation of the Law of Member States relating to Electromagnetic Compatibility 

(2004/108/EEC) and Low Voltage Directive (2006/95/EEC). 

 

For the evaluation regarding the Electromagnetic Compatibility and Low Voltage Directive, the 

following standards were applied: 

◎ EMC 

EN 61326-1: Electrical equipment for measurement, control and laboratory use  –– EMC 
requirements (2006) 

Conducted & Radiated Emission 
EN 55011: 2009+A1: 2010 

Electrostatic Discharge 
EN 61000-4-2: 2009 

Current Harmonics 
EN 61000-3-2: 2006+A1: 2009+A2: 2009 

Radiated Immunity 
EN 61000-4-3: 2006+A1: 2008+A2: 2010 

Voltage Fluctuations 
EN 61000-3-3: 2008 

Electrical Fast Transients 
IEC 61000-4-4: 2004+A1: 2010 

------------------------- Surge Immunity 
EN 61000-4-5: 2006 

------------------------- Conducted Susceptibility 
EN 61000-4-6: 2009 

------------------------- Power Frequency Magnetic Field 
EN 61000-4-8: 2010 

------------------------- Voltage Dip/ Interruption 
EN 61000-4-11: 2004 

 

Low Voltage Equipment Directive 2006/95/EEC 

Safety Requirements EN 61010-1: 2010 
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9.16 周囲温度範囲・周囲湿度範囲ほか. 

 

a) 動作環境：   屋内使用 

 

b) 高度：   2000 m以下 

 

c) 動作保証：   0 ℃～+40 ℃／5 %～85 %RH 

ただし，絶対湿度は 1 g/m3～25 g/m3，結露はないこと 

 

d) 性能保証：   +5 ℃～+35 ℃／5 %～85 %RH 

ただし，絶対湿度は 1 g/m3～25 g/m3，結露はないこと 

 

e) 保管条件：   -10 ℃～+50 ℃／5 %～95 %RH 

ただし，絶対湿度は 1 g/m3～29 g/m3，結露はないこと 

 

図 9-1図 9-1に周囲温度・湿度範囲を示します。 
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図 9-1. 周囲温度，湿度範囲 
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9.17  外形寸法，質量 

a) 外形寸法 

幅：  258 mm 

高さ：  176 mm 

奥行き：  440 mm 

（突起物を除く） 

 

b) 質量  約 9.7 kg 

 

図 9-2に外形寸法図を示します。 
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図 9-2. 外形寸法図 
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お問い合わせ 製品についてのご質問等につきましては，下記まで 

お問い合わせください。 

株式会社テクシオ・テクノロジー 

本社：〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-18-13  

藤和不動産新横浜ビル 7F 

[ HOME PAGE ] ：http://www.instek.jp/ 

E-Mail：info@texio.co.jp 

アフターサービスに関しては，下記サービスセンターへ 

サービスセンター： 

〒222-0033 横浜市港北区新横浜 2-18-13 

藤和不動産新横浜ビル 8F 

TEL. 045-620-2786  FAX.045-534-7183 

 

http://www.instek.jp/

